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「九州体育・スポーツ学研究J寄稿規定

1. (投稿資格〉本誌への投稿は、原則として九州体育・スポーツ学会会員に限る。但し、編集委員会が必要と認めた場合

には、会員以外にも寄稿を依頼することがある。

2. (投稿内容〉投稿内容は、総説・原著論文・実践研究・研究資料・短報・研究上の問題提起とし、完結したものに限る。

3. (編集委員会決定事項〉投稿原稿の採択および掲載時期については、編集委員会において決定する。

4. (著作権〉本誌に掲載された論文の著作権は、九州体育・スポーツ学会に属する。

5. (倫理規定〉ヒトを対象とする研究報告は、ヘルシンキ宣言の精神に沿ったものでなくてはならない。

<rhttp:j jwww2.kpu-m.ac.jp;-jkpumjtoukoukiteijherusinki.htmJ参照)

6.原稿の作成は下記の要領による。

1) (表紙記載事項〉原稿の表紙には、①題目・著者名・所属機関、②その論文の内容が主として関係する研究領域、

③総説・原著論文・実践研究・研究資料・短報・研究上の問題提起の別、④代表著者の連絡先を明記する。

2) (和文原稿の書式〉和文原稿は、原則としてワードプロセッサーで作成するものとし、 A4判縦型横書き、 40字20行

とする。

3 )総説・原著論文・実践研究・研究資料の和文原稿には、必ず別紙として、英文による題目・著者名・所属機関と抄録

(300語以内)、 5語以内のキーワードを添える。さらに、抄録の和文訳と和文キーワードを添付する。

4) (英文原稿の書式〉英文原稿の場合は、 A4判縦型用紙にダブルスペースで印字する。総説・原著論文・実践研究・

研究資料の英文原稿には、必ず別紙として、和文による題目・著者名・所属機関および抄録 (600字以内)を添える。

5)総説・原著論文・実践研究・研究資料は、原則として l編につき、刷り上がり 10ページ以内とする(図表・抄録など

を含めて、ワードプロセッサー使用の場合約15枚。 400字原稿用紙約30枚。英文原稿の場合、制り上がり 1ページは約

600語である)。短報・研究上の問題提起は、刷り上がり 4ページ以内とする。規定ページ数を超過した場合は、その実

質を投稿者が負担する。

6) (図表〉図や表には、必ず通し番号とタイトルをつけ、本文とは別に番号順に一括する。図表の挿入箇所は、本文原

稿の欄外に、赤インクでそれぞれの番号によって指示する。挿図は、図中の文字や数字が直接印刷できるように鮮明に

作成する。写真は白黒の鮮明な画面のものとする。

7) (引用文献〉文中での文献の記載は、原則として著者・出版年方式 (author-datemethod)とする。また引用文献

は、本文の最後に著者名の ABC順に一括し、定期刊行物の場合の書誌データの表記は、著者名(発行年)論文名、誌

名巻(号):ページの順とする。詳細は日本体育学会「体育学研究J投稿の手引きに準ずる(日本体育学会ホームページ

rhttp://wwwsoc.nii.ac.jp/jspe3/J参照)。

8) (提出原稿〉提出する原稿は、オリジナル原稿と著者名および所属機関を削除したコピー 2部の計3部とする。

9) (提出原稿〉提出する原稿は、公正な審査を期すため、謝辞および付記等は原稿受理後に書き加えることとする。短

報・研究上の問題提起は、刷りあがり 4ページ(図表などを含めて400字原稿用紙約12枚)以内とする。

7. (提出原稿〉掲載論文の別別りを希望する者は、著者校正の際、その必要部数をゲラ刷りの表題のページに明記する。

この場合の実費は全額投稿者負担とする。

8. (投稿先〉原稿は、九州体育・スポーツ学会事務局に送付する。

〒811-4192宗像市赤間文教町1-1 福岡教育大学保健体育講座内

九州体育・スポーツ学会事務局長 照屋博行

(平成15年 8月30日 改訂承認)
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スポーツ場面にみられる日本教的現象

0山下和彦(福岡大学)

キーワード:山本七平日本教人間神棚道場言外の言理外の理

【目的】

日本人スポーツ選手は頻繁に礼をするo 相手選手

や審判に対して敬意を表したり、挨拶の意味もあろ

う。しかし、競技場やグラウンド、プールに対して

礼をするのはどういう意味だろうか。何に対して、

誰に対して礼をしているのだろうか。柔道場や剣道

場にある神御に対して礼をするのと同じ意味なのだ

ろうか。武士道や儒教の影響か。この礼の行動を日

本教的解釈から考察した。

【日本教とは】

「日本教jとは山本七平が使用した言葉で日本人の

生き方の根本姿勢である。その中心概念は「神」では

なく「人間jであり、「人間jという言葉を基準にした

一つの律法、一つの宗教である。ただその内容は西

洋のものとは違い、人間らしさとか、人間であるこ

ととか、人間味あふれるといったことが根本にある。

言葉では語りえ得ず(言外の言)、論理で規定し得ず

(理外の理)、法で条文化し得ない(法外の法)ものであ

る。ゆえに日本人自体日本教徒という自覚はなく、

日本教徒自身すら自覚しないままに浸透しきってい

るのが特徴なのである。また、危険意識が乏しく、

他人とのかかわりにおける秘密を嫌い、和を重んじ、

他人の評判、意見を取り入れやすい、いわゆる「隣百

姓jの論理や契約より既得権を重視し、その延長とし

て思想より現実を重視し、 f人間jに対する絶対的帰

依を信じるのが特徴とされている。

【神棚と道場】

武道の道場によく神棚が祭られているが、これは

明治末期から大正にかけて広まったものである。道

場はもともと仏教用語であり、菩提樹下の釈迦が悟

りを開いた場所、成道した場所のことである。日本

では、在家で本尊を安置しているものを道場と称す

る場合もある。また、禅修業の場や、浄土真宗、時

宗の寺院の名称としても用いられている。仏教の道

場の名称を江戸時代において剣術などの師範が弟子

のための稽古場の名称とした。昭和時代の格闘技の

練習及び試合、競技を行う施設の名称ともなった。

しかし、道場内に神棚を祭るようになったのは日露

戦争の前後に武術が見直され始め、大日本武徳会が

武術の振興を図るため京都を中心に各地に武徳殿と

いう道場を建設し始めた頃からだといわれている。

【礼という行動の意味と解釈】

道場に神棚を祭り、礼に宗教的あるいは教育的意

味を付加しようとした事実もあるが、現在では選手

達は指示されずに礼の行動を取るのである。何か明

確な信仰、目的や信念があってしているわけでもな

い。これこそ言外の言、理外の理を示した日本教的

現象の典型例ではないだろうか。その意味は感謝の

礼であり、あるいは敬意の礼であり、まさに「人間J

を中心にした人間らしさの追求の結果なのかもしれ

ない。

【結果と考察:日本教的解釈】

神棚に向かつての礼や試合前の礼などは信仰

(仏教、神道)や武士道、儒教の影響というより

教育的要素が強い。しかし、その他多くの礼の行

動は言外の言、理外の理そのものであり、人間ら

しく行動することの現われであり、日本教徒とし

ての行動であろう。

【主要参考文献】

イザヤ・ベンダサン:日本教徒、文襲春秋、 1997.

佐橋滋編:日本人論の検証、誠文堂新光社、1981.

山本七平:日本人とユダヤ人、角川書底、 2004.

山本七平ほか:日本人と「日本病Jについて、文

筆芸春秋、 1984. 
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ベースメーカーとマラソン競技論

岡田 猛(鹿児島大学教育学部)

ベースメーカーマラソン ロールズの正義論

【目的】

本発表ではペースメーカーの参加・出場を，

ロールズの正義論をも援用しながら，①ペース

メーカー現象がマラソン競技に及ぼす影響とそ

の評価，②マラソン競技への出場者としてのペ

ースメーカーの資格如何，という 2点から検討

を加えてみたい.

【ベースメーカー現象がマラソン競技に及ぼす

影響とその評価) 42. 195 km，競技時間にして

2時間超にもおよぶマラソン競技では，ペース

メイク，ペース配分は競技成績を左右する重要

な要因である.

2005年 11月 20日，東京国際女子マラソンで

高橋尚子は2時間 24分 39秒で見事優勝し復活

を果たした.彼女自身 f序盤で印象的だったの

は，ベースメーカーですね.本当に上手いなあ，

狂っても 1秒で，正確だなって感心していまし

たJ(Number642 p. 106) とレースを援り返って

いるように，この大会でペースメーカーは重要

な役割を果たした.

最初の 5kmのタイムは 17秒 01秒，ベースメ

ーカーのアシストにより 2年前の同大会での

最初5kmの 16分 14秒での飛び出し，後半で失

速という失敗を免れたのである.

重要な競技要因であるベースメイクのための

消耗を免除され，それを他の 1秒とも誤らない

ペースメーカーに依託できるのであるから，競

技記録は向上しよう.しかし，ペースメイク能

力を捨象された成績記録がマラソン競技の記録

として条件を満たしているかは疑問である.

競技記録は科学・技術的条件(施設・用具，

用・器具， トレーニング方法，運動技術)によ

り向上されるという傾向性を有するのであるが，

ベースメーカーの投入という新たな条件はこう

した条件とは異なる.

【マラソン競技への出場者としてのベースメー

カーの資格】 一般にペースメーカーは入賞，

優勝をもできる実力の持ち主である.こうした

走者が中途棄権を前提にして参加するという事

態はどう理解すればよいのか.

当該レースの優勝記録を押し上げることには

なるが，個人レベルでみると r42.195kmという

長距離を如何に速く走破できるかJという競技

目的を逸脱するということになり出場資格を欠

いていると判定されるであろう.

金銭的対価を前提にしたこのような出場形態

は友添の， r勝利至上主義Jに代わる f現金(ゲ

ンナマ)至上主義j の支配という指摘に該当し

よう.順位・地位がベースメーカーにたいして

閉じられている点で機会均等原理で，ペースメ

ーカーの貢献はもっぱら上位集団に対してであ

るという点で格差原理で，それぞれロールズの

正義原理に反している.

【結論】

①ベースメーカー現象がマラソン競技に及ぼす

影響とその評価，②マラソン競技への出場者と

してのペースメーカーの資格如何，という 2点

からマラソン競技におけるベースメーカーの存

在に関して検討を加えてみたが，ペースメーカ

ーの存在には疑義を生じさせる結果となった.
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アメリカプロスポ}ツにおける、社会との相互関連性

O近藤麻美(九州大学大学院)

キーワード:NBA 都市とスポーツ プロスポーツ経営都市文化

{目的】

長年、企業スポーツによって発展してきた日本の

プロスポーツがここ数年行き詰まりを見せている。

その代わりに注目されているのは、本拠地を置く都

市と密接な関係、を築く、地域密着型の経営である。

欧米では既に一般的な感覚である、プロスポーツと

都市との関係は、チームと都市双方に利益をもたら

す合理的な手法であると考えられる。しかしその関

係の構築において、必ずしも利益ばかりでなくしば

しば問題点が浮上するのもまた事実である。

スポーツは都市文化を形成する重要な役割を担っ

ている。そこで本研究では、よりプロスポーツと都

市の関係が強固なアメリカのスポーツ、特にプロバ

スケットボールリーグ NBAとそのチームを擁する

都市を対象とし、その相互関連性を考察する。そし

て、プロスポーツの社会的機能を分析・考察してい

くことによって、プロスポーツの都市社会における

役割と位置づけを明らかにすることが本研究の目的

である。

【方法】

過去に NBAで発生し問題となった事件で、都市

の特性が経過に強く影響していると思われる事例を

対象に取り上げた。当時の新聞、雑誌等の報道を通

して流れを追い、当事者である選手や関係者、諸団

体の発言や動向が互いにどのような直接的・間接的

影響を与えたのか分析した。また、人口、人種、政

治方針などからチームが本拠を置く都市の特性を分

析し、問題が起こる(問題が問題となる)背景がど

のように形成されたのかを検討した。

今回は、ニューヨークとフェニックスに本拠を置

くチームで起きた事例を取り上げた。

【結果と考察1
1.ニューヨークの事例|

選手のユダヤ人への発言が問題となった事件を、

報道のきっかlナとなったNewYork Tzmesの記事から

追い、報道される当事者問、各団体、ファンの反応

などから発言の影響がどのように広がっていったか

を検証したロそして、問題となったユダヤ人のニュ

ーヨーク市における人口や発言力など、ニューヨー

ク市独特のユダヤ人の持つ影響力と併せて見た結果、

事件の広がりやもたらした結果には、ニューヨーク

とし、う都市の特性が少なからず影響していると見る

ことが出来た。

| 2. フェニックスの割列|

家庭内暴力を起こし、その後チーム放出となった

選手の事例を取り上げた。アリゾナ州フェニックス

としづ都市の性格と、発生した事件の性質を比較し

て、その後の選手・チームの動きに都市がどのよう

にして影響したか検証した。その結果、フェニック

スの引退者向け高齢者リゾートとしづ都市イメージ

と、家庭内暴力としづ生活に身近なスキャンダルと

いう性質が浮かび上がり、この都市においてこの種

のスキャンダルは特に忌、み嫌われるであろう状況が

見て取れた。事件当事者である選手の放出は、この

事件によって、都市イメージに「不適格Jとなって

しまったことによる影響が少なからずあると見られ、

ここでもまた都市の特性がチーム人事に影響を与え

ていると考えられた。

以上のことから、 NBAにおいて都市との関係は

非常に強固なものであること、またその関係はチー

ムが一方的に都市から利益を享受するのではなく、

チームもまた都市イメージの一部としての役割lを担

い、その結果都市の性格を反映したチーム作りを行

うという相互的なものであることなどが明らかにな

ったo したがって、プロスポーツチームは都市にお

いて一個の独立した存在ではなく、都市文化を形成

する様々な要素の中のひとつであり、都市社会にお

いて重要な役割を持つ存在で、あるといえる。
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市民スポーツ大会における参加者の地理的分布に関する研究

ーいぶすき菜の花マラソンと指宿トライアスロンに着目して一

0山崎幸IJ夫(鹿屋体育大学)

マラソン、 トライアスロン 参加者 地理的分布、 GIS(地耳目情報ゾステム)

【目的】

多くの自治体が地域沼市1:化や経済効果をねらって

市民参加型のスポーツイベントが開催しているロし

かし、品近はスポーツイヘントは地J或|川競争が激し

い。イベント参加者がどの地域からどれほど参加す

るのか、彼らの地理的分布を詳細lに調べ、~!J*i'f.J な

集客・広報活動を行わないと、参加者の減少を紹く

可能性が大きくなる。そこで、 |百l一都市でDfl@され

るスポーツイベントを 2つ取りあげよIS(地酒1ti~(報

システム)を利mして、参加者及び参加l率の地Jlll的

分布を地図上に表現し、その特徴を明らかにした。

【方法】

鹿児島県指宿市でともに開催される「いぶすき菜

の1tマラソンJ(以下7 ラソン)と「備街トライア

スロンJ(以下トライアスロン)を研究対象とした。

岡大会とも 20年以上絞いている全図的に有名な大

会で、指街市の知名肢を企図的にするのに一役以っ

ている。

阿大会~n務局から、 11~新の大会の参加者に IJ\Jする

データ(住所、性別、 年UfI;、 参加徳目)を入手した。

これらのデータについてエクセノレにて修正・加工し

た後、 GISソフ トのArcviewのアドレスマ γチング

(住所!照合)機能を用いて、参加者全員の住所をHl

F地図上にポイン トとして落と した。続いて、都道

府県単位てa参)JII状況をみた。次に地方別、都道府県

別、樋白日IJでの参加状況をみた。さらに、 都道府県

単位及び市町村単位の参加l率を高低に応じて地図上

に彩色表示し、地I或的な差異をI!!'Jらかにしたの Jild;去

に、上記の分析結栄が2つの大会IIrJでどのように異

なるか、比較検討した。

[結果・考察】

参加人数で大きな聞きがあったものの、参加おの

地理的分布は以 Fのように共通刊が多くみられた。

・参加者一の住所はほとんどが九州地方

-鹿児);げM、らの参加者は全体の6割弱

.九州外では関東地方からの参加が多し、。

.全体的に都市部の参加率が高い。

・鹿児山県に限ると、 開催地近辺、隊l草半);.!jの

ift¥ i:C十時iJllJ、都市郊での参加率が高し、(関 l、|苅2)

・長距離種目は短距離種目 よりも地域に広がり

がみられる。

両大会とも全図的に有名であるが、参加者は九州

地方でほぼ限定されていた。しかし、鹿児島以外か

らの参加者Lは 4 割強も占めていることから、所J~Jの

目的はともに達成 していると言えよう。

• ‘ミ

図2 市町村別の参加率一トライnロン



スポーツ・ボランティア組織の形成と運営に関する事例研究

0金 崎 良三(佐賀大学)

キーワード:スポーツボランティア組織運営機能

目的

1鈎0年代後半以降、府県レベルの自治体に

おいてスポーツ・ボランティアのパンクとか登

録制度、活用システムといった名称で、一般住

民からなるスポーツ・ボランティアの組織化の

動きがみられるようになった。本研究では、全

国9つのスポーツ・ボランティア組織を事例と

して取り上げ、それらの形成過程と運営の現状

および課題を明らかにするとともにボランテイ

アの組織化を検討する上での参考にすることに

した。

方法

各スポーツ・ボランティア組織の事務局を訪

問して、担当者を対象にインタビュー調査を実

施した。また、併せて関連資料の収集を行った。

調査内容は、組織形成のきっかけやその後の推

移、運営経費、会員数、活動状況、会則ないし

運営要綱、広報活動、事務局、問題点などにつ

いてである。取り上げた事例は、青森県、埼玉

県、神奈川県、富山県、京都府、大阪府、山口

県、熊本県、宮崎県の各スポーツ・ボランティ

ア組織である。調査期間は、 2∞5年3月.......20

06年8月である。

結果と考察

1.組織発足のきっかけ

組織が発足するにあたってのきっかけとして

は、以下の4つのパターンに分けられる。すな

わち、①国体など大規模スポーツイベントで活

動したボランティアを登録して発足、②県のス

ポーツ振興事業の一環としてボランティアを登

録して発足、③県の一般ボランティア施策に連

動してスポーツ・ボランティアを組織化した、

④リーダーパンクの活性化や大規模イベント開

催とそれに備えた形でボランティアを組織化し

たというものである。

2.組織発足の形態

この点は、針子政の働きかけ、②ボランティア養

成講座受講者の自発的活動、針子政主導から自主的

組織となって発足、という 3つのパターンがある。

3.組織運営

これには、行政主導型運営とボランティアによる

自主運営があり、前者が圧倒的に多い。

4.事務局

事務局は、行政組織か公共スポーツ施設内にある

ところが多いが、民間の建物と個人の自宅にあると

ころも 1箇所ずつあった。

5.運営経費

この点は、①当初予算で推移、②減額、@途中打

ち切り、④当初から予算なしの4パターンが見られ

る。また、会費を徴収している組織も4箇所ある。

6.活動状況

①自前イベントにS組、 ω雨量調整、③情報提供

のみ、④関連イベントのみ8槌、⑤リーダーパンク

として活用という 5つのパターンがある。

7.会報・広報

会報を発行しているところは、 2箇所のみと少な

しL独自のHPで広報をしているところは1箇所、

他は別のHPに募集記事等を掲載している。

8.問題点

組織の問題点としては、予算や人手不足、会員の

情報管理が不十分、会員が増加しない、ボランティ

ア意識が多様、認知度が低くうまく活用されていな

いなどが指摘される。

要約

スポーツ・ボランティア組織の形成過程と運営の

実態について、幾つかのパターンがあることがわか

った。全体的に組織としての要件を備えているとこ

ろは少なく、発足とその後の運営に関しては行政の

果たす殺害jは極めて大きい。多くの組織は、形成後

の年数が浅くまだ謝子段階にあるといってよい。

5 
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フットサル競技選手における動機づけピデ、オがもたらす心理的変容

O永尾雄一(九州大学大学院) 杉山佳生(九州大学) 山崎将幸(九州大学大朝涜)

キーワード:観般づけ，観般づけビデオ，視聴ポイント，心理伏肱不安

【緒言】 ントの回観'Jに「会場入りー視聴後Jの心理状態の変

近年，様々なスポーツ競技場面においてメンタルト 容を繰り返しのある 1頑己置分散分析を用いて分析し

レーニング偽灯)が用いられるようになり，その重要 た.ビデオの視聴ポイントは(1)自分自身(自身のプレ

性も高まりを見せている.このように注目を集めるMf ー，指示を出したりしている自分，仲間のために動い

には様々な技法があり，映像や音楽を用いた技法も行 ている自分)， (2)他者(仲間のプレー，指示を出した

われている.このような背景の中で，昨今発達の著し りしている仲間，仲間or自分のために動いている仲間)，

い映像技術を MTにもっと活用できないだろうか.自

身やチームの成功プレー等のポジティプな映像を試合

前の選手に視聴させることで，試合に対する心恐伏態

において自信やモチベーションの向上を狙うことが出

来ないだろうかと考え郵磯づけビデオを作成した.動

機づけビデオとは，研究対象となる選手自身の映像で

構成されたベストプレー映像集である.これは，研究

者自身が撮影・編集し試合前の選手に視聴させ，心理

状態の向上を狙うものである.現在，このビデオの効

果については，パフォーマンス言朝団から効果を報告白く

尾2∞13)やDowrick(1976)のSelf-modeling理論を用

いてセルフェフィカシーや動機づけに有効との報告

(山崎2側)などビデオ全体としての効果の検討i桁

われ始めたが，ビデオを構成している様々な映像それ

ぞれが与える影響についての検討は，まだなされてい

ない.そこで，本研究では，動機づけビデオを構成す

る映像を「自分Jr他者'jrチームJrテロップJの4種

に分類し，それぞれの映像を注視することが選手にど

のような心理的変容をもたらすのかを明らかにするこ

とを目的とした.

【方法】

対象者は九州フットサルリーグに参戦するフットサ

ルチームに所属する男子選手 15名(平均年齢 25.9:t

3.4歳。-調査潮間:2鵬年5月から8月の4試合.試

合において DIPS，B-1 (徳永， 1998) と STAI-state

(Spie1berger et a1.， 1970;清水ら.， 1981)を試合会

場入り時とビデオ視聴後の2回実施したまたピ、デ、オ

視聴後には，ビデオのどのような部分をより注視した

のかを調査する質問紙を実施した.得られた千居聴ポイ

(3)チーム(チームみんなで映っている映像)， (4)テロ

ップ(ビヂオ中に表示される文字)の4つに分類した.

【結果】

チーム台墾手で見た場合， r自分Jを注視した群が

STAI-stateの不安[F(l.23)=5. 135， pく.05]において有

意な差を示した.また， レギュラ寸墾手に限定して分

析したところ， r自分Jを注視した群において不安

[F(I. 21)=5. 849，pく.05]において有意な差を示した.一

方てサブ選手に限定した場合には， r~也君J に注視した

群において，不安[F(I.12)=3. 977，p<. 10]で10%水準で

はあるが有意傾向を示した.不安の減少を示したレギ

ュラーの「自分J群で，その詳細を調査したところ「自

分のプレーJとの回答が約 92%であった.また，サブ

の「他者J回答群においては「他渚のプレーj との回

答が約80%で、あった.

【考察】

チーム全体そしてレギュラ→墾手において， r自分J

特に「自分のプレーJを注視したことで不安の減少が

示されたことは，単に自分自身の映像ではなく，自身

のプレー映像が選手に影響を与えていることが/官凌さ

れているのではないだろうカミ一方で，サブ選手にお

いて「他者Jとくに「他者のプレーJに出見したこと

で不安の増加が示されたことは，選手のチーム内の立

場によっては，映像から受ける影響がネガティブなも

のになりうる可能性を示していると考えられる.
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中高年女性における岐合力と体力との関係についての研究

O 永山 寛(鹿屋体育大学大学院)

演岡隆文・吉武裕(鹿屋体育大学)、木村靖夫(佐賀大学)

キーワード:中高齢者岨鴫機能岐合力生活機能体力

目的

わが国では8020運動が提唱・推進され、健康日本

21においても歯の健康問題について取り組まれてい

る。健康寿命の延伸においては口腔ケアも重要な因子

のひとつとされている。近年、口腔保健と全身の健康

状態との関係が明らかにされつつあるo しかし、健康

寿命との関車lこついて、また高齢者の岨鳴機能と生活

機能や体力との関係、についての報告は少なしL

そこで本研究では、女性中高年者の岨鳴機読ま特に岐

合力に着目して)と生活機能および体力との関係、を明

らかlこすることを目的とした。

方法

1. 対象者

対象者は、佐賀県S市在住および佐賀県内の保健施

設に通所する女性中高年者61名 (54サ l歳、平均年

齢742:t7.0歳)である。

2.測定項目

1)唆合力測定:左右の第一大臼歯の岐合力をオクル

ーザルフォースメータ・ GMlO(長野計器?践むを用

い測定し九なお、義歯使用者は義歯を装着した状態

で測定した。

2)体力測定:握力、膝伸展力、開眼片足立ち、長座

位備畑、ステッピング、落下棒即芯、最速歩行テス

トの7項目について実施した。

3)質問紙票調査:口腔の状態およひ漕識調査、岨鴫

能力(山本式総義歯1且鴫能率判定表簡易船、生活機能

(老研式活動能力指標)、日常生活動作遂行能力(階段昇

降およひ帯?子からの立ち上がり動{句を質問紙票によ

り聞き取り調査した。

なお、本研究においては 75歳以上の後期高齢者を

0-0群、 74歳以下の者をY-O群とし、分析を行った。

結果と考察

義歯使用者は幻.6~質51 名)であった。口腔に興味や

関心がある者は 47.5間29名)であり、定期的に歯科検

診を受診している者は36.1判22名)であった。平成 16

年度国民健康・栄養調査によると、悌-69歳および70

歳以上の女性において過去 1年間に歯科健康診断を受

診している者の害恰は41%および2~もであり、本研究
においていま悶司様の寄j合を示した。健康日本21では

定期的な歯科検診受診者の割合の目標を 30%以上と

しており、本研究ではこの目標値を達成していた。

老研剥舌動能力指標は 10点未満の者は要介護や要

支援など日常生活に支障をきたすリスクが高いとされ

るが、 Y心群は 16.切10(4名)であるのに対し、 00群は

判開12名)と有意に高し申j合を示した。

吹合力はY-O政215:t138N)のほうが00政 1特±

104N)に比べて有意に高し、値を示した伊<0.05)。また、

体力および生活機能項目ではすべての項目において

Y心群のほうが00群に比べ高し、値を示し、老研式活

動能力指標(P<O.05)、握力伊<0訓)、膝伸展カ伊<0.05)、

長座位体前屈(p<O.05)においては有意な差が認められ

た。年齢を調整して岐合力と体力との関係を検討した

ところ、握力伊<0.05)、膝伸展カ(p<O.05)との聞に有意

な相関関係が認められた若年者やスポーツマンを対

象とした先行研究において、吹合力は握力や背筋力な

どの筋力と相関関係にあることが報告されており、本

研究の女性中高年者においても同様の結果であった。

高岨鴫能力群の唆合力(225:t1必N)は仰E鴫能力群

の吹合力(143:t 9tN)に比べ有意に高い値を示し

(p<O.05)、体力項目も高し、傾向を示した。

以上のことから、加齢相且鳴能力によって唆合力は

低下し、さらに、中高年者においても岨鴫能力引攻合

力などの阻鳴機能は体力の中でも特に筋力と関連があ

る可能性が示唆された。しかし、今回の研究は横附句

であり、対象者が少なく女性のみであったため、今後

これらの結果を踏まえ、健康寿命との関連や口腔保健

と全身の健康状態との関係について更なる調査の必要

性が考えられる。
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ラグビーの試合におけるフォワード選手の筋損傷の程度とゲーム貢献度との関連性

0戸田尊野上敦司 (福岡大学大学院)

村上純田中守 (福岡大学スポーツ科学部)

ラグビー、筋損傷、ゲーム貢献度

【目制

一般にラグビーはサッカーなどと同様に、複合スプリント

競技(短いダッシュが繰り返し行われる競紛に分類されるが、

ラグビーの最大の特徴は、何といっても強烈なタックルに代

表されるような、激しい接触プレーが頻繁に行われることに

ある.そこで激しい接触プレーをともなったラグビーが、選

手の身体に及ぼす影響を明らかにする為に、ラグビー選手の

中でもフォワード選手の試合後のダメージ(筋損傷)の程度に

ついて調査し、さらに筋損傷とゲーム貢献度との関連性につ

いて分析することを目的とした。

【方法】

1.対象者と対象試合

調査・研究はF大学ラグビー部フォワード選手 12名であ

る。これらの選手のポジションは、プロップ'(PR)3名、フッ

カー但0)1名、ロック任ρ1)3名、フランカー(FL)4名、ナン

バーエイト倒0.8)1名である。研究は、平成 17年度1Lffl学生

ラグビーリーグ順位決定トーナメント決勝、 FK大学との公

式試合を対象とした.なお、猷合結果はF大学 vsFK大学

(62・5)であった。

被検者の特性は以下の通りである。

年齢20.7土1.27領)，身長 175.5::1::9.15(cm) ， 

体重90.2::1::13.28仕g)，体脂肪率18.2土3.25(%) ， 

体脂肪量16.7土4.73(kg) ，除脂肪体重73.5::1::9.06住g)

2.分析内容

。筋損傷の指標とされる血清中のミオグロビン及び CPK

濃度を測定した。採血は、ウォーミングアップ直前を安静時

とし、試合終了直後、 45分後、 24時間後の合計4回行った.

血液は、座位安静を保ち、前蹴サ静脈より 5mlずつ採取し、

それぞれ用意された真空採血管に分注し直ちに氷冷した。 24

時間後の採血は、試合終了時間より 24時間後とした。

2) Power Analy由(株式会社N甘データ三洋システム)

により、試合における各選手の個人分析を行い、分析結果か

ら出された貢献度を試合中の活動の評価として使用した。

3.分析手頗

看護婦の方に採血を依頼し、採取した血液を遠心分離し、血

清のみをピペットチューブを用いてチューブに分注し、 SR

L社に分析依頼したo Power Analysisによる分析は、ビデオ

カメラで撮影した試合をパソコンに取り込み、データ表と映

像を駆使し、独自のプレー活動内容を数値化するもので分析

結果から選手ごとの試合における貢献度を算出した。

【結果と考察】

対象試合において、猷合終了後、ミオグロビンと CPKは

顕著に増加し、猷合終了45分後のミオグロビン健、試合終

了24時間後のCPK値がそれぞれ最大値を示した。(図。

Power Analy:胞によるゲーム貢献度分析では、アタック貢

献度が高く、ディフェンス貢献度の4倍以上の得点であった

ことから、終始マイポールを確保し、ポールポゼッションの

上でF大学が有意だったと考えられる。

対象試合において、図2に示すように、猷合終了45分後

のミオグロビン値と総合貢献度との聞に有意な相関関係仕

=O.855，P<0.0t)が、また、試合終了24時間後のCPK値と

総合貢献度の聞に有意な相関関係仕=O.720，P<0.02)が認めら

れた.対象試合における各個人のパフォーマンスにおいて、

貢献度が高い選手はタックル、オーバーといった相手との接

触プレーあるいは高強度な伸張性筋収縮運動や動作によって

筋損傷が引き起こされたと考えられる。

同様に、試合終了45分後のミオグロビン値と出場時間と

の聞に有意な相関関係仕=O.865，P<0.0t)が、また、試合終了

24時間後のCPK値と出場時間との聞に有意な相関関係仕

=O.709，P<0.02)が認められた。出場時間が長いほど、プレー

発期する時聞が長く、それに伴い貢献度も高く、ミオグロビ

ン、 CPK値において高い値を示したと考えられる.

筋損傷と貢献度及び出場時間との聞に有意な相関関係が認

められたが、除脂肪体重との聞に同様な相関関係は認められ

なかった。

貢献度が高く、それでいて筋損傷の程度が小さいことが、

最も良いと考えられることから、ラグビーにおける筋損傷を

軽減するために、タックルやオーバーといったコンタクトプ

レー、あるいは高強度な伸張性筋収縮運動を日頃の練習に取

り入れ、筋の抵抗力を養うことが重要であると考えられる。

四一m川柳唱ーCK(CPK)I 
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ミュール着用の階段下降

O音成陽子(中村学園大学)

キーワード:ミュール、パンプス、階段下降

【はじめに}

ミューノレは脱ぎ履きが簡単で、ファッション性に優

れているサンダル形式の靴のことであるロ片瀬ら

。側)のミュール着用の実態調査では、転傍伶怪我

を経験した場所同皆段宅情などで、着用時に十分な配

慮が必要であると述べている。しかし、ミュール着用

の段差や階段の昇降についての研究はみあたらな11'0

階段下降では身体の支持と体重の受け止めが片脚

で行われることから、階段斯子よりも身体への負荷が

高いと予想される。そこで、本研究では健常女性を対

象として、ミュール着用時の階段下降に着目し、下肢

への荷重や足部の動きを検証し、ミュールの問題点を

明らかにすることを目的とした。

{方?去】

被験者の健常女性 39名に、ミュールとパンプスを

無作為に着用して測定しむ自由に平地歩行や階段昇

降を試行させた後、自由速度で階段下降を各5回ずつ

実施し丸臨みみのない階段とその下に置いた 45度

の斜度の鏡により、靴の角度、腫部の変位を測定しむ

荷重は足圧力分布測定システム F-:民組システム(ニツ

タ鋤を用いて測定した。さらに筋電計TeleMyo2判O

(NO貼 XON倒的を使用し、電悔はブ‘ル{センサー

(日本光電鈴を装着し、国間周実例側、勝腹筋(内

側)、前腔倒首、閣情筋、後腔骨傷、長栂指伸筋、長

指伸筋の筋電位を測定した。統計処狸は同一被験者の

ミュール着用時とパンプス着用時の2群で、対応のあ

るt検定を行った。 2群聞の比率の検定には、 Fish町

の正確確率検定を行ったーすべての検定において統計

的有意水準は5%とした。

【結果}

接触寺およひ灘地時の靴の平均角度は、いずれもミ

ュールはパンプスに比べて有意に小さかった。靴の角

度変化の方向には有意差は認められなかった。

腫部とヒー内3の接地時四働時の変位は、有意に

ミュールの方の変位が大きかった。変位の方向に有意

差は認められなかった。

荷重はミュールとパンプスのいずれも二蜂性のパ

ターンを示し、類似の変化を示した。しかし、荷重に

有意差は認められなかった。荷重の移動はミュールで

は前足部で移動しないが35.0%、パンプスでは前足部

件撞部が 35.0%で最も高し瀞j合を示したが、有意

差は認、められなかった。

筋簡立は腫剖接地~鍾糊帥の周閉鎖完(内側)

でミュールの値が有意に小さかった。

【考察】

ミュール着用時の階段下降は腫部の接地時およ

t府側時の靴の角度刷、さかったことから、足の

振り出し方向と足底を接地する方向が一致するよ

うな動作になることが示唆された。それは、足関

節を底屈し、その状態のまま体重をかけると、足

部と靴州立置関係、を保つことができる犠ゆ69)

ということから足部の回旋を制限し、靴の角度が

小さくなったと考えられる。

腫部とヒーノL都に付けた印の接地時と離地時の

変位は、ミュールがパンプスよりも大きかったこ

とは、ストラップの有無が影響していると思われ

る。ミュールは、腫部の動きに制限がないことか

ら変位が大きくなると考えられる。

荷重位置の変化パターンについては、耕ら

(1998)は、健常人の裸足での階段下降での足庄

中心の軌跡は全て前足部から腫部そして前足部へ

と移動する戻り型であったと報告しているo 今回

の結果では、パンプスの最大荷量(立置の変化で前

述の祈らと同様の変化を示したものが多かった

が、ミュールでは前足部のみの荷重を示したもの

が多いことから、ミューノレでは前足部に荷重がか

かり続けると思われる。

ミュールとパンプスの腫調接地~腫蔀灘地の筋

電位の変化量において、排腹筋のみの差ではミュ

ールとパンプスとの差異を明確にできなかった。

【結語1
階段下降時のミューノレ着用の問題点は、つま先

から接地することによって足部の回旋を制限して

いるにもカ功わらず、足底全体が接地する陸部綾

地以後に陸部は体重心を押し出しながら変位する

という安定しているとはいえない動作になるこ

と、動作中の前足部に高い荷重がかかり続けるこ

とにあるといえる。
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幼児の運動能力と日常生活行動との関連

0池田孝博 (佐賀短期大学) 青柳 領(福岡大学)

キーワード 幼児 illi動能力 日常生活行動数量化理論¥fii 

緒言

幼児JUIの運動能力の発達には、食生活、巡回j遊

びの経験、家庭!);lJ:ilが関与しているが、これらは

Ql.j1!でi墨!IlIJ能力に彬響を与えているのではなく .

待;践に関連して総合的に彬響していると考えられ

る。本研究では幼児のilll!IlIJ能力や形態の発育と日

常生活行動の関連を検討する。

方法

測定は幼稚園児 256名(男児 126名.女児 ¥30

名)を対象に平成 1 6 年 5 月 ~7 月に実施した。

測定項目は運動能力(目隠し立ち、 i艮座体前閥、

25111走、立幅跳)と形態(身長、体重)。生活調

査は文科省調査 (2001)に預かり保育を加えたロ

回収は 234件 (91.4%)であった。 迅!!IlIJ能力や形

態と生活行動との関連は、数量化理論 I類を用い、

運動能力i!lll定項目と形態測定項目を従属変数、日

'，:g行動調w.m目と性別 ー学年(年申告)を独立変数

にした lt~合の回附式とその重相関係数を求めた。

品42 身L

E相関係数(表 1)は 25m走、身長、立幅跳

の J~(i に南i く.最 も低い伺隠 し立ち まで、 いずれも

中ね皮の|剥Jiliを示した。他の&:数の彬響を取り|徐

いた偏相|刻係数では、いずれの従属変数でも学年

は0.3以上の高い他を示した。その他 25m定と立

。ld跳が身体活動頻度と、立幅跳と長座体前屈が{生

日I1と有;むな関連を示した。各項目のカテゴリーウ

エイ卜のレンジと学年との比較では(図l) ， 1;本

1・0

"'・". 

ム". "・ "・
"・.. • 6・

‘。
" 
" 

表1 璽梱関係副およびiI:相側係数

~. 
25m 2・s B罷 ~ 

7イテム 身長
走 験 立ち 前庭

性別 0.11 O.U 0.20 0.31 0.13 0.21 

学年{年齢} 0.61 0.35 G.60 O.~5 0.35 0.]5 

Zポーツヲラプへの所属 。.0< ... ，.， 0.00 0.01 ". 
身体活動錨E 0.05 OT' 016 0.25 0.13 ， .. 

身体活動向問 0.19 。t) 0.' 0.04 0.09 0.12 

刷食有量 0.1' 0.1ヨ 0.19 ，.. O.OS ，.， 

睡眠時間 0.12 0.18 0.11 OT' 0.00 。"
日Jピ視聴時間 ιt) 0.09 0.08 0.7 0.02 010 

聞かり保育 ，.， 0.13 0.11 ... 。" 0"， 

置梱踊li泊 0.65 0..& 0.66 ". ". 0.49 
豆と<;(JI食の有無.立中高跳と身体活動頻度、 Icllほし

立ち と身体活動頻度 ・預かり保育が学年以上を示

した。また基準を 50%とした場合、 長肢体，iiilul

は5項目、体重は 4項目、 25m走と目隠し立ちで

は2頃目、立中町i跳では 1項目が関連を示した。

考 察

身長は、生活調査項目のレンジが学年の 50%

に満たず、日常生活の影響を受けていなかった。

系統発生的運動で加申告とともに発達するとされる

25m走や立幅跳は、学年を J，~ ll" としたレ ンジで

50%以上の{直を示す独立変数が少ないが，{.本主移

動を伴わない長肢体前日1は多く 日常生活のa~轡

を受けていると考えられる。身体移動を伴うill!!助

(25m走 ・立幅跳)で男児が.体重移動を含まな

い迎政IJ (Jヨ隠し立ち・長座体首ij閥)で女児が{量れ

ていたことは、大入社会からの期待に沿った列1'1

(または火性)らしいilll!filJ遊びの経験によるもの

であろう。体重は運動頻度と逆の関連がみられ、

同時に朝食の摂取と高い|期連を示した。体重のtjJ

の体脂肪盆のifl)JIIを反映したものと考え られる。

， .. 

"・ ". " . .. 
" " 

..・・ H..m !Z・・.. 目隠立 体嗣a
ロ包湖 園学年 (f~ It)ロスネーフタ号7への所属ロ身体漏.¥鍬11.，・6・議勧崎，.，ロ糊負荷..."底的向ロ"ヒ.."崎岡田?脅 かり保育

図も銅剣レンン
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項目応答理論によるとびこしくぐり動作の主観的評価
0青柳領(福岡大学スポーツ科学部)

幼児 とびこしくぐり 項目応答理論

【緒言】とびこしくぐり(体育科学センター，

1976)は幼児の調整力を測定するために考案され、

評価基準なども作成され、広く普及している測定

項目の lつである。しかしながら、時間による記

録(product)にはフォームの内容(process)などは

反映されない。特に、成人と同様なフォームで運

動成就できない幼児を対象にする限り、後者の方

がより運動能力を適切に評価しうるであろうと考

えられる。同様の立場から幼児の運動動作のフオ

ームを発達段階別に分類する試みが行われている

が、その多くは走跳投などの極めて基礎的な運動

技能に限定されている。そこで、 2つの複合動作

である「とびこしくぐりJの、より実用的な主観

的評価法を項目応答理論を用いて作成することに

する。

{研究方法】対象は福岡市内の S幼稚園およびS

保育園の園児 314名で、とびこしくぐり測定中の

動作を斜め前方から VTRに撮影し、後日再生し、

「両足踏切ができているかJ rゴムひもに触れず

くぐれているかJなど 16項目の主観評価項目

(表の注に示した)について「明らかにできてい

るJ rどちらともいえないJ r明らかにできな

いJの3段階の評価を行った。当日は、とびこし

くぐりの記録と同時に、 25m走、立幅跳などの

パフォーマンステストの測定も実施した。

得られたデータに項目応答理論の中で、序数尺

度のデータを対象にした部分反応モデルを適用し、

項目の困難度を示すステップ困難度bと、個人の

能力測定値である能力特性値Oを求めた。

【結果および考察】求められたステップ困難度は

表に示した。ステップ困難度は隣接する評価問の

出現確率の臨界点であるので、単調的に憎加しな

い評価は、その出現頻度が少なく、そのような評

価がとびこえて行われていることを示している。

今回は「⑬両足踏切での跳蝿の有無jが該当し、判

断が容易で、中間的な評価がほとんどないことを

示している。個人の能力測定値である能力特性値

。は、とびこしくぐりの記録(相関係数=ーO.158)、

年齢(0.139)、25m走(ー0.133)、立幅跳(0.168) 

などと 5%水準で有意な関連を示し、加齢ととも

に発達するであろう運動能力を測定していると考

えられた。最後に、コンビュータを用いなくても

能力特性値を推定でき、評価項目との関連を検討

できる換算図を求めた。(紙面の都合で省略)

表ステップ困難度(順位は困難度の平均の昇順)

できていない→ どちらともいえない→

項目 どちらともいえない できている

① -3.095(0.505) ーO.342 (0. 119) 

② -3. 400 (0. 505) O. 230 (0. 112) 

③ -2. 633 (0. 415) -0. 418 (0. 120) 

④ ー1.161 (0. 221) ー0.474(0.119)

⑤ -2.613 (0. 296) 1. 166 (0. 117) 

⑥ -1. 588 (0. 220) O. 296 (0. 112) 

⑦ -1. 578(0. 212) O. 481 (0. 112) 

③ 一0.414(0.162) ー0.275(0.115)

⑨ O. 439 (0. 140) 一O.713 (0. 117) 

⑩ -1. 810 (0. 200) 1. 638 (0. 129) 

⑪ 一O.928 (0. 155) 1. 051 (0. 119) 

⑫ -1. 121 (0.160) 1. 380 (0. 125) 

⑬ -0.554(0.141) 0.913 (0.118) 

⑭ ー0.147(0.132) O. 629 (0. 117) 

⑮ ー0.533(0. 130) 1. 962 (0. 149) 

⑮ 一0.705(0.134) 2. 162 (0. 156) 

注)表中のoは推定の標準誤差【項目名】①跳ぶ前

の体幹の向き②跳んで、いる最中の体幹の伸展③くぐ

る方向④着地の時の膝からの落下⑤跳ぶ時の側方

への腕の挙上⑥5回目の着地の成功⑦跳ぶ前の両

足の位置③5回全部の跳躍の成功⑨両足踏切での

跳躍の有無⑩跳ぶ時の後ろへの腕の振り⑪跳ぶ時

の膝の向き⑫跳ぶ時の両腕の使用⑬振り返る動作の

連続性⑭両足での着地⑬くぐる動作の完全な成功⑮

バックスウィングの利用(番号は表中の番号と一致)
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体育学習における児童の運動感覚能力の変容過程
一 探索的実践を通して一

0村田泰flll(山口大学大学院教育学研究科) 海野勇三 (山口大学教育学部)

iill動感覚能力オノ 7 トベ こっ

1 研究の目的

本研究では、小学校の体育佼業における運動感

覚能力育成プログラム構成のための示唆を得るこ

とを目的として、児童が学習カードに記述した内

而的な連盟IJ感覚の内容について検討を行った。

2 研究方法

被験者として小学校 5，6年生 16名を選定し、

体育授業において被験者が学習カードに記述した

内容から、①新たな運動への共感 ・先読みの能力

と技能の関係、 ②試行の際の内面的な運動感覚に

ついての記述の量的 ・質的な変容、③学習集団の

中での運動感覚にかかわる言語の共有化の過程、

について探索的実践を行い、分析を試みた。

3 結果及び考察

1 )学習者の共感 ・先読みの能力と技能

指導者の『前転Jの示純を学習者に観綴させ、

運動メロディーをオノマトベや比愉を用いて記述

させた。その結果、学習者の半数が、長一音記号を

用いたオノマトベで運動メロディーをある程度と

らえることができていた。また、その後の練習の

結果、示範で意図した邸Jきと同様の運動を達成し

た6名の内 5名が、この長音記号を用いていた学

習者であった。

2)内面的な運動感覚の記述の変容

学習者に「前転」を試行させ、その際に得られ

た内面的な感じゃ見えたものなどを記述させ、そ

の記述内容のカテゴリー化を行った。

運動の特徴的なリズムを長音記号などで表して

いたグループと他とを比較すると、意識的 ・主体

的記述において前者が高b、事IJ合を占めた。

また、運動の習熟度と内面的感覚の記述内容の

|関係を見る と、最も習熟度の日.~\，、グノレープ全体の

表象数の内、意識的 ・主体的な記述数は約 77%
を占めるのに対して、最も習熟度の低いグループ

では約 4%とグループ問で大きな差が見られた。

(図 1) 

3 )運動感覚的な言語の共有化

「側方伯l立回転Jの指導において、各自のつか

んだ“こつ"をグノレープ内で検在させ、 “自分た

ちのこつ"と してまとめさせたところ、指導者が

介入しなかったグループは、授業において指導者

が指示した言笑がそのまま“こつ"と してまとめ

られていた。

次に、学習者同士の運動感覚的な言語の共有化

の過程を見るために「水泳」のクローノレの怠つぎ

と平泳ぎのキックについて、指導者の指示した内

容とグループごとにまとめた “こっ"を比較 した

ところ、指導者の行った視覚的表現を用いた指示

や具体的 ・直接的な指示に対してはそのままの言

葉で受け入れられていた。

4 結論

本研究によって以 Fのような示唆が得られた。

1 )他者観察の手だてとして、オノ 7 トベの活用

が有効であるこ と。

2 )他者観察によって運動メロディ ーの特徴に気

づくことが自己観察の質を高める とともに当該

の運動の習得に守寄与する可能性があること。

3 )運動の習熟度の高まりに伴って自己観察の内

容が受!WJ的白客観的なものから意識的 ι主体的な

表現に変容し、自己の身体を意識的白主体的に

操作する感党が高まること。

4 )具体的 ・直接的な指示は学習者の内面的な認

識活動を阻害し、運動のこつの体得を阻む要因

となりやすいこ と。

図 1 企絞象中町産品的 主体的記述1:畳動的 客観的記述の割合

金.

?̂JI，--; 

@ヲルーヲ

Cフループ

岨 酬臨酬
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運動イメ}ジの言語化とその共有の可能性

- r体話J活動の教育的価値一

O 芦原実(山口大学大学院教育学研究科) 海野勇三(山口大学教育学部)

1.テーマ設定の経緯と目的 義づけ、この身体感覚を伴ったコミュニケーシヨ

現場における体育実践において、近年強く感 ンを「体話J活動と捉えた。

じられる子どもの特徴がいくつか挙げられる。 (2)運動イメージの定義

0失敗を恐れず、前向きにチャレンジしていく 鶴原清志(1981)や伊藤政展(1991)の定義を一部

子どもの姿の減少。 を変更し、「一つの流れる運動をトータルに把握

。ギクシャクした動きをする子どもの増加。な しようとする創造的・準感覚的な内的行為Jと定

かなか動き出せない子ども。

0運動技術に関わる教師の指導言語が伝わらな

い子どもの増加。

0グループ活動が「学びの質の向上Jに向けて

機能しにくい。

O自己の体の動きに対する意識が薄い。

このような子ども達に光を当て、運動好きな

子へ成長してもらいたいと考え、研究の目的を

以下のように設定した。

く研究の目的>

・「運動イメージJを取り入れた「体話J活動

の教育的価値を考察する。

上記の目的を達成するために、これまでにな

かった新たな視点を待つこととした。

く> rできるJようになることを急がない。

く〉自己の「動きJや「内面jに意識を向けるo

O 運動後の「動きの感じ」や運動の「イメー

ジj を言語で表出・交流させ、 f言語と動きの

関係Jに意識を向ける。

o r運動イメージJの交流を「体話Jの1っと

定義し、 f体話J活動を体育科固有のコミュニ

ケーションと捉え、その教育的価値を明確に

する。

2.考察

(1) r体話j 活動の定義と条件

久保健(1997)の定義を参考に、体育学習にお

おけるコミュニケーションを「身体感覚を伴っ

た運動イメージの投企とその交流・共有j と定

義づけた。この運動イメージの想起と交流が「上

記の「体話J活動であり、技能差を越えた関わり

が生まれるものと考える。

(3) r運動イメージJの交流のモデル化

「運動イメージJの形成に向けて、身体との「体

話J、運動との「体話J、他者との f体話j の存在

が示唆された。

| 過去の運動記 | 
身体との「体話j

ー

↑

↓

舗

の

一

吉

と

↑

↓

者

覚
他

視

↑↓ 運動との『体話J

運動試行|

3. まとめ (r体話J活動の教育的価値)

「運動イメージjの交流による「体話j活動は、

自己の内面に働きかけるため、意識と言語と身体

が統一的に反応するため、以下の 2点にその価値

を総括した。

1、心と体の一体化に貢献する、主体的・自律

的行為である。

2、身体感覚に働きかけ、その醸成につながる。

4.今後の課題

(1) 3つの「体話j をより詳しく分析する。

(2) r体話J活動を意図的に構成した実験的実践

を行い、子どもの変容を分析していく。
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体育科における学習評価に関する基礎的研究 I

一戦後学習指導要領にみる評価観の変遷一

0北本徹(山口大学大学院教育学研究科)海野勇三(山口大学教育学部)

1 .研究の目的 昭和 28年の指導要領(試案)については、①

新しい学習指導要領改訂については、これから 「自己評価Jr相互評価Jの重要性②児童へのフ

の体育科における学習評価の枠組みについても大 ィードパックを支援しながら、教師自らの指導法

きな変化をもたらす方向である。評価の観点が従 等におけるフィードパックの重要性③「学校評価J

来の観点から「身体能力Jr知識、思考・判断Jr態 レベルでの評価の見方がこの指導要領には現され

度Jの評価観点へと変更され、さらにミニマム(可

能な限り数値で)を設定する方向が打ち出されて

いる。

そこで、本研究では、今後の体育科の学習評価

の望ましい在り方について検討するための基礎的

作業として、戦後初期(昭和 22年から 28年)

の学習指導要領を分析していくこととした。この

時期の学習指導要領で、すでに評価の項目がしっ

かりと記述されているからである。

2.研究の対象と方法

O 研究の対象

1 .昭和 22年学校体育指導要綱

2. 昭和 24年学習指導要領(試案)

3. 昭和 28年学習指導要領(試案)

O 研究の方法

1 )評価の目的

2)体育科の目的・目標と評価の観点との対

応

3)評価の主体

4)過程(プロセス)としての評価

5)評価の方法

3.結果と考察

O 評価の目的

昭和 22年の指導要綱では、 r(4)学徒の進歩

を測定することJの具体的な記述からも、「指導

と評価の一体化Jを進めていこうとする最低限の

ラインを読みとることができた。

昭和 24年の指導要領(試案)では、「考査の

目的」の中で、「児童の学習意欲を高める。Jとい

う記述が出てきている。「評価が児童主体Jたる

ニュアンスがここで現れてきている。

ている。

O 評価の主体

昭和 22年、 24年は評価の主体は教師ではあ

ったが、 28年になると、「学習内容Jを中心と

して児童・教師それぞれの評価の重要性を記述し

ている。

O 過程(プロセス)としての評価

昭和 28年指導要領では、新たに形成的評価の

重要性を論じている。「簡単な記録カードを一つ

のまとまった学習ごとに整理すること、できれば

学年を通じて使える体育簿の利用を考えるとよ

いJといった学びの履歴を残そう(学習ファイル

的)とする発想がここにあると考えられる。

よって、「診断的評価一形成的評価ー総括的評

価Jというプロセス(過程)としての評価の基礎

ができあがっていたと考察できる。

O 評価の方法

昭和 28年においては、 rB整理解釈上の主た

る留意点Jの中で、「個人内評価j の重要性を示

唆する内容の記述もある。

4. まとめとこれから

戦後の 3つの指導要領で、体育の学習評価につ

いて、すでに「自己評価Jr相互評価Jの重要性

評価の主体は「児童Jであり「教師」である、指

導と評価の一体化、「形成的評価Jr個人内評価J

の重要性が強調されている。今まさに、学習評価

を論じる上での項目がすでにこの時代の評価観と

して論じられていたことは驚きであった。

この評価観がなぜこの後、今に至るまでの問、

途切れてしまったのか、今後の課題として研究し

ていきたいと考える。
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スポーツ・リテラシーに関する基礎的研究 (1) 

ーーその構造的把握と新概念を提起する意味

0海野勇三(山口大学教育学部)，中島憲子(中村学園大学)，口野隆史(精華女子短期大学)

黒川哲也(鈴峯女子短期大学)，鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

Keywo吋:スポーツ・リテラシー、体育の学力、文化的教養、スポーツ教育

1 .課題意識および研究目的

最近の調査データは、わが国の市民レベルのス

ポーツ文化活動に関し、量的な視点から見ると、

総じて減少ないしは横ぱいで推移するなかで、次

のような質的な変化の兆候を指摘している。

orするj スポーツ中心から、「する」一「観るJ

-r視るJ一「読むJ- r話すJ一「支えるj ス

ポーツへと参加態様の多様化、 0学校・職場から

地域・クラブヘ(スポーツ活動の場)、 O教師・コ

ーチからメディア・自己教育へ(指導者)、 O青少

年・勤労世代中心から女性および中・高年者への

参加者層の広がり。こうした変化の実態に対し、

学校体育をはじめとしてスポーツ教育システムは

どのような対応が求められているのであろうか。

そこで本研究では、従来の学力概念を拡張して

新たにスポーツ・リテラシ一概念を提起すること

を試みる.本報告では基礎的作業の第 1報として，

スポーツ・リテラシ一概念の外延と内包、その構

造的把握のための予備的考察および教科体育の理

論と実践にスポーツ・リテラシ一概念、を提起する

ことの意味について検討した。

n. リテラシ一概念の導入による学力概念の拡張

教育学・教育実践学では、これまで学力に関し

て論争を含みつつ様々に論じられてきたが、そこ

には、学力は①学校における意図的・計画的な教

授一学習の成果として子どもに獲得される文化的

能力であり、それはいわば学校的能力であって、

あくまでも人間的諸能力の一部とする理解が前提

にあった。しかし、最近のリテラシー研究はこれ

ら学力概念の前提それ自体の再考を促している。

例えば、①スポーツはいまや実生活に深く根を下

ろした文化活動であり、スポーツに関する文化的

教養は学校期にある成長途上の子ども・青年にだ

け必要なものではない、②文化的教養はその時々

の必要と要求に即して内容を更新し、生涯にわた

って学び続け(学び直し)ながら獲得・形成して

いくものである、③体育授業はスポーツに関する

学習の場としては、学校外スポーツ、スポーツメ

ディアの発展・普及とともに、その比重が相対的

に低下してきている、④実生活で受け取るスポー

ツに関する大量・膨大な情報はメディア他によっ

て構成されたものであり、これを批判的に摂取す

る力、現実の科学的・文化的事象に対する主体の

価値的判断、態度が大切である、など。

m.スポーツ・リテラシ一概念の構造的把握

学力概念の前提を暫定的に無視すれば、スポー

ツ・リテラシ一概念は「市民としてスポーツを楽

しむ上に必要な力J言い換えれば「スポーツにア

クセス(する一観る一視る一読む一話す一支える)

し、分析・鑑賞・評価しながら、多様な形態でス

ポーツ・コミュニケーションを創りだす力Jと仮

定義できる。また、このようなスポーツ・リテラ

シーを構成する内容として、最低限次の 3つの力

が想定されるであろう。①スポーツに関する知

識・概念、技能、②スポーツに関する知識・概念、

技能を獲得する方法、または獲得した知識・概念、

技能を現実のスポーツの分析・鑑賞・評価に適用

するスキル、③スポーツに対する価値意識・態度。
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幼児期における運動遊びの指導に関する基本課題

一指導内容のカテゴリーの再検討ー

0口野隆史(精華女子短期大学)、鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)、

中島憲子(中村学園大学)、黒川哲也(鈴峯女子短期大学)、海野勇三(山口大学教育学部)

幼児期、運動遊び、動作、運動能力、指導内容

1 .はじめに

幼児期の子どもの運動発達が十全に遂げられる

ためには、この時期の子どもたちに運動の機会が

保障され、周りからの働き掛けが必要となる。し

かし、近年子どもたちは、このような運動遊びの

機会や周りからの働きかけを奪われ、運動発達を

十全に遂げることなく就学し、その後も育ちそび

れを高年次に引きずるという状況がある。

本報告ではまず、1)これまでの幼児の運動遊び

の指導内容の研究、 2)r保育所保育指針』の運動

遊びに関する内容、 3)いくつかの保育園での運動

遊びの指導内容、の 3点を概観する。そして 4)今

回は、 lつの保育実践を取り上げ、 「何(どんな

カ)を育てようとしていたのか(指導内容に関す

るカテゴリーの 1つ)Jを取り出そうと試みる。

2.これまでの幼児の運動遊びの指導内容

体育科学センター(1980)は、人の動作を「平

衡系、移動系、操作系Jの3群に分類し、幼児期

の「基本的な動作Jを示し、幼児期には「こうし

た基本的動作をできるだけ広範囲に体験させるこ

とJが必要であるとした。宮丸(1984)は「これ

らの動作は運動遊びの中でひとりで、あるいは友

達や集団で夢中になって遊び込むことによって身

につくものであり、多くのパターンとバリエーシ

ョンが経験できるような環境(空間、施設、用具、

仲間、時間など)の条件が整えられること、動作

の多様性を引き出すような適切な動機づけが運動

保育における重要なポイントとなろうJとした。

運動能力については、これまでの研究によれば

「持久性、敏捷性、平衡性、協応性、柔軟性、巧

鰍性Jなどに分類され、幼児においてもこれらの

獲得が重要とされてきた。学校体育研究同志会

(1990)においては「幼児体育で特に養っておか

なければならない力Jとして「①姿勢制御の力、

②物や人の動きに対する予測・判断する力、③ス

ピードやリズムをコントロールする力Jの3つの

運動能力を示している。

『保育所保育指針』の3歳児以上の“体、運動、

動き、踊り"などの言葉を含む「運動遊びJに関

係する文章を見ると、およそ以下の 5つの内容が

示されている。①体を動かし、遊びを楽しむ、②

表現・模倣、③遊具・道具との関わり、④友達・

集団との関わり、⑤その他。同時に『保育所保育

指針』においては、子どもの保育については「個

別バラバラJではなく「総合的Jに捉えるという

ことを重視している。

実際に保育園で行われた「ボールJr鬼ごっこj

における「運動遊びの指導のねらいj には、先の

『保育所保育指針』における「運動遊びJの内容

のq沼海が含まれると共に、各保育士が「ねらいJ

とする「運動能力Jが示されていた。

「動作Jや「運動能力Jにおいては、具体的で

細かな分類(指導内容)がある。一方『保育所保

育指針』などにおいては、大きく「総合的・全体

的にJ指導内容を捉えるようという考えがある。

どちらも重要なことではあるが、それら両者の考

えを含んだ「指導内容のカテゴリー」を示すこと

ができればと考える。

3.優れた実践にみる運動遊びの内容

本報告では、高田敏幸『耕せ耕せ、ぼくらのか

らだJ(1982)を参考にした。高田は、マットなど

の遊びにおいて①「表現の美しさを追求しながら、

回転、ジャンプ、バランスなどの運動による自分

のからだの変化の感覚をたのしむことのできる

力J②「それらを自分のカにみあった連続した動

きにつないでいくことによって体感の変化をたの

しむことのできるカJという力を示している。

このような「自分のからだの動きを感じる力J

というようなものが、今後新たな「指導内容に関

するカテゴリー」を考える際、参考になると思わ

れる。そしてこの「指導内容Jは、その「指導方

法Jと合わせて考えることが肝要と思われる。
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中学校期の体育授業改革と教育課程づくりの課題 (3)

ー スポーツ観とそれを規定する要因との関連ー

0中島憲子(中村学園大学)，海野勇三(山口大学教育学部)，口野隆史(精華女子短期大学)，

黒川哲也(鈴峯女子短期大学)，鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

中学校、体育授業、運動部活動、教育課程、スポーツ観

1.はじめに

中学校期は、運動部活動への加入やメディア・スポ

ーツへのアクセスなど、スポーツ文化への関わり方が

多様化する時期である。同時にそのことは体育授業の

比重が相対的に値下することを意味するものでもある。

実際、彼らの日常生活の中でのスポーツ文化に関する

情報源のひとつとして樹ヰ体育がどのような位置にあ

るのであろうか。また中学生のスポーツ観やスポーツ

への価値意識の形成に対して教科体育がどのような役

割を果たしているのであろうか。本研究ではこうした

観点から調査の結果を考察し、今後の中学校期の体育

授業改革と教育課程づくりへの示唆を得たい。

11.研究の方法

山口県の中学生 544名(男子ゴ82名、女子;262 

名)を対象に、「スポーツに関する調査Jと題して、配

布調査法による質問紙調査を実施した。調査時期は

2側年 7月とし、統計処理には統計処理ソフト

SPSS13.ωを用いた。

111.結果と考察

1.運動部活動(以下、部指)・スポーツ少年団(以下、

スポ少)経験の害j合

調査対象となった中学生は、男子では、部活とスポ

少への加入は61.7%、剖括のみ、スポ少のみを加える

と 94.1%であった。女子では、部活とスポ少加入は

27.1%、部指のみ、スポ少のみを加えると 73.3%であ

った。このように多くの中学生が、体育の授業以外に

おいてスポーツへ関わっていることが明らかとなった。

2.スポーツのイメージや感じ方に最も強く影響

中学生がもっスポーツのイメージや感じ方について、

迂准宣の授業、②TVやマンガ、雑誌などのメディア、

@漣顎虚随動やおけいこごと、クラブなど、@底ム・

知人、のうち、影響を受けたと思う順番を記入しても

らった。(表中には一線で表示)

表1.スポーツのイメージに影響されえもの

1位 2位 3位 4位

運動部結+スポ少 部活 メティ7 友人 体育

男
運動部活加入のみ 部結 メディ7 体育 友人

スポ少加入のみ 部活 メディ7 体育 友人

両方とも加入なし メディア 体育・友人 部活

運動音階+スポ少 部指 メテ.ィア 友人 体育

女
運動部活加入のみ 部活 メディ7 友人 体育

スポ少加入のみ メヂィ7 部指 友人 体育

両方とも加入なし メディ7 体育 友人 部括

これらのj頓位から、体育の授業から影響を受けてス

ポーツに対する価低意識やスポーツ観の形成がなされ

るというより、部指やスポ少からの影響、そして日常

的に伝わるメディアからの影響を受ける中で形成され

ていることが明らかとなった。

3.スポーツに対する価低意識とスポーツ観

スポーツに対する価値意識として、「価値Jr卓越性J

「非低俗性」の3因子を部活・スポ少の経験別にて比

較をしたところ、男子ではスポ少加入のみの群と両方

とも加入なしの群において各因子に有意差がみられた。

女子では、部活加入群と両方とも加入なしの群におい

て、「価値Jr卓越性j因子に有意差が認められた。

IV.まとめと今後の課題

中学生のスポーツに対する価低意識やスポーツ観は、

部活やスポ少、そしてメディアからの情報によって影

響され形成されるといった一面カ匂鶴できた。そのこ

とは、教手紗ト体育、とりわけ中学校における運動部活

動の意味と価値の再認識・再吟味する必要性を伺わせ

た。またスポーツに対する価値意識は男女差もなく、

相対的に高い得点結果を示したことは、教科体育にお

いて、それらのスポーツ情報を取捨選択しながらスポ

ーツ文化を学習する教育課程づくりへ反映させていか

なければならない点を示唆するものと考える。
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さいころゴールを用いたボーノレゲームの考案とその可能性
0黒木秀一(熊本大学大学院) 坂下玲子(熊本大学)

キーワード さいころゴーノレ(的)の魅力、運動遊びと競技的要素、教材活用の系統と発展性

1 研究の目的
「個人技能」と「集団技能」が同時に求

められるボーノレ運動では、作戦を中心に据

えた学習を進めても、ゲームそのものが成

立しづらい面があり、深まりがないままに

学習が終わる傾向にあった。また、既存の

ボーノレ運動のイメージが先行し、型にはま

った技術中心の学習になるきらいがあった。

そこで、既存のボー/レ運動のイメージを

くずし、「ボーノレを持っていない人の動きJ
に焦点、をあてた単元「ドラゴーノレ(さいころコーサ
拘1:したゲーム)Jの設定を行った。

ボーノレ操作や身体の動きが容易になれば、

楽しみ方や作戦の工夫ができるはずである。
この研究は、新しく開発した「さいころゴ

ーノレ (的)J という教材の魅力から、だれ

もが楽しめるボーノレ運動の学習の構築を目
的とするものである。

合 tι ，ιつ〈ιl

;f，-/ι'"樋.，冊

同一日コー，ι"''"い

."町
，ιーIL..広2古川

， .. ，'"ェ.. 

同軍E
Eユ

図 1 さい~~Y -H的) 仰いt学習

2 方法

調査対象平成 15年度 5年生 27名
平成 17年度 5年生 17名

調査内容 ボーノレ運動におけるさいころゴ

ーノレ(的)活用の効果(自己評

価(跡的授業評鯨(高除去)、作文評価)

3 結果と考察

(1)授業に関する鯛査

みか《仮名〉 後.WiI.鍵禽後

係前でで P6，1:."に伝令た
こと

瑚習の芳"や作・..ヱ

わかうた そう~と思勺た

二~主主主主

図2 自己評価

んで隼宮

最もボーノレ運動を苦手とする児童の自己評

価である (図 2)0r心に残ることや感動する

ことJが芽生え、「練習の方法や作戦の工夫」

などが充実していったことがわかる。

(2)教材に関する意織翻査 (綬業後)

一「獲しさ』についてー

①ドラ車'-，岐しかったですか? ②それほどんなt訪ですか?

...‘ 
宣五E三玉~

一『効果Jについてー

①ドラ車・-Jt体躍してIよかっt:
こCJはありますか?

"い...‘ 
巨豆互玉玉~

*だれにでもシュー トチャ ン
スがある

禽的篠きがIII傍ちいい

合パスが通る 01<に}
*友犯ちと箇カしてできる
合ボ ル置勘のゆで 司書姦し

かった
*どこのテ ムが・つのか予

刻がつかない 院

②それはtんIj:/:ですか?

*政め方がわかった.他のバ

スケットボールやサッ カー

にもつながる.

*どこに働いておけばいいの

か考えられるようになった.

*ボール置闘がいやじゃ怠〈

伝った.

図3

全員の子どもの関心が高かったことがわ

かる (資料 3)0 r的あてj というごく 自然

な「運動遊びj の要素と「競技的要素」が

楽しさの要因になっていると恩われる。

4 給油

O既存のボーノレ運動の 「種目のイメージJを

くずすことによって、ノレーノレづくりや楽 し

み方の工夫ができる。

Oボーノレ錬作が容易になることによって、作

戦を中心に据えた学習が可能となり、ボー

ノレ運動本来の楽しさを味わうことができ
る。

0低学年から高学年までの学びの系統を明ら

かにすることによって、ボーノレ運動の発展

性が期待できる 低学年・シュートゲーム、中学年ソゾスケット
がール型ゲーム、高学年:ハントホー1咋)。
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フラットウォーターレーシングカヌーの

コーチングに関する一考察

0神田将志(福岡大学大学院) 豊村伊一郎(福岡大学)

キーワード:カヌー、コーチング、コツ、技術

【目的】

今日、日本国内において、レクリエーション的な

カヌーに関する書籍は存在するが、フラットウォー

ターレーシングカヌー(以下 FWRとする)の技術

や指導に関する文献は皆無に等しい状態である。こ

のような現状で、指導者はどのような点を顧慮して

指導を行っているのだろうヵ、

本研究では、現場の指導者は何を手がかりに指導

を行い、選手の漕法や動きをどのように観ているの

か。また、漕法や動きのコツの抽出も含め、 FWRの

技術をどのようにとらえているのか、などを明らか

にすることを目的とした。

【方法】

1.対象者及て潮査時期

調査票を2∞5年 12月中旬に全国の高校の指導者

91名に郵送にて配布し、回収できた 38名を対象と

した。

2.調査内容

対象者の性別、カヌー競技歴、指導歴から、指導

哲学、初，乙者の指導手順、動きの見方、類似した動

きの感覚を持つ競技、今後のカヌー競技のあり方、

といったコーチングに関する項目を調査した。なお、

考察においては、単に数量化処理の結果を報告する

だけでなく、漕法や動きのコツの抽出等、具体的把

握を試みた。

【結果と考察1
1.指導の手がかり

①一番目の指導の手がかりでは、 f自分の経験Jと

f他校の先生などとの情報交換J が 17 名 (45.~も〉

と13名 (35.1%)と多い。 rその他Jでは、市砂トの

選手からの情報と運動生理学の知識を活用Jなどの

回答があった。また、「カヌー教本などの書籍jの回

答者は 1名のみであった。

②二番目の指導の手がかりでは、「他校の先生など

との情報交換jが 14名 (46.7%) と多く、次に f自

分の経験j が 9 名 (30~似)であり、一番目の指導

の手がかりの上位二つが入れかわった。 fその他Jで

は、「大会会場で現役選手に聞く」などの回答があっ

た。また、ここでも「カヌー教本などの書籍」の回

答者は3名 (10.00も)と少なかった。

2.漕法や動きのコツに関して

対象者のうち、 fコツをつかんでいるJと回答した

者は20名 (52.6%)であり、半数の指導者が自分で

コツをつかみ、指導をしている。コツをつかむきっ

かけとなったものは、 fコーチ、監督の指導や言葉J

を六割以上の 13名 (65.aも)が選択している。コツ

の内容では一部、カヤッ夕、カナディアン特有のコ

ツの内容があるが、今回は共通するコツの内容を対

象とする。その内容として、「水をとらえるJ感覚を

コツとしてもっている指導者が多い。その中でも、

キャッチの局面での水のつかみをコツとしてもって

いる指導者が多い。また、キャッチの感覚として、

f水中にある低想の杭をプレードでっかむJという

カヌー競技独特の表現の内容もみられた。その他に

は、「体の部位の動かし方Jや、 fパドルを立てるJ

などのコツがあったo

3.漕法や動きの見方

見方のポイントとして、「キャッチJ、「ミドルJ、

「フィニッシュJ、「ストローク中J、「空中J、f漕ぎ

全体の中でJの六つの局面に分類した。対象者が最

も重点的に観る点は、 fキャッチjの局面では、「肩

のラインがきちんと捻っているかJなどが、また、

fミドルjの局面では、 f水中のプレードの角度、深

さが艇の前遡生と合っているかjを、 fストローク中J

の局面では、「足から上体へ連動して動かそうとして

いるかJなどを、 f漕ぎ全体の中でjの局面では、 f体

幹をしっかり動かし、捻れている州などをそれぞ

れ綴ていた。なお、 fフィニッシュ」と f空中Jの局

面を最も重点的に観る者はいなかった。



0森山 琢磨 (福岡大学大学院)

卓球高齢者打球 姿勢

【目的〕

高齢卓球選手の打球姿勢について、重心移動を

中心にランク別に比較分析することにより、高齢

選手の指導、技術向上に役立てることを目的とし

た。

【方法】

対象者は卓球歴 15年以上、55歳--60歳の女性。

福岡県レディース Aランク 1名、 Bランク 1名、

Cランク 1名、全員ぺンラケット攻撃型。マシン

でフォア側にサーブを出し。ストレートにスマッ

シュで返球させ撮影した。サーブの回転量、スピ

ード、バウンドの位置は固定した。 1人 10試技を

行い最初の成功と最初の失敗を分析対象とした。

バウンドの位置は、卓球台のエンドラインからそ

れぞれ 20cm、足の幅は 60cmで卓球台から右足

60cm、左足 50cmの位置に固定した。高速度カメ

ラで被験者の真横から撮影し、 1秒間に 60コマ

撮れるビデオ画像によりパックスイングからフ

ォロースルーまでの重心移動とインパクト位置を

ランク別に、またスマッシュの成功と失敗とを比

較分析した。分析ソフトはフレームディアスを使

用した。

[結果と考察】

下位ランク選手ほど構えの重心位置、重心移動

は前方にあり、インパクト位置も体から前方であ

った。全選手共、スマッシュの失敗時は成功時に

比べ構えの重心位置、重心移動、インパクト位置

が前方にあった(図1.2)。バックスイングからフ

ォロースルーまでの重心移動の平均値は、上位ラ

ンク選手ほど少なく、成功時も失敗時に比べ少な

かった。また成功時と失敗時の平均値差も上位ラ

ンク選手ほど少なかった(図 3)。以上からランク

の上位選手は、前方への重心移動が安定して少な

く、打球を引き付けてインパクトしていると考え

られる。構えの重心とその後の前方への重心移動

が、高齢者の卓球競技レベルに関係していると考

えられる。

20 

卓球競技における高齢卓球選手の効果的な打球姿勢
一重心移動に着目して一

田中 守 (福岡大学スポーツ科学部)

インパクト時における右足かかとから前方方向への

[cm] 重心移動距躍

口成功26.5 

26 口失敗
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構えからフォロースルーまでの右足かかとから前方方向への
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図3

【指導のポイント】

ランクの下位選手は、スマッシュのインパクト

位置や重心を前方に置かず練習することが効果的

と考える。また、これから卓球をはじめる高齢の

方も重心を前方に置かず練習することが、卓球上

達への近道だと考える。
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ラグビーフォワード選手における無気的走パワーの間欠的発揮能力
に関する研究 一身体接触と筋損傷による影響ー

0野上敦司・戸田尊(福岡大学大学院)

村上純・田中守(福岡大学スポーツ科学部)
ラグビー無気的走パワー身体接触筋損傷

【緒言・目的】

ラグビーのコンタクトプレーはポール継続のた

め、あるいは相手ポールを再獲得するために頻繁

に発揮される。特にフォワード選手は常にコンタ

クト局面に関わっていて、高強度のハイパワーを

間欠的に発揮している。そのため試合中にかなり

の筋損傷を受けていると思われる。筋損傷を受け

ながらも、ゲームを続けるためには無気的走パワ

ーの間欠的発揮能力に優れている必要があると考

えた。そこで本研究では、ラグビーフォワード選

手の無気的走パワーの間欠的発揮能力と、試合中

に起こる身体接触や筋損傷の程度との関係を明ら

かにすることを目的とした。

【被検者・方法】

1.被検者

F大学ラグビ一部フォワード選手 12名

身長 175.5土9.15(cm.)、体重90.2:f:13.28(kg)、除

脂肪体重73.5土9.06(kg)。

(うち 1名はフォワード・パックス両ポジション

のリザープ選手で、今回はパックスとして出場)

2. 方法

(1) 40m間欠的シャトルランテスト

2回のターンを含む 40mのシャトルダッシュ

テスト (10m-20m-l0m)o2分間ごとにシャトル

ダッシュを 2本行った後、 20秒ごとに 8本行い、

計 10本を測定した。終末 3本の平均走スピード

を求め、ペスト走スピードを 100%とした時の低

下率を算出した。

(2)ゲーム分析

Power Analysisによりプレー内容を数値化。個

人分析から対象試合での貢献度を算出した。

(3)採血

対象試合の前後にわたって 4回行なった。 1回

目は安静時として w-up前に行い、 2回目は試合

終了直後、 3回目は試合終了 45分後、 4回目は試

合終了 24時間後に行ない、 myoglobinとCPKを

定量した。

{結果・考察】

コンタクトプレーの多い選手ほど myoglobin、

CPKにおいて高い値を示した。このことから、コ

ンタクト回数の多い選手ほど筋損傷が大きい可能

性が考えられる(図 1)。

また、被検者全員に共通して攻撃貢献度が防御

貢献度を上回っていた。このことは、対象試合が

F大学の一方的な内容だったためであると考えら

れる。したがって、主にコンタクトプレーはボー

ルを前進させるため、攻撃継続のために発揮され

たと考えられる。

さらに 40m間欠的シャトルランテストの低下

率とコンタクト回数・ myoglobin・CPK・貢献度

それぞれとの関係をみたが、有意な相関関係はみ

られなかった。これは対象試合の内容や、ポジシ

ョン特性等による影響があると考えられる(図 2)。

一方、出場時間に個人差がみられたことから、

40m間欠的シャトルランテストの終末低下率と

単位時間当たりのコンタクト回数との関係をみた

が、有意な相関関係はみられなかった。
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ノミーセプショントレーニングがサッカーの

パフォーマンスに及ぼす影響

0岡本憲明(佐賀大学大学院)坂元康成・池上寿伸(佐賀大学)

島本英樹(九州栄養福祉大学)

キーワード:ゴールデンエイジ知覚パーセプショントレーニングパフォーマンス

目的

近年、子どもの体力・運動能力の低下が叫ばれてお

り、このことは文間劇学省をはじめ、様々な調査結果

からもうかがい知ることができる。スキャモンの発育

発達曲線によると、神経系統の発達は生まれて 12歳ま

ででほぼ100%に遣するという。特に、 9-..12歳頃は即

座の習得を備えた「ゴールデンエイジJと呼ばれ、動

作習得につながる重要な時期といわれている。したが

って、この時期の運動経験の不足は、多くの神経団路

の発達を抑制し、「知覚Jという面にも影響を与えると

考えられる。「知覚Jは、感覚に関わる環掛育報の様態

や他の情報との相互作用、過去の経験の影響の適切な

解釈を行うための過程である。その知覚の形成には成

熟・学習・経脚句要因が重要であり、視覚が最も重要

な機能を担っている。子どもたちにとって、運動の場

キ栃桧が減ることは、この知覚を形成する機会が少な

くなり、そのことが、運動能力低下の大きな要因にな

っているものと恩われる。

そこで、本研究では「ゴL ルヂンエイジ湖jといわれ

る年代の子どもたちに、視覚に束!臓を与えるトレーニ

ングを行うことにより、サッカーにおけるプレー内容

にどのような変化が見られるかを検証し丸

方法

1、実施期間

実施期間は平成17年7月25日から 10月8日

2、対象

対象はS大学サッカースクール受講生10名であった。

3、分析方法

「パーセプショントレーナーJC株式会4土チャイルドラ

イク&スポーツ社製)を用いて視知覚の測定及びトレ

一ニングを行った。なお、結果の処還はエクセルを用

いて入力し、集計分析を行った。なお、有意差検定は

t検定を用いた。

結果と考察

トレーニング群と非トレーニング群に分けて 1回目

と2回目のテスト結果の伸び率を比較し丸 トレーニ

ング群の平均伸て戸事は22%であったのに対し、非トレ

ーニング瀞の平均伸て戸事は 4.5%であり、 トレーニン

グ群のほうが有意に高い値を示した。また、 1回目と 2

回目のテストの平均回答時間の差を比較してもトレー

ニング群は全員の回答時間とともに平均も 802m秒早

くなっている。非トレーニング群は遅くなっている選

手もおり、平均は 226m秒であった。このことから、

トレーニングを行ったことがより良い知覚の向上につ

ながったと考えられるo パーセプショントレーニング

はより有効的な知覚の成立へつながることがr官凌され

た。

ノミーセプショントレーニングが、サッカーのゲーム

の中で活かされているかを見るために、 トレーニング

前後で映像によるゲーム分析を行い、パスとドリブル

に焦点をしぼって統計をとった。 トレーニング群は非

トレーニング群に比べ、パス・ドリプルともに成功回

数は増加しており、視知覚の向上が技術の向上に大き

く寄与していることが推察された。

ノミーセプショントレーニングを有効に指導に取り入

れることによって、パフォーマンスの向上が期待され

ることがノ官凌された。従って、ヒ。ッチ上だけでなくピ

ッチ外からのアプローチにより、更に選手の潜在能力

を高めることがサ羽待できる。
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高齢者の身体活動レベルと骨密度の関係

0島本英樹(九州栄養福祉大学食物栄養学部)

井上伸一(佐賀大学文化教育学部)

キーワード:高齢者，骨密度，身体活動，食事摂取

本研究では，さらに体重支持指数 (WBI:

weight-bearing index)を算出した.この指数は，脚伸

展筋力を体重で除して算出した.

室国選E
被験者のライフスタイルを把握する目的で，現在

の運動習慣の有無，週当たりの回数，運動内容，継

続年数を質問紙によって調査した.

また，骨密度に大きく影響すると報告されている

カルシウム摂取について，本研究では牛乳の摂取頻

度と一回摂取量についても調査した

3.まとめ

高齢女性の骨密度は，脚伸展筋力あるいは WBI

と有意な相関を示した.運動習慣の有無からの検討

では統計的に有意差は認められなかったものの，活

動的なライフスタイルが適切なレベルの骨密度を維

持するには不可欠であると考えられる.

また， E常的に牛乳を摂取する習慣も骨密度の維

持のために有効であることが明らかになった.

1.緒言

わが国では，骨組怒症の者は 1100万人と推計され

ている.高齢者の人口増加に伴なう扶養者の経済的

負担を憂慮すると，高齢期における適度な骨密度維

持のための施策を考えていくことは重要である.

旧字では体j は「飽(ほねへんにゆたか)J と

表記し，このことは身体のおける骨の重要性を表わ

しているものといえよう.適度な骨密度を獲得する

ためには，適切な食事摂取と身体活動量が必要であ

り，どのようなライフスタイルが高齢者の骨密度を

維持するのに必要であるかを明らかlこすることは非

常に意義深い.

本研究は，高齢者を対象に骨密度を測定し，身体

活動レベルとの関係を検討することを目的とした.

r=0382，Pく 0.05

n = 56 
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2.方法

盤墜重
本研究の被験者は高齢女性64名 (64.8:t 7.0歳)

であった.いずれの被験者も閉経後であり，重篤な

既往症がなく，本研究の目的と内容を十分に説明し，

研究参加への同意を得た.

形態測定

形態測定値として，身長および体重を測定し， BMI 

を算出した.

宣蜜産
骨密度は，超音波測定装置 (AchillesA 1000， Lunar 

社製)を用い，右足掻骨の SOS(peed of sound， m1s) 

とBUA(broadul回 soundattenuation， dblMHz)を測し

しStiffh凶 s(%)を算出した.

脚伸展筋力およびWBI

脚筋力計(ヤガミ社製)を用いて脚伸展筋力を測

定した.左右の脚についてそれぞれ測定し，平均値

を各個人の値とした.
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体育・スポーツ行政における「揺らぎj構造
一総合型地域スポーツクラブ展開に焦点化して一

O 谷口 勇一(大分大学)

キーワード:総合型地域スポーツクラブ行政担当職員役割距離揺らぎ

はじめに

総合型地域スポーツクラブ(以下，総合型クラブ)

の設立は， 2000年に当時の文部省が策定した「スポー

ツ振興基本計画jにおいて， 2010年までに全国の各市

区町村に少なくとも一つは育成していくとしづ明確な

数値目標にもとづく，我が国における今日的な“スポ

ーツ政策"の一つである。 2005年 7月に文部科学省が

実施した調査によると，全国の約2300市町村のうち，

総合型地域スポーツクラブ(以下，総合型クラブ)の

設立あるいは設立準備中の市町ヰナは783箇所であり，

設立・設立準備クラブ数は2155にのぼっている。

本研究では，スポーツ界における新たな“政策"で

ある総合型クラブ展開に関わる市町村行政に焦点化し，

その実態について理解していこうとしている。“政策"

である以上，総合型クラブの全国展開には，半強制的

な意味合いが存在している。その半強制のベクトルは，

市町村における体育・スポーツ担当部局へと向けられ

ていることになっているのではなし、かという予測を立

てている。そのような状況下において，市町村担当部

局，なかでも担当職員は，し、かなる動き方，またどの

ような意識をもって関わっているのかを把握し，今日

における総合型クラブ政策の意味について検討を施し

ていくいことを目的としている。

方法

本研究における対象は， 0県内市町村の総合型クラ

ブ展開担当職員である。調査を実施した市町村数は 4

市町でありそれらの市町における担当職員はすべて教

育委員会事務局職員であった(内訳は， r総合型クラブ

が既設されている市町村J2箇所， r未設置の状況にあ

る市町村J2箇所)。

担当職員への調査は，インタビュー方式により実施

し，調査期間は 2006 年 6 月 ~7 月である。

結果と考察

既に総合型クラブを設立している市町村担当職員

からの回答において注目すべき点は，担当職員とクラ

ブ関係者間の役割距離感で、あったと思われる。すなわ

ち，総合型クラブの目指すべき最終的な姿とは，住民

による主体的・自立的な運営形態であることは担当職

員の意識レベルにおいても認識されている。しかしな

がら，今日の総合型クラブ政策は， rまずは設立させる

ことJが暗黙裡に要請されており，そのためには担当

職員による主体的・先導的な関わりあい自体やむをえ

ないという状況に陥っているようである。しかしその

ことによって派生する葛藤や揺らぎが存在することも

事実である。

担当職員が抱くことになる葛藤，揺らぎの構造は，

行政論理との絡みのなかで派生してきでいると捉える

ことが可能である。行政に従事するということ(行政

に関わる人間)は，あくまでも住民の自立的な生活を

支援・助長者という大前提が存在しているはずである。

しかしながら，今回取り扱った総合型クラブ政策の具

体的遂行にあたっては 時として行政担当職員自身が

スポーツクラブ設立としづ行為・行動のなかで「自立

の主体者jへと転化してしまい，元来の役割であった

はずの住民に対する支援・助長者の役目を放棄もしく

は見失ってしまし、かねない状況に陥っている可能性が

高く，いわば行政担当職員を取り巻くアポリアの構造

として解釈することができょう。

つまり，総合型クラブ設立という一種の問題を解決

するにあたって， r介入することJと「見守り続けるこ

とjの二つの選択肢が存在しているにも関わらず， r中
間者Jr媒介者J的意味合いを持っている行政担当職員

は，その両方に間(はざま)でまさに揺らぎつつ，時

に自身の行動を正当化させ，時に自身のスタンスの暖

味性に対する葛藤の念を抱くことになってしまってい

るのである。

更なるデータの蓄積から本件に関する明確な知見

を提示することが今後の課題であると感じている。
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スポーツを通じた大学開放の方向性

ー大分大学における総合型地域スポーツクラブ設立を視座に入れてー

O 漁l辰雄 (大分大学大学院)・谷口 勇一(大分大学)

キーワード:大学開放，総合型地域スポーツクラブ，学内者意識

目的

大学開放事業，大学による地域貢献等，大学が役割・

機能のーっとして積樹句に大学の「外j を意識し始め

て久しい。そのような動向は，在籍学生のみに展開さ

れてきた教育活動を広く地域住民にも開放することと

なったo スポーツやレクリエーションは人と人とのか

かわり抜きには成立しないという性質から，それらを

介した大学と地域社会の関わりが開放を一層促進する

と考えられる。しかし，今日の大学開放事業の多くは

寸品性の「教室・イベント参加(展開)Jにとどまって

いるというのが現状である。昨今の大学事情を踏まえ，

スポーツによる大学開放とはいかなる方向性を持つべ

きであるかを検討することを目的とした。

方法

1)調査対象者の設定

調査の対象者は，①大分大学生および教職員，②大

分大学周辺地域住民(旦野原，寒回，敷戸，鴛野，判

田の各校区，その他)を対象とした。

2)調査の実施時期及て畑収数

①の大学内調査にあたっては，平成 17年 12月 24

日--29日にかけて，学生分については，学生錦官や学

生食堂，学生寮において無作為に調査を依頼し回収。

職員分は，学生支援課に協力をあおぎ学内事務官を中

心にアンケートをoa;布いただき，回収をみた。

②の周辺住民調査は，平成 17年 12月26日--1月3

日にかけて配布しむ対象範域は大学周辺地区である

旦野原，寒回，敷戸，鴛野，判田の5校区とその他で

あり，アンケートの百怖としては，各地区に， r集会時

の配布Jr当該地区居住学生も協力による各戸配布J等

の手段を用いた。

各①，②の有効部数の回収率は，①の大分大学内に

おいては209部，②の周辺地域では 174部であったo

それぞれの回収率は，①は67.1%，②は65.2%であっ

た。

3) 調査内容

質問紙調査のおいて用いたアンケートの構造を以下

に示す。

1)大分大学およて贈賄践員に対して

(1)基材嘱性

(2)運動・スポーツ活動との関わりに関する項目

。)今後のスポーツとの関わりに関する項目

2)大分大学周辺地域住民に対して

(1)基材句属性

(2)運動・スポーツ活動との関わりに関する項目

(3)今後のスポーツとの関わりに関する項目

結果と考察

具体的なスポーツによる大学開放の手がかりとして，

全国的に普及展開がなされつつある総合型地域スポー

ツクラブの大学における設立可能性を検討した。いく

つかの大学においては，大学開放事業の一環として総

合型地域スポーツクラブ設立の動きが起こり始めてい

る。大学内の教職員ならびに学生，さらに大学周辺地

域住民に対して意識調査を実施した結果，学内外の対

象者(n=364) ともに大学における総合型地域スポー

ツクラブ設立に対しては肯定的意識であることが確認

されたが，特に学内者においてはその意向が高いこと

も明らかになった。今回の調査で明らかとなった“学

内"における期待感の高さは，裏を返せば大学の危識

的状況を露呈した結果なのかもしれなし、。いま現在，

古くから大学に存在していたであろう“自治"なる言

葉はもはや死後に近し、。しかし，総合型クラブ特有の

荒井のいうところの“WARM"な雰囲気であれば，

“自治意識"や“体育会精神"にふれてみたいと考え

ているものの潜在的意識を確認作業にもなりえたので

はないだろうヵ、総合型クラブ展開を通して，大学が

その都度アイデンティティの再確認をしていくことが，

ひいては真の大学の在り方であり大学開放につながっ

ていくと考えるものである。
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WORLD BASEBALL CLASSICがもたらした

f野球j の新たなグローパリゼーションに関する一考察
ープロ野球ファンへの意識調査をもとに-

0神田智史(大分大学大学院) 谷口勇一(大分大学)
キーワード:WBC MLB 日本野球 グローパリゼーション

目的

WORLD BASEBALL CLASSIC (WBC)により、「野

球J界に初めてグローバル・スタンダードの創出をみ

ることができた。この WBCの影響を受け、各国にお

ける「野球Jを取り巻くローカリズムの今日的動向を

探ることは、 WBCを中心とした今後の f野球Jのグ

ローパリゼーションのあり方を検討する材料になると

考えられる。そこで、本研究では、日本野球に焦点化

し、とりわけ、プロ野球ファンの野球意識に WBCが

与えた影響力を測定することから、 WBCによる日本

野球のローカリゼーションの変容と、「野球Jのグロー

パリゼーション動向を検討することを目的とした。

方法

1.対象者およて潮査実施

本研究では、プロ野球観戦者を対象に、 2側 年6月

13日、 14日に開催されたプロ野球交流戦2試合(広島

東洋カープ対福岡ソフトパンクホークス)において、

広島市民球場における質問紙調査を実施した。調査票

は、球場周辺にて試合開始前に直接配布団収を行い、

175名(回収率100%)から回収することができた。分

析対象は欠損回答の著しい者を除いた 164名(有効回

答率93.7%)とした。

2.調査内容の構成

1)観戦者の基本的属性

性別、年齢、職業、居住地、居住年数、好きなプロ

野球チーム、球場での観戦回数を設定した。

2) WBCに対する意識

WBC開催前、開催後における興味・関心に関する

項目を設定した。

3) WBCおよびMLBに対する期待度

「野球jならびに日本野球への影響に関して、 WBC

とMLBそれぞれに対する期待度を測る項目設定した。

4) 日本野球に関する意識

WBC開催後の日本野球に対する興味・関心の変化

を訊ねる項目を設定した。

結果と考察

WBCに対する開催前の関心度と開催後の変容

に関して、開催前に関心を持っていた者は全体の約

8割であり、開催されたことにより、約9割が関心

を示した。関心が高まった理由としては、複数回答

により回答を求めたところ「日本代表チームの活

躍jが最も高い数値となった。こられの結果は、オ

リンヒ。ックやワールドカップに典型的に示される

ように、公共的関心を鰍ける世痢句規模のスポー

ツイベントの参加により、自国のアイデンティティ

を創出させうる機能がWBCにも存在する可能性を

提示している。

また、WBCおよび阻Bとそれぞれに対する各項目

の期待度について比較検討を行った結果、全ての項目

において、 WBCに対する期待度が高い数値を示した。

よって、 WBCが「野球Jのグローパリゼーションに

おける中核を担える可能性があり、今後本大会を有効

に活用していく必要があるといえるだろう。

WBCの影響による日本野球に対する意識の変容に

ついては、対象者がプロ野球観戦者であったこともあ

るが、全体の約8割において日本野球への関心の高ま

りをみることができた。さらに、日本野球を9つにカ

テゴリー化し、 WBCの開催による各カテゴリーに対

する関心の変容を把握する作業を行った。これにより、

「プロ野球Jに対する関心の高まりはあったが、「四

国アイランドリーグJr社会人野球クラブチームJな

ど日本野球の各社会的構造に対する関心度の変容は

みられない結果となったo

これら分析の結果から、 WBCは、関心度の高い大

会であり、それにより得られた関心は、自国の「野球j

に対してもほぼ同様に向けられること、 WBCに対す

る期待は強く f野球Jにおけるグローバル化の中核と

なりえる可能性があること、また、 WBCの開催を契

機として「プロ野球J対する関心は高まったが、日本

野球のその他社会的構造に対する関心の高まりはみ

られない、などの傾向を確認することとなった。
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幼児の身体意識と母親の QOLとの関係

O 松永恵子(県立長崎シーボ、ルト大学)

身体意識、身体部位、動作語、身体画、 QOL

【目的】

近年、少子化は早期教育ブームを生み、胎児教

育まで実現した。また、都市化や核家族化の影響

で育児不安を訴える母親も急増し、その対策が急

がれている。さらに、子育て支援のための「エン

ゼルプランJが策定され、保育需要の多様化に対

応するため、低年齢保育の促進や延長保育が行わ

れ、乳幼児の心身の発達に様々な形で影響を及ぼ

すのではないかと推察される。

そこで、本研究では、 3歳児の身体意識と母親

の QOLの実態を把握して、幼児の身体意識の発

達に母親の QOLが影響を及ぼしているかを検討

した。

【方法1
1.対象者:3歳児健康診断受診児 587名とその

母親 483名であった。

2. 内容:1)幼児に対する面接による身体意識

調査①身体描画:B4版の画用紙にサインベンで

裸の自画像を描かせた。身体画A : rお風日に入

る時、裸になるでしょう。あなたの裸の絵を頭か

ら足までみんな描いてちょうだいJと教示して描

かせた。身体画Bは 1枚目を回収直後に、「先生

の体をみてください。ここは頭でしょう。Jなど

と身体部位を指して情報提示を行ってから、「そ

れではあなたの体を頭から足までみんな描いてち

ょうだいJと教示した。描画得点…身体部位を頭、

首、胴、腕、手、脚、足の 7部位に分類し、描け

た部位を 1点として加算。描画面積…縦と横の最

長を乗じて算出。描画率…描けた各部位数を総人

数で除して算出。②身体部位認知調査…頭、首、

肩、胸、腹、腰、尻、背中、腕、肘、膝の 11部

位の正誤回答を記録。③動作語認知調査…手を振

る、首を回す、腕を振る、腰を曲げるの 4動作の

正誤動作を記録。④運動発達調査…10cm幅の道を

2m歩く、片足で2秒以上立つ、椅子からとびおり

る、片足ケンケンを 5歩以上行うの 4動作を測定。

2)母親に対する質問紙による QOL調査 14

領域 50項目の質問に対し、 10段階尺度法で回答

を求めた。さらに、その成績を SD法により 3分

割し、上位群と下位群と幼児の身体意識の関連を

検討した。

【結果】

1 .母親の QOL:母親の QOLの平均は 6.43

(0.85)で最大値 8.51、最小値 3.91であった。

QOL14領域の平均値の比較では、 13領域で上位

群が有意に優れており、「しつけJのみ有意でな

かった。

2.身体意識:身体の事実に関する知識のうち、

身体部位の認知は上位群がよく認知しており、特

に肩と膝では有意であった。動作語では手を振る

で上位群が有意に優れていた。

3.運動発達では片足ケンケンや椅子のとびおり

で上位群の成就率が良好で、特に椅子のとびおり

では有意であった。

身体画に関しては、描画面積、描画得点、描画率

ともに両者に有意な差は認められなかった。

身体意識と QOLの相関では、身体部位と動作語、

描画面積 A と描画面積 B、描画得点 A と描画得

点 Bの聞に高い相闘がみられた。 QOLについて

は運動発達とのみ低い相闘がみられた。

【考察】

母親の心身の健康状態が良好であれば、子ども

に対する気持や育児に対する気持が前向きであ

り、母親自身が運動を好むなど、心にゆとりをも

って子どもと遊んであげることができる。その結

果、子どもの発育・発達も良好となり、運動発達

に影響を与えると推察された。

また、身体部位の名称や動作語などの、身体の

事実に関する知識は、遊びゃ日々の生活体験の中

で獲得されてし、く o そこで母親の身体意識に対す

る関心と幼児への具体的な働きかけが重要といえ

る。

【まとめ】

QOLの高い母親の子どもの方が身体の事実に

関する知識と運動発達が良好な傾向を示した。

母親は遊びゃ日常生活の中で、幼児の身体活動

の基本である身体意識を育むことが必要である。
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大学ボート選手の食事調査から抽出されたスポーツ栄養学的問題点

0)11淵大毅(九州大学大学院)

杉山佳生(九州大学健康科学センター)・外山信子(長崎県スポーツ科学・栄養研究会)

Keywords:食行動認識インタビュー

緒言

近年、栄養指導や介入、食事プログラムなど、競技

者の食事について、多くの実践がなされており、その

重要性が注目されている。しかしながら、これらの実

践は、研究者の知識を一方的に競技者に押し付けるか

たちになりがちで、最大の目的である適切な食生活の

継続につなげることが困難である。

ほとんどの競技者は、自分で食事を組み立てねばな

らな川つまり、競技者の食事に対する競民志向性を、

本人にどう植えつけ、食行動に結びつけるかが大きな

課題であるので、栄養勃句サポートに加えて、心理学

的・行動勃句知見もまた必要であると考えられる。

だが、スポーツ心理学分野における食行動研究は、

摂食障害など非日常的な疾患に関するものが多く、競

技者と食に関する認識と行動の翻厳を検討するにあた

って、日常的な食生活に着目した研究は少なしL

本研究で取り上げる大学ボート競技は、普段の練習

は長距離走などと同じローパワー系の競技であるため、

高タンパク、高炭水化物の食事が望ましく、消費熱量

も非常に大きい。だが、学業そ練習時間の多さ、金銭

的事由などから、そのような食生活を適切に自ら組み

立てるのは非常に困難である。

そこで本研究では、大学ボート競技者に食事および

インタビュー調査を行い、彼らが自身の食事に関して、

認識していることと実際とを比較する。それを基に、

スポーツ栄養判句見地から、最も由々しい、競技者自

身が認識できていない問題点を探ることを目的とする。

方法

-対象者

K大学ボート部に所属する漕手3名

A : 21歳・男・漕歴2年 6栄養指導経験あり)

B: 22歳・男・漕歴3年係樹旨導経験あり)

C : 19歳・女・漕歴3年 G栄養指導経験なし)

-調査

険事調剤

調査時期

2∞6年ι7月のうち、練習日2日分を対象日として、

翌日に質問項目に回答。<24時間思し油し話会

なお、対象者には事前に対象日を伝えていなしL

調査項目

・身長、体重、年齢

・競技目標(変更した場合を除いて 1回目のみ)

.対象日の食事内容とその時間

・対象日のタイムテーブル

栄養分析

Diet Touch 21 (タカヤマ社鈎を用いて、消費・摂取

熱量および、各栄養素の所要量を算出しむ

|インタビュー調到

調査時期

2脳年8月

インタビュー

1.で分析した結果を見せ、「食事調査において意外だ

った部分はどこか?Jを主に、彼らの認識との違いを

尋ねた。会話はICレコーダ (SONY社動に録音し、

後日文章に起こした。

結果と考察

今回調査した3人の栄養状況は、程度の差こそある

が、ほぽ以下のように共通していた。

-総熱量不足

・タンパク質・炭水仕幼の不足

• s旨質倒立の熱量摂取

・ビタミン(特にB群・C)・ミネラノレ(Caなど)の不足

A・Bは、栄養指導経験からか、比側句自らの状況

を認識できてし叱。だが、脂質優位の紫嘩摂取・ビタミ

ン・ミネラル不足に関しては認識できていなかった。

栄養指導を受けたことのないCに関しては、最も深

刻な栄養状況であり、炭水化物は多く摂っていると思

うなど、上記全てで認識の翻厳が見受けられた。

以上からまず、栄養指導などでは認識を植えつけら

れても餅瑚に至らなし、可能性があると利変された。

更に、適切な釘行動が出来ない理由として「学校が

忙しくて出来なしリとし、う発話が共通していた。

だが、学業は切り離せないものなので、学業の忙し

さに対する認識と餅T動の関連にっし、て、更なる調査

が必要である。



29 

佐賀大学学生の骨密度と食生活の関連

一骨密度に及ぼす若年時期の運動と食生活との関連

O末次恵美1)、池田美穂1)、古賀喜久子1)、久富守1)、小西史子2)、江崎利昭2)、木村靖夫2)

(佐賀短期大学・食物栄養学科1)、佐賀大学・文化教育学部2))

キーワード:骨密度、運動歴と食事、男子学生

【目的】

骨粗撃さ症予防のためには若年時期からの食生活、

運動に気をつけることが大切である。研究の目的

は、骨密度測定を通して、自らの食生活、運動を

振り返り、健康管理意識の向上に繋げること、小

学校時の食生活や運動頻度と骨密度との関連につ

いて検討することであった。対象者には、これま

で研究対象となるケースの少なかった男子学生を

採用した。

【方法】

対象者は佐賀大学男子学生 141名、測定・調査

項目は骨密度、身長、体重、握力、体脂肪率、

握力、食生活、運動歴、運動頻度であった。

【結果】

男子学生の骨密度、体重、体脂肪率、 BM1 .. 

現在の運動頻度、小学校時の運動頻度時間の関

連を調査した。その結果、体重、 BMI、小学

校時の運動頻度が高いほど骨密度が高い傾向に

あった。さらに運動頻度と骨密度の関連をみて

みると、週 3回以上運動した学生が週0--2回し

か運動していない学生より有意に骨密度が高い

傾向にあった。次に小中学校時の運動継続と骨

密度との関連においては、運動を小中学校継続

した学生の骨密度が最も高く、続いて小学校で

運動していたが中学校ではしていなかった学生、

小学校では運動していなかったが中学校ではし

ていた学生、小学校でも中学校でも運動をして

いなかった学生の順となった。これらのことか

ら、小学校時の運動は骨の形成に重要であるこ

と、また、小中学校での運動を継続した学生は

骨密度が高いことが明らかにされた。音響的骨

評価値をもとに骨密度別の群分けを行なった

(70%未満=骨組怒症群、 70%--80%未満=骨

量減少群、 80%--99%と 100%以上=正常群)。

骨密度群別に体組成を比較すると 3群とも体組

成に有意差はみられなかった。運動歴と骨密度

との関連では、小中高校、現在とどのステージ

でも骨量減少群の学生は運動頻度の低いことが

分かつた。骨密度群別に現在の食品摂取頻度と

の関連をみると、骨量減少群の学生は肉や魚な

どの摂取頻度が低かった。その一方で、骨量減

少群の学生はジュースや菓子の摂取頻度が高く、

間食が多い傾向にあり不規則な食生活であるこ

とが分かつた。

【考察】

以上の結果から、骨密度は小学校時の運動歴

と密接な関連があり、小学校時の運動頻度が高

い学生ほど骨密度の高い傾向にあり、また骨密

度と小中学校時の運動の継続は関連があり、小

中学校時に継続して運動をしていた学生の骨密

度が高い傾向にあることが分かつた。骨密度と

小学校時の食生活は特に関連はみられなかった

が、これは給食などで栄養のバランスが摂れて

いたためだと推測される。骨量減少の学生の現

在の食品摂取頻度は肉、魚、牛乳・乳製品など

肉や骨になる食品の摂取頻度が低くジュース、

菓子、果物など間食の食品摂取頻度が高いこと

が分かつた。

【結論】

骨密度減少の学生に対しては骨粗怒症予防の

ための食生活や運動の指導をさらに行なう必要

性が示唆された。骨密度は短期間に簡単によく

なるものではない。長期間取り組む高い意識や

忍耐力が個人には不可欠である。今後運動面、

食事面と適切なサポートを行ない、より多くの

学生の生活習慣行動の変容に繋がればと考えて

いる。
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からだの使い方

-60歳以上の下肢2関節についての知識・認識-

O 原因 奈名子(佐賀大学文化教育学部) 中山正教(佐賀大学大学院医学系研究科)

キーワード:高齢者，からだの使い方，股関節，膝関節，知識，認織

はじめに

高齢者の転倒やその直接の要因である立位や

歩行の変化について，それまでの「からだの使い

方j の問題が高齢期に顕在化したと捉えている

(原田 2004，2005). rからだの使い方jに関して

の「意識Jr知識Jr認識」は以下に示すような関

係にあると考える.知識は，正・誤あるいは無知

と評価する.認識は， rそのように認識しているj

と「気づく Jr気づかなしリ，あるいは， r認識が

変わるJr変わらないjという関係で捉えられる.

意識は， rするJrしなしリと「できるJrできな

いJの関係，つまり， r意識するJと「意識した

ことができるん「意識するJが「意識しでもでき

ないJ， r意識しないJ，だから「できなしリとい

う3種の組み合わせになる.本研究は高齢者の

「からだの使い方j 関して，股関節と膝関節につ

いての知識と認識を明らかにすることが目的で

ある.

方法

益金:佐賀県在住の 60歳以上(66.62:!::4. 78歳)， 

男性242名，女性241名，計483名.

左塗:質問紙法による調査

出釜:知識について:身体の輪郭図の正面と側面

に脚の始まりを線で書き入れ(股関節位置)，下腿

の始まりを線で書き入れる(膝関節の位置に認識

について:椅子に座位する 2枚のイラストのうち

一つを選択する(一つは，脚部が民と一つながり

で胴体部の下に描かれ，他方は，脚が胴体部の途

中からはじまると描かれている).

結果

1 .知識について:股関節位置について，正面，

側面の両方ともの正解が 2.3%，正面のみの正

解が 18.3%，不正解が 81.7%だった.膝関節位

置についての正解は 13.8%だった (p(O.01). 

2.椅子に座位する際の脚部の位置認識:脚部が

胴体部の下に位置するが 34.2%，胴体部を挟む

ように位置するが 65.0%であった (p(O.01). 

性差は見られなかった.

3.股関節位置についての知識と椅子に座位する

際の脚部の認識との関係:股関節の位置につい

ての知識が正しく，椅子に座位する際の脚部の

位置認識について脚部が胴体部を挟むように

位置するが1.9%であり，有意な差が見られた

(p(O. 01). 

考察

骨格構造上の股関節位置は，座骨結節よりやや

高いところに位置する.しかし，正面図では股か

らウエストあたりの聞に真横一線に線引きされて

いたり，側面図では真横一線や前から後ろに斜め

一線だったりと誤っていた.知識の暖昧さと身体

を立体で捉えていないことが推察される.

椅子に座位するイラストでは，約 65.0%が脚は

胴体部を挟むように位置すると股関節位置を正し

く認識していたが，境界線書き込みからみた知識

も正しかったのは1.9%だった.椅子に座位する

際の脚部の位置認識が誤っていても，股関節の位

置についての知識が正しかったのは1.2%，逆に

認識は正しいが，知識が誤っていたのは 97.1%だ

った.からだやからだの使い方に対する，誤認・

無知と，知識と自分の行為についての認識との聞

に甑簡があることが明らかになった.

まとめ

骨格構造に依拠した「からだの使い方Jに関し

て，股関節や膝関節についての誤認・無知と，知識

と自分の行為についての認識との聞に阻揺がある

ことが明らかになった.原因奈名子(2004):高齢者の「か

らだj とのつきあい方 日本の科学者Vol.39-2.久保健・原田

奈名子(2005):小学校教育における体育論，体育の科学55・91.
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二軸動作をサッカーに適用した小学校高学年期の指導研究

O 内田俊明(佐賀大学大学院) 原田奈名子(佐賀大学)

キーワード:サッカー指導小学校高学年二軸動作

目的

二車働作とは、「左右の股関節上にできる二本の軸

を交互に入れ替えながら動作をするJ(小田 2∞15)

ことである。二割動作に対して、脳天からへソを貫

く体の中心線を基準として動く動作を中心朝動作と

呼び、「中IL'輔氏人類が進化の過程のなかで、二足

で立つようになったときから、倒れないために感じ

る、ある意味本能的な軸であるJと述べている。二

車働作と中崎働作の最も大きな齢、は、中心制動

作が動きの根本に「静Jがあり、止まった状態の中

でバランスを取る動作であるのに対して、二軸動作

は左右軸を交互に入れ替えながら「動Jという不安

定な状況の中で安定をっくりだしていく動作である

という点であるとしづ。

小田は、サッカーを二軸動作で行うと、「二車働作

ではキックするときも、 ドリプルするときも、『走るJ
という足の踏み替え動作が一度たりとも止まらない

のが基本となる考え方であるJと述べている。

そこで本研究は、小学校高学年を対象に二車働作・

中心軸動作でのサッカー指導をした際のパフォーマ

ンスの変化や子どもの反応などを資料として、小学校

高学年期におけるサッカーの指導法の検討に資する

ことを目的とする。

方法

1.実践対象

佐賀大学ユニキッズ、クラブ5・6年生の男子21名で、

無策意に 11名を二離鮮、 10名を中崎僻とした。

2.実践内容

小田が言及していることを基に、①ロングキック

②インサイドキックの正確出②ドリプルを実践内容と

して設定した。①~③の実践の部材しは茨1の通りであ

る。

表1 ①吋詠η実瞬時防L

|指導前十檎十欄後ム欄
測定 ド二軸・中IL" 測定 | 

①~③の実践を行ってから縦走して二車鮮と中心

朝鮮の指導を行った。継続指導による子どもの変化を

見るため約7週間後に最終痕!院を行った。(表2)

表2 実践日・実飽祁容・実践人数

8/31 9/17 10/8 11/26 

実践 ①ロング ②インサイドキック ③ドリプノレ 最終

内容 キック 正樹主 測定

実践 二朝鮮 6 二制鮮 9 ニ朝鮮 9 

人数 中心南蝉 5 中心嘩僻7 中心暗僻7

中心軸動作

結果と考察

二軸群と中心軸群における各実践項目の平均直の

変化率を比較したところ、二朝鮮と中岬僻どちらの

伸びにも有意な差はみられなかった。(表3)このこと

から、今穆院で行った小学校高学年期におけるサッカ

ーの指導では二割動作・中Ii:;嘩働作各動作とも指導す

る必要があると考えられる。

ロングキックの実践lこおいて、二朝鮮の対象者から

は「ボーノレの威力が強くなったJなどボールの質に関

する感想もあり、二割動作でのロングキックに新たな

可能性が感じられた。

インサイドキック正確性の実践において、指導後の

測定の後に各群ノ屯スポゼッション(四角のコートの中

でパスのみをつなく練習)の練習を行った。同日最終

時の二割鮮の感想では、「止まってパスした時よりも早

く次のところぺ子けるJrすぐスペースに走りこめるの

で試合で偲J、たしリなど、正確性だけに留まらず、“プ

レーの連続~'というサッカーのゲームパフォーマン

スを向上させる要因の一つを二朝鮮の対象者全員に意

識させることができた。このことは、二車働作による

インサイドキックの指導が“プレー防車続~'から小

学校高学年のサッカーのゲームパフォーマンスの向上

に寄与したことを示している。

ドリプルの実銭においては、二朝鮮はドリプルする

際の身体の使い方を意識させることができ、中崎僻

はボールタッチを意識させることができた。

サッカーlこおいての身体操作(身体の使い方)も研

究し、進化していく必要がある。今回の研究では、二

割動作での指導と現在ー脚句に行われている中Ii:;軸で

の指導との聞に実践記録において有意な差はみられな

かった。しかし、二離動作という新しし、身体操作を取

り入れたことにより、“プレーの連続t'i"からサッカー

のゲームパフォーマンスの向上に寄与できるとし、うこ

とが示唆された。

表3 二朝鮮・中心偏与誠疎伽阻止80)

ロングキック インサイト守ック ドリブル

- I 指潮t23.2:t3.0~ 2.6:tl.5回 18. 6:t2. 4秒

指導後 21. 3:t 5.3~ 3.2:t1.6回 18. 7:t3. 1秒

軸|最終 22. 1:t3. 8~ 4. O:tO. 7回 17. 8:t1. 8秒

中!指潮旬 19.5:t5. 3~ 3. O:tO. 7回 19. 8:t1. 7秒

心 i指導後 18.1:t3. 6m 3. 6:t 1. 1回 初.8:t2. 6秒

軸!最終 2O.8:t3.0m 4. O:tl. 0回 18. 6:t2. 0秒

小田伸午(却05):ズポーツ選手なら知っておきたb、『からだ』のこと，大

修館割苫、小田神午監・玉珠幹男位制):サッカ}プいー革命.KA昭聞
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戦術学習の指導内容に関する研究

ーバレーボールを教材としてー

0起田新也(熊本大学大学院教育学研究科) J 11本美香(熊本大学大学院教育学研究科)

原克浩(熊本大学大学院教育学研究科)則元志郎(熊本大学)

キーワード

戦術学習戦略戦術作戦

研究の目的

戦術学習においては、攻撃の戦術のみでなく、

防御の戦術についても指導されなくてはならな

い。それは、ボールゲームにおいて攻撃と防御

は対応関係にあり、それを切り離して指導する

ことはできないためである。その作戦がなぜ有

効なのか、その作戦はいつ有効なのかというこ

とを子どもたちに考えさせるためには、対応関

係にある攻撃の戦術、防御の戦術の両方を学ば

せる必要がある。

そこで本研究では、対応した攻撃の戦術の典

型と防御の戦術の典型を簡易化したゲームの中

で理解させ、それをもとに作戦を考えさせると

いう授業を行い、子どもたちの戦術に関する認

識がどの程度深まるかということをゲームに出

てくる子どもたちの動きから考察し、検討する。

さらに攻撃の典型、防御の典型を学習させ、そ

の学習を生かした作戦を立てさせる。そのこと

によって、立てた作戦の「何をj、「いつJ使う

かという戦略の学習につながるような戦術学習

の指導内容について検討する。

以上の 2点を研究の目的とする。

研究方法

教材をホールディングバレーとし、攻撃の戦

術、防御の戦術の典型を学習させ、それをもと

に作戦を考えさせるような実験授業を計画した。

また、その授業中でのゲームについて、この授

業で子どもたちはどのようなゲームを展開して

いったのかというゲーム内容について分析を行

った。

結果及び考察

ホールディングバレーによる事前ゲームと事

後ゲームの比較より、次の結果が得られた。

攻撃側の攻撃の位置について、クラスAにお

いて事前ゲームでの攻撃場所は9箇所であり、

事後ゲームでは 18箇所と増加した。またクラス

Bでも同様に 9箇所から 17箇所へと増加した。

攻撃場所が増加しているということは、より多

くの作戦を子どもたちが考え、それを実行する

ことができるようになったと考えられる。

また、攻態場所の増加と同時に、パックアタ

ックを使うた攻掌の割合も増加している。パッ

クアタックについて、クラスAの事前ゲームで

は全攻撃回数67回に対し3固と全体の約4.5%

であるのに対し、事後ゲームでは 13回で全攻撃

回数 67回の約 19.4%と増加した。クラスBに

おいては事前ゲームでは全攻撃回数 61回に対

し2固と約 3.3%であり、事後ゲームでは 15固

と全攻撃回数82回の約 18.3%に増加している。

ゲームにパックアタックが出現したのは上記の

割合であるが、このことは子どもたちが自分た

ちの作戦の中の選択肢としてパックアタックを

使った攻撃方法を考えていたと考えられる。

本研究では攻撃の典型、防御の典型を学習し

た後、典型を応用して作戦を考えるという学習

を行わせた。典型の学習の経験が、作戦を考え

る際の材料となり、攻撃場所、パックアタック

の増加につながったと考えられる。またゲーム

を進めていく上で「どの作戦をいっ使い、誰が

打つj ということを考えることができるように

なったのではないかと考える。



2. 一般研究発表 (ポスタ一発表)
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嘉納治五郎『青年修養訓~ (1910年)にみる身体と鍛錬について

0海谷章子(福岡教育大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:身体の強健、運動遊戯、徳性

1.はじめに

本研究は、嘉納治五郎(18ω-1938、以下、嘉納と

省略する)の『青年修養語II.s(J910年)にみる身体と鍛

錬について考察をするものである。嘉納は、柔道の

創始者であり、 1893年より断続的に高等師範学校校

長、 1909年に国際オリンピック委員、 1911年には大

日本体育協会初代会長にも就任しており、教育界、

体育界においても役職を歴任した。嘉納は日本の青

年教育のあり方めぐって『青年修養訓』を執筆して

いることは周知のことであるが、その内容はこれま

での研究では十分吟味されているとはいえない。こ

の中で、嘉納がどのような青年を育てようとしてい

たのか、嘉納の身体観と鍛錬を中心に明らかにする。

2.嘉納の身体観一一身体の強健一一

嘉納は、青年に対し、家族、自身、他人、国家に

対する関係から身体の強健の必要性を述べている。

まず、嘉納は、家族との関係から、父母からいた

だいた身体を損ない傷つけないことは孝行の始めで

あり、さらに積極的に鍛錬し身体の強健にし、子孫

に対しても、両親の血を伝えるという点からも身体

の強健を計るべきだとしている。

次に、自分自身の関係からは、青年が最も大きく

かっ貴い事業を遂げるために必要な活力が宿るのが

身体であるため、他人との関係からは、日頃から身

体が弱いと仕事等で他人に迷惑を掛けるとして、身

体の強健の必要性を述べている。

さらに、国家との関係から、嘉納は、将来の日本

を背負うべき青年が強い意志を持って身体を強健に

することによって、精神面では活動力が増進し科学

や工芸などが盛んになり、身体面では国家の自衛力

となるといった効果があると述べている。この当時、

我が国と他の列強国との関係は親密で平和であった

が、他方で各国が自衛上軍備を設けるには国民の体

格を良好にすることが一つの手段であった。しかし、

日本国民の体格は他国と比べ誇るに足りないとして、

嘉納は、青年は身体の健康・強壮を意識すべきだと

述べている。

3.嘉納の鍛錬と運動遊戯

嘉納は、青年に対し、身体の鍛錬を行う場合、本

来の目的に沿った方法を選び、少し余裕な時間でも

運動をするよう心掛け、運動遊戯を身体のためだけ

でなく道徳上品位上の修養に役立て、さらには運動

習慣を生涯にわたって継続してほしいと述べている。

嘉納は、身体鍛錬の方法として運動遊戯を挙げて

いるが、嘉納によると、運動遊戯は、精神の疲労を

回復したり、身体を一層強固にしたりする等のため

という本来の目的だけでなく、様々な徳性を養うこ

とができるという。嘉納のいう運動遊戯は、例に端

艇・野球・庭球等を挙げていることから、今日でい

うスポーツであることが推測できる。運動遊戯が盛

んになって生じた対校競技もまた、徳性を養う上で

効果があると嘉納は述べている。この徳性とは、周

密・精確・和順・礼譲・正義・勇気・機敏・協同等

や、対校競技においては、愛国心と同じような愛校

心を激励して献身的精神を発陣すること、相手との

聞に勇気・温情・雅量・儀容を失わないようにする

武士的行為を体現することなどと嘉納は述べている。

4.まとめにかえて

嘉納は、青年は、自分自身、家族、他人、国家に

対する関係から身体の強健を計るべきであると述べ

ていた。身体の鍛錬については、積極的に鍛錬し、

消極的に防衛し、それと共に精神の鍛錬も行わなけ

ればならないとしており、方法については、運動遊

戯、つまり今日でいうスポーツを行うことを挙げて

いた。嘉納は、運動遊戯および対校競技は、身体の

鍛錬はもちろん、様々な徳性を身につける上で非常

に有効であるとしていた。その徳性の中でも、愛国

心と同じような献身的精神を身につけることができ

ると述べていることからも、将来の日本を担う青年

において、身体の強健と鍛錬が必要であり、その方

法として運動遊戯が非常に有効なものであったこと

が、嘉納の身体と鍛錬から明らかになった。
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明治初期鹿児島藩・県における体操実施について
O竹下幸佑(福岡教育大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:鹿児島藩・県造士館体操

1.研究の目的

明治初期鹿児島務・県(明治4年の廃務置県まで

は務が存紛の教育は、藩校造士館を中核として行

われていた。造士館の教育の概要については、『鹿児

島県教育史』や『幕末教育史の研究三』をはじめ多

くの研究がなされている。しかし、明治初期鹿児島

藩・県における体操実施についての研究は見当たら

ないようである。そこで、本研究では、明治初期の

鹿児島藩・県における近代教育制度として、体操が

いかに実施されていたかを主に明治4年11月の『鹿

児島敬県)通達集』や『公文録』を用いて明らかに

する。

2.幕末明治期の鹿児島藩と造士館

薩摩藩の造士館には、演武館が併設され、創立当

初から剣術・柔術・弓術・槍術・馬術・犬追物など

の武芸が行われれ九『造士貧富演蹴誌'~ (安政 4

年)には、演鵡官での武術の修練 4平常のIL4号など

細部についてまで定めるべきであるということ、治

乱の世の中の政治に熟達するために武術の稽古が必

要であるということが記述されている。

明治初期、鹿児島藩は静岡務沼津兵学校の新学制

をもとに近代学校制度を根本的に改革した。鹿児島

藩は、沼津兵学校から沼津兵学校教授で同校付属小

学校頭取哲也新十郎とその長子体操教師蓮池源吾等

を迎えいれた。彼らの意見に基づいて従来の和・漢・

洋三局鼎立の制が改められ、本学校一小学校制が確

立された。

3.明治初期造士館における体操について

明治3年10月2日 (1870年10月26日)、太政

官から兵制を改め、陸軍はフランス式、海軍はイギ

リス式との通知が正式になされた。陸軍の兵制は、

イギリス式から兵士の身体能力発達のためのギムナ

スティークを含むフランス式へと転向した。鹿児島

藩においても同様に、明治3年 10月2日、島津忠

義が陸軍はフランス式、海軍はイギリス式を敷くこ

とを発令した。このように、陸軍の兵制がフランス

式であったことから、フランス式の軍事学校である

三兵士官学校が、郵同(1867)年6月陸軍所に設

立された。三兵士官学校では、歩兵、砲兵、騎兵の

演習が行われた。その後、三兵士官学校の性格は、

静岡藩の沼津兵学校へと受け継がれた。沼津兵学校

は、明治元年 12月に静岡藩が陸軍の士官を養成す

るために設立した兵学校であり、体操も実施されて

いた。鹿児島藩は、沼津兵学校に倣って新制度を確

立したので、明治初期の造士館における体操におい

ても同様に、沼津兵学校に倣って行われたと考えら

れる。

『鹿児島甑県}通達集』には、「郷校(普通小学校)

より教師を人選して算術の専門の教え方を学ぶため

に本学校に来るべきである。ただし、体操も兼修す

ること。Jと記述されている。これは、算術と体操の

教育が重要であったことを示している。さらに、体

操は明治4年に本学校(造士館)と郷校で実施され

ていたということがわかる。当時の造士館の役割は、

中等教育の実施と郷校の教師の養成であった。当時

は、非常に多くの教師が算術と体操の教え方を学ぶ

ことを望んでいたことがうかがえる。鹿児島県は、

地域の要求に応じて体操指導者をU商量した。『桂久武

日記』によると明治5年2月30日に、割減の地頭

であった桂久武は、体操が都城のいくつかの郷校で

実施されていたことを示しているロまた、明治 4

(1871)年7月27日に、鹿児島県は、鹿児島市中

の郷校の多くの生徒に水泳の指導をするために、鹿

児島湾付近の水泳場の開設を宣言した。さらに、『公

文録~ . WJII辺村郷土史』には、明治 5(1872)年 6

月 23日巡幸中の明治天皇が、鹿児島市内の本学校

にて体操・剣術を視察したことも記述されている。

巡幸の際に、明治天皇に披露したということは、少

なくともそれ以前から体操の訓練が十分になされて

いたことを裏づけている。

4.まとめにかえて

このように、鹿児島藩における体操は、明治5年

の学制以前から沼津兵学校に倣って行われていた。

体操は遅くとも明治 4年に本学校(造士館)と郷校

で実施されていたといえる。



35 

大村藩士渡遺昇と藩校五教館改革の武術思想史的考察

一一藤田東湖『回天詩史』並びに『常陸帯』の剣術思想を手がかりに-

0田端真弓(福岡女学院中学校・高等学校) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:大村藩藩校改革藤田東湖回天詩史常陸帯

1.研究の課題とその意義

本研究は、幕末期の大村藩士渡漫昇 (1838・1913、

以下、昇と略する)と大村藩における藩校改革につい

て、藤田東湖(180ι1855)による『回天詩史』と『常

陸帯』の恩想、特に日本古来の武術重視の思想、とい

う観点から考察しようとするものである。大村藩に

おける藩校は寛文年間の集義館を前身として創立さ

れ、寛政2年に五教館として開校された。渡漫昇も、

藩校五教館で学んだ藩士の一人であり、藤田東湖の

『回天詩史』に感慨し、影響を受けた人物である。

彼は幕末期には圏内の情勢をいち早く察知しようと

努め、元治元年(1864)の藩校改革文書『両館御改革』

を起草した。この藩校改革において、彼は剣術、槍

術、馬術といった日本古来の武術を重視した。それ

はいかなる理由によるものか、その根拠を探ること

を研究課題とした。日本古来の武術重視の理由を明

らかにすることは、幕末期のわが国の武術及びその

訓練のあり方とそれに関連する当時の日本人の心性

を考察することにつながる点で意義深い。

2. W回天詩史』及び『常陸帯』にみる剣術思想、

『回天詩史』によれば、藤田東湖は文と武の双方

を重視して修業した水戸藩士であり、特に剣術にお

いては徳川斉昭に仕える以前は神道無念流を修めて

いた。岡田十松の撃剣館では練兵館道場を聞いた斎

藤弥九郎と出会い、親交関係を結んでいた。また、

槍術の修業にあたっては実用を重んじていた。彼が

記した『回天詩史』は漢文体上下巻で記述されてい

るが、『常陸帯』は和文体上下巻の形式で記述された

書物である。これらは記述の形式こそ異なるものの、

その内容からして、ほぽ同一の内容が読み取れる。

『常陸帯』の「弘道館を建て給ふ事Jによれば、

水戸藩の藩校弘道館では剣術と槍術に精励する者を

多く賞賛し、剣術と槍術に関しては他藩から優秀な

師範を招いていた。水戸藩においては剣術と槍術は

特に重視されていたと考えられるのである。東湖は

『常陸帯』において、「剣術と槍術は日本特有の武術

であり、それらは他国よりも優れている。日本に生

まれた人々は大和魂を磨き、勇猛な武術を学び、ま

た邪教によって誘惑されることがあっても心を動か

されない力が求められている。外国人が押し寄せて

きた場合でも砲煙をくく*って突入し、槍や剣を打た

なければならない。神道は大和魂の根本であり、皇

国の活力となる。日本は神国であり、天皇は天照大

神の子孫である。日本の人々は神々とその子孫であ

る天皇を尊ばなければならない。幕末期、外国人の

到来や接近が頻繁に起こるような状況に置かれた日

本を保護するためには、大和魂を持つことと剣術、

槍術といった武術を学ぶことが不可欠である。Jと述

べており、勇猛な武術とは水戸藩で重視されていた

剣術と槍術と考えられる。すなわち、藤田東湖は『常

陸帯』において槍、剣といった日本古来の武術の必

要性を強調し、それらは外国人を撃退するための方

法のーっとして実戦で活用されるべきことを主張し

ているのである。日本古来の武術の必要性と嬢夷の

考え方に深く関連しているのが大和魂であるという。

3.まとめにかえて

西洋銃がすでに伝来している幕末期の時代におい

て、昇が藩校改革に際して日本古来の武術を重視し

たのは、まさに藤田東湖の『回天詩史』及び『常陸

帯』による影響であった。それらの書物に記された

思想とは、尊王あるいは勤王の志向を導く思想、であ

り、日本古来の武術の修業を行うことを強調するも

のであった。当時の諸藩の動勢を考えると、これら

は切り離すことのできないものであった。『回天詩

史』に感化された昇か濁王思想、に傾き、藩校改革に

おいて剣術、槍術、馬術のような武術を重視したこ

とは必然的なことであった。

【文献】(その一部)

藤田東湖梱天詩史J(福田家史料)安政三年対柿立史料館所蔵

藤田東湖『校定常陸帯三.a(田崎家史料) 対柿立史料館所蔵

大卒嫁史料『両館僻改鞄元治元年大村市立史料館所蔵
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いわゆる「強いチームJと「負けないチームJの意味の違い
0樋口亮(福岡大学大学院) 山下和彦〈福岡大学)

キーワード:r強いチームj、「負けないチームム打撃中心、守備中心

【目的】 点を置くかによって「強いチームJr負けないチ

野球界でよく耳にする言葉に、「負けないチー

ムJづくりがある。一体「負けないチームJとは

どのようなチームなのだろうか。また一方で「強

いチームJも目指される。「強いチームJと「負

けないチームJの違いは何か。はじめは、二つの

言葉遊びだけの違いと考えたが、言葉の使い方が

違う以上に、異なった二つのチーム像があると考

えた。今回「強いチームJ=オフェンス(打撃中

心)、「負けないチームJ=ディフェンス(守備中

心)のチームではないかと仮説をたて、チーム像

の違いは何か、そうした言葉で表現する指導者の

哲学とは何かを考察したい。

【考察】

指導者が現役時代にどのポジションを専門に

行っていたかにより、チームの特性が変わってく

るのではないか。たとえば、バッター出身である

指導者は打撃中心のチームとなり、ピッチャー出

身の指導者は守り中心のチームになる傾向があ

る。こうした点を、野球の特性にあてはめながら

考察してみた。野球は、他のスポーツと比べて異

なるルールが多い。たとえば、大半のスポーツが

得点はポールがネット、またはゴールに入ってカ

ウントされるが、野球はベースを踏んだ回数が得

点になる。また、ディフェンス、オフェンスを行

う時の用具・器具が異なっている。このように野

球には他のスポーツとは異なる特性が存在する。

野球はオフェンス(打撃)、ディフェンス(守備)

が他のスポーツとは異なるものと考えていいだ

ろう。確かに打撃が良いチームは相手より打って、

打って、打ち勝てば試合に勝てる。また守備が良

いチームは 1点を守って、守って、守り抜けば猷

合に勝てる。攻撃・守備のどちらかがずば抜けて

いれば、試合に勝てる確率は大幅にアップするの

である。そこで、監督が攻撃・守備のどちらに重

ームJの特徴が出てくるのではないかと考えられ

る。「強いチームJは個人バッターが強打を誇り、

大量得点に結びつける。しかし、打撃には「運J

もついてくることから、どこかチームとしてもろ

さがあるといえる。一方「負けないチームJは強

打こそないが、機動力を使い、チーム全員で 1点

を取りに行く。その 1点を守り抜く守備を兼備え

たチームといえる。

【結論】

「強いチームJと「負けないチームj、単に表

現だけが違うようだが、実際はチーム像が指導者

の意識のなかで異っている。 f強いチームJは強

打を誇り、野球で一番の魅力であるホームランを

打てるバッターが揃い、ある程度守備に問題があ

る選手でも打力があれば打ち勝つ魅力のあるチ

ームである。しかし「強いj という言葉はただの

形容詞であり勝負事やゲーム(試合)に必ずしも

“勝つ"ことを意味しない。すなわち「強いチー

ムjは負けることもあるし‘敗北'の可能性を秘

めている。一方、「負けない」という言葉は「負

けるJという動詞の否定形であり‘敗北'の可能

性をゼロにしている。つまり‘勝利'を絶対的に

確定させる言葉である。守備は練習すればするほ

ど安定さが増す。安定しているチームが勝てるチ

ーム、つまりそれが「負けないチームJ守り抜く

チームである。指導者の「強いチーム」と「負け

ないチーム」これらの言葉には指導者たちのチー

ム像と指導哲学が包含されているのである。

{主要参考文献】

①『遺言』川上哲治(文芸春秋)2001，5 

②『勝つための条件~徹すれば壁は破れる""~

川上哲治(ごま書房)1986，2 

③『野球はなぜ人を夢中にさせるのか』

佐山和夫(河出書房新社)2000，4 



ヨーガにおける身体観についての一考察

O山野華奈(福岡大学大学院)山下和彦(福岡大学)

ヨーガ、身体観、パンチャ・コーシャ

【目的】

現代、私たちは外の世界に目がむいている。お

いしいものが食べたい、また、高価な車がほしい、

いい家に住みたい、いい職につきたい、などこれ

らの欲はすべて外に目が向いている結果生じるの

である。これらの結果、心身症の患者が増大し、

自殺者が増えてきている。

そこで、大事なことは自分の外にばかり目をむ

けず、自分の内に目を向けること、自分の内に向

かうということである。この研究はこの自分の内

に向かうこととはどういうことなのかをヨーガの

身体観から明らかにすることを目的とする。

【ヨーガとは】

『ヨーガとは心の働きを止滅することである。』

(ヨーガ・スートラ 1-2) 

心の働きについて、次の五つを挙げている。

①正しい知識②誤った知識③観念的知識④睡眠

⑤記憶、これらの心の働きを抑止して、消滅させ

る心理操作がヨーガである。ヨーガ心理学で心素

(チッタ)というときは、深層心理を含めたすべ

ての心理の根源であるものを意味している。

『心の働きが止滅されたときには、純粋観照者た

る真我(しんが)は自己本来の態にとどまること

になる。~ (ヨーガ・スートラ 1-3) 

真我とは、独立自在な絶対者で、時間、空間の

制約を受けず、つねに平和と公明に満ちた存在で

ある。これが各人の真実の我の本来の在り方なの

である。ヨーガのねらいとするところは、真我の

独存を実現することにある。インド思想一般の言

葉で言えば、ヨーガの目的は解脱にあるのである。

【ヨーガにおける身体観とは】

古ウパニシャツド聖典の一つにタイツティリー

ヤ・ウパニシャツドがあり、そこにヨーガにおけ

る身体観が fパンチャ・コーシャ(人間五蔵説)J

(人聞を五つの鞘で考える)と説明されている。

【パンチャ・コーシャとは】

く1>食物で維持されている肉体の層である食

物鞘、 <2>生命のエネルギーである「プラーナ

(気)Jが流れるイメージとしての体の層である生

気鞘、く 3>外界の対象に反応し、五感の情報に

左右される心である意思鞘、く 4>心や記憶をコ

ントロールする知性であり自己である理智鞘、く

5>一番奥にあり、その自我を超えて無限なる宇

宙とつながり、歓喜と自由と宇宙的智慾に満ちた

生命そのものである歓喜鞘となる。

中心の歓喜鞘に行くほど微細でエネルギーが高

くなる。さらに歓喜鞘の中には内的心理器官であ

る、我執(アハムカーラ)と心素(チッタ)があ

る。我執は「私Jという思いをあらゆる心理作用

に付着させ、心素はあらゆる心理作用を保存する

記憶袋として機能している。ヨーガの行法はこれ

ら五つの鞘に対応した行法として開発されてきた

のである。

【まとめ】

今日における心身の病気は外界に目を向かされ

て生じている。よって、自分の内に目を向ける必

要がある。ヨーガの身体観から、自分の内に目を

向かうとは、人間存在の五つの鞘を食物鞘から歓

喜鞘まで!頓に霊視していき、自分本来の心身に戻

すことである。

現代の世を生きていくため、有り余る情報に溺

れないためにも自分の内に目を向けることが重要

であろう。そして、病気の様本は自分の内にある

ことに気づくことが必要になるであろう。

【参考文献】

木村一雄『魂の科学』たま出版

佐保田 鶴治『解説ヨーガ・スートラ』平河出版

社

37 



38 

集団凝集性を構成する要因の再検討

0織田 憲嗣(福岡大学大学院) 山本勝昭(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:集団凝集性因子構造課題凝集性対人凝集性

緒言

競技スポーツ集団において，選手個々がチームに対

してコミットし，チームとして個々が円滑に相互作用

することは個人のパフォーマンス，チームのパフォ

ーマンスを十分に発揮する上で重要であると考えられ

る.そのようなチームのまとまり感を示す棺捻として

集団凝集性が挙げられる.集団凝集性に関する先行研

究では集団が構成される過程は，課題達成志向一社

会情緒志向の2次元に分類されると考えられており，

数多くの研究で検証されている(畑伽'SOn，1975; 

Carron， 1982; Widmeyl町:etal，1985など).この構成概

念を理論ベースとして作成されたスポーツ場面におけ

る尺度としてCarronら(1985)が作成したGEQ(Group 

En由 runen阻lQ邸伽naire)挙げられる.GEQでは，

課題凝集 ('11獄 co協同)と対人凝集 (Sω凶

Cohesion)の 2次元を，個人にとっての魅力と全体の

まとまり感から測定しており，オづ示な信頼性、妥当性

が検証されている.その後の研究においても

Carron(1985)の集団凝集性モデルをもとに，数多くの研

究がなされており，スポーツ場面における集団凝集性

を測定する際，最も用いられている尺度のひとつであ

る.

本国における集団凝集性の研究では，阿江(1986)

が羽恥Ison(1984)のモデルを適応させ尺度の検証を行

っているが，このモデルは多次元であり，課題一対人

の2次元要因用いた研究は皆無と言ってよいlまどなさ

れていない.そこで本研究では GEQの因子構造が日

本人を対象とした場合においても適応可能か検証する

ことを目的とした.

方法

調査対象者;体育会系学生380名

(男性342名;19.4::t: 13歳，女性38名;19.5::t: 1.4歳)

競技種目はゴルフ，テニス，陸上，野球，サッカー

など多種目にわたる

調査期間;平成17年9月--12月

調査内容;フェイスシート， GEQ 

調査は調査者自身が菌甜し実施・回収を行った

結果と考察

日本人を対象とした場合における GEQの因子構造

を梯すするため，反復主因子法，プロマックス回転に

よる因子分析を行った.固有値1.0以上の基準で因子

を抽出した結末 1因子が抽出された(表1).次に尺

度の信頼性・妥当性を検証したところ，クロンパック

α係数は.91と十分な信頼性は得られたが，妥当性に関

しては検翻句因子分析の結果，十分な適合度が得られ

なかった (GFI=.74，AGFI=.“反MS臥 =.117，CFI=.80). 

因子分析の結果より， GEQの課題ー対人凝集2次元

構造は認められず，日本人における集団凝集性は1因

子構造であることを示唆する知見が得られた.

a11.因子分続飽暴

aIJJ- 質問項目 因子1 因子z
15 われわれのチームは、シーズン1・フの時でもシーズン中のよう広みんなと.N;に過ごしたいと思っている 0.88 -018 

17 われわれのチームは、隊合や線旬以外の時でも仲良しだ 0.81 -005 

11 われわれのチームは、それぞれで外出するよりもチームの仲間と外UIすることを好む 0.75 0.10 

10 われわれのチームは一段図制して日舗を途成しようとしてし唱 0.73 0.29 

18 われわれのチームのメンパーは、隊合や練習時に、それぞれの役割や責任などを自由に儲し合う 0.71 -003 

? チーム以外の者との付き合いのよりもチームメンバーとの付き合ゐ、めほうが織しい 0.68 0.11 

16 われわれのチームは、活動の中で、何か問題のあるメンパーが生じた時‘ "itJC仲間になれるよう全員でそのメンパーを助ける 0.68 0.08 

9 このチームでの活動は自分が所属してL、る集問のゆでも念も大切な銀1.• 1のひとつである 0.66 0.37 

13 われわれのチームは、全員一緒に=ンパ〈欽み会】などをよ〈閲〈 0.64 -0.01 

チームのメンバーとの付き合いは療しい 0.62 -0.19 

14 われわれのチームのメンパーは、チームのパフォーマンス目録~I一敏している 0.58 -0.13 

mしい友人がチームの中に敏人L、る 0.55 -0.09 

6 このチームは自分の銭術を伸ばす備会を十分に与えて〈れている 0.45 0.47 

チームが隊合に島とうとする怠欲に満足してL、る 0.45 0.16 

s このチームのプレースタイルが気に入っても、る 0.45 0.75 

12 われわれのチームは、試合で負けたり成績が思わし〈ない時は、いつでもチームの責任だと考える 0.43 0.00 

シーズンが終わって、チームのメンバーと会わな〈るとZ認しい -0.12 

lit合の時、自分の出品倍障害問に測起してゐ、る 0.07 

R' 0.38 0.07 

α 0.91 
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一般大学生における競技社会的スキルと日常社会的スキルの関係

0杉山佳生(九州大学)，李美淑(韓国体育大学校)

キーワード:競技社会的スキル，一般社会的スキル，一般大学生

【目的】

近年，スポーツを通じて日常の社会的スキルや

ライフスキルを向上させようとするプログラムが

開発され，活用されてきているが，このようなプ

ログラムをより効果のあるものとするためには，

スポーツ場面におけるどのような社会的スキルが

日常の社会的スキルに般化する可能性があるのか

を明らかにしておくことが期待される.そこで本

研究では，スポーツ競技場面の社会的スキルと日

常場面の社会的スキルとの関係を分析し，そのつ

ながりの構造を明らかにすることとした.

【方法}

1.対象

調査は，体育の授業(必修及び選択科目)に参

加していた一般大学生に対して実施し，以下に示

す質問紙に回答した 315名(男 251名，女 64名)

を分析の対象とした.平均年齢は， 18.8歳(SD=I.2)

であった.これらの学生は，少なくとも体育の授

業において，何らかのスポーツ活動の経験を有し

ていた.

2.調査内容

以下の 2種類の質問紙を実施した.

1)競技社会的スキル尺度

杉山(1999)が作成した，競技場面における社

会的スキルを測定する尺度である.4下位尺度(表

出力，解読力，社会的自己コントロール，相手へ

の対応)16項目で構成され，回答は 5件法で行わ

れる.本研究では，各下位尺度の得点を 1項目あ

たりの平均としたため，最低 1点，最高 5点とな

っている.本研究のサンプルにおける各下位尺度

の信頼性係数 (α)は， .681-.844であった.

2)一般社会的スキル尺度 SSI

Riggio (1986)が開発し，梅野(1988)が日本

語版を作成した，日常場面での社会的スキルを測

定する尺度である.情緒的表現性，情緒的感受性，

情緒的コントロール，社会的表現性，社会的感受

性，社会的コントロールの 6下位尺度で構成され

ており，回答は 5件法で行われる.オリジナル版

は各下位尺度 15項目からなるが，本研究では，各

4項目の短縮版を用いることにした.短縮版作成

にあたっては，植野(1988) における因子負荷量

及び意味を考慮して項目を選抜した.ただし，内

的一貫性を確保するため，情緒的表現性と情緒的

感受性において，それぞれ 1項目を除外した.そ

の結果，各下位尺度の信頼性係数 (α)は， .663 

-.845となった.下位尺度得点は， 1項目あたり

の平均とした.

【結果と考察】

競技場面での社会的スキルのどの因子が日常場

面での社会的スキルを規定しているのかを明らか

にするために，競技社会的スキルの各下位尺度を

説明変数，一般社会的スキルの下位尺度を基準変

数として，重回帰分析(ステップワイズ法)を行

った.表 1は，標準偏回帰係数及び重相関係数を

一覧にしたものである.これらの結果は，以下の

ように要約することができる.

-競技場面での表出性や社会的自己コントロール

能力は，日常場面での情緒的及び社会的表現性や

コントロールと有意に関係している.

-競技場面の解説力は日常場面での非言語的(情

緒的)な社会的スキルとは結び、ついているが，言

語的な社会的スキルとの関係は弱いようである.

表1 競技社会的スキルと一般社会的スキルの重回帰関係

一般ス社キル会的
館技社会的スキル

社U会M的4自己 相手対応への
R 

表出力 解説カ

情緒的表現性 .392** -.374・・ .373・脅
情緒的感受性 .389・・ .389・・
情緒的J/~D-.a. -.257** .343・* .207** .387** 

社会的表現性 .418・・ .418・*
社会的感受性 .135* .135・
社会的Jì~D-.a. .407・・ .173・* .制1・・
ステップワイズ法"p<.Ol..p<.05. 
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大学生のスポーツ行動意図を規定する要因

-TPB理論に準拠して一

0河津慶太(九州大学大学院)，杉山佳生(九州大学)

橋本公雄(九州大学)，山崎将幸(九州大学大学院)

キーワード:大学生 TPB理論入部意図

【目的】

近年、大学において学生の運動部入部の減少

と、それとは反対に同好会・愛好会などのサー

クルへの入部の増加傾向が見られる。これは九

州地区大学体育大会への参加者数の減少の問題

に関連し、引いては九州地区体育協議会の衰退

を招きかねない深刻な問題である(橋本ら，

2003)。この現象に対策を講じるため、大学生の

運動部(ここでは体育会系運動部、サークルを

すべて含む)への入部のメカニズムを解明する

ことが必要であると考えられる。

そこで、本研究では学生の運動部への入部意

図を規定する要因を探索することを目的とする。

【方法1
1.対象および調査時期

K大学新入生 1262名(男子 774名、女子488

名)を調査対象とし、平成 15年 4月中旬、 5月

下旬に調査した。

2.調査項目

対象の入部意図、入部行動、運動・スポーツ

に対する態度、主観的規範、コントロール感、

ソーシヤルサポート、バリア、運動部に対する

イメージ、学生生活に対する意識、自己鍛錬性、

自己主張性である。

バリアは f体力(α=.73)Jr環境(α=.59)Jr金
銭(α=.4l)Jの 3因子、 8項目からなる尺度であ

る。

運動部に対するイメージは「自由(α=.86)jr温
かさ(α=.78)jr不真面白(α=.72)jの 3因子、 15

項目からなる尺度である。

自己鍛錬性は「向上心(α=.80)jr規律(α=.59)J

の2因子、 8項目からなる尺度である。

3.分析

入部意図を従属変数とした階層的重回帰分析

を行った。第 1段階で TPB理論にもとづいた変

数を投入し、第2段階でその他の変数を投入し、

入部意図に対し規定力のある要因を探索した。

次に χ2検定を行い、 入部意図と実際の入部行

動の関係性を検討した。

【結果と考察】

結果は表 1のようになった。態度や行動のコ

ントロール感に比べ、主観的規範やソーシヤル

サポートが入部意図に高い影響を及ぼしている。

この結果から、学生の入部意図は、他者との関

係性に影響されるものであることが示唆される。

これは、学生の特徴というよりも、日本人全体

に当てはまる、文化的な傾向のように思われる。

また、 χ2検定の結果、「入部している」群で

「入部するだろう Jと答えた割合が有意に高い

可能性が示唆された(pく.01.)。このことは、入部

意図が入部行動の決定因になりうるということ

を示唆するo

表1重回帰分析結果(標準偏回帰係数、重決定係数)

独立変数 STEP1 STEP2 
態度 .185紳 .122株
主観的規範 .255紳 .190帥

コントロール感 .190榊 .142柿

サポート .175紳
金銭バリア .064* 
体力バリア ー.060*
向上心 .048 
不真面目イメージ .046 
規偉 .042 
自己主張 ー.033
生活意践 .031 
環境バリア ー.030
自由イメージ ー.028
温かさイメージ .013 

R2 .225林 .271紳

柿 :p(.0 1 *pく.05
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モチベーションビデオの心理面およびパフォーマンスへの効果

-modelingの違いによる探索的検討一

O山崎将幸(九州大学大学院)，杉山佳生(九州大学)，永尾雄一(九州大学大学院)

キーワード:sdt二modcling.pl!Cトmodding.大マ:ノ汁Jミントン選手

[目的}

近年，競技場面において，ビデオ等の視聴覚

機材を導入することによる心理的効果が注日さ

れている(Iveset. al.， 2002).永尼 (2003)は，サ

ッカー選手やノくスケットボール選手を対象に，

競技場而での良いプレイのみを集めて，編集し

た動機づけビデオを適川した.試合liijに動機づ、

けビデオを視聴させることによって，試合に対

するモチベーションに効果的であったことを報

告している.この動機づ‘けビデオの広{淀となる

理論的背誌として self-modelingが考えられる.

self-modelingとは， Dowrick (1991. 1999)が定義

したものであり，選手IJ身のプレイをビデオ等

でモデリングすることによって，心sH変数のrirJ

上に効果的であるとされている. 11 JI附 (2006)

は， self-modelingに準拠したモチベーション(動

機づけ)ビデオを人:I:)!:バドミントン選子に応用

した.その結果，モチベーションやセルフェフ

ィカシーといった心月!変数の向上にf*い，パフ

ォーマンスの|白)J-.もみられたと斡liltしている.

J 方， Gouldら (1981)は，スキルレベルが同

等の他行をモデリングする peer-modeling も

self-modelingと同様の効果があると特t汗してい

る. しかしながら， self二modeling ビデオと

peer-modelingビデオの効果を比較した研究は見

あたらない.

以上の先行研究を鑑み，本研究では，大学バ

ドミントン選手 を 対 象 に ， 試 合 前に

self-modelingビデオ，または peer-modelingビデ

オを視聴させることによる心理.的効果およびパ

フォーマンスの比t絞検討を行うことをn的とす

る.

【方法1
1.調査時期:2006年 5)j K リーグ

2. 調査対象者

K大学バドミントン部 7名(平均年齢 19.4:t 

1.27才，平均競技年数 8.4:t3.05年)

3. 心用学的測度:PCI for motivation video 

4. ノミフォーマンス測度:成功ショット本t}:ru

【結果]

PCI for motivation video4附子を従属変数とし，

群 (2) x H約百1(2) の多変量分散分析を行った.

その結果般的活気と技術効力感で，交正作

川の有意傾向がみられた. (図.1) 
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[ ，考察l
self-modelingビデオと peer-modelingビデオで

は， self-modelingビデオのほうが選手の心開而

に好影響を及ぼす司能性がポ唆された.このこ

とは， Hosfordら(1983)の「モデルの究極の類

似性は自己J という見解と一・致しており，スキ

ルレベルが同等の他者をモデリングすることよ

りも，選手自身をモデリングすることのほうが

効果的で‘あるといえる.今後は，対象者数を明

やして，さらなる検討を行う必要があるだろう.
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幼児における一過性の身体活動が感情に及ぼす影響

ーノ〈ウムテスト適応の有効性一

0宮崎梓(九州大学大学院)， 0橋本公雄(九州大学)0佐藤恭子(九州大学大学院)

キーワード:幼児感情身体活動バウムテスト

目的

一過性の身体活動が感情に及ぼす影響をみた

研究は，これまで数多くなされ，身体活動の心理

的効果が明らかにされている.しかし，これらの

研究は，成人・青年・児童を対象とした研究が多

く，幼児に焦点をあてた研究は少ない.その理由

のーっとして，幼児を対象とした場合，言語能力

の問題があり，直接質問紙で測定することがで

きないことがあげられる.そこで，幼児の感情状

態を評価する方法として絵画方法に注目した.

心の深層をみる方法として投影法の lつであ

るバウムテストがよく用いられている.幼児の

身体活動に伴う感情の変化をみる方法としてこ

のパウムテストが利用できるかもしれないと考

えた.岡田ら(I990) は，高齢者を対象にして身

体活動の前後でパウムテストを実施し，木の大

きさの変化を質的にみて，身体活動の心理的効

果をみている.パウムテストは，言語能力を必要

としないので幼児にも適応できると考えられる.

本研究では，幼児を対象にして，一過性の身体活

動による感情の変化をみるために，バウムテス

トが使用できるかどうかを検討する.

方法

1.対象者

調査対象は、保育園に通う幼児 70名である

2.調査時期

2006年 5月の中旬と下旬に実施した.

3.調査項目

設定保育時間にパウムテストと身体活動(屋

外・室内)を行った.

1)パウムテスト

パウムテスト用の紙 A4用紙と，鉛筆を配布し，

「今から、実のなる木を一本書いてくださいJ

と教示し，身体活動の前後に実施，回収した.

2)身体活動

屋外と室内での身体活動の違いの効果をみるた

めに，内容を統制した.

屋外:身体活動を伴うもの(鬼ごっこ リレー)

鬼ごっご8分X2回，休憩5分，リレー5分X2回

室内:身体活動を伴わないもの(折り紙絵本)

絵本読み 5分X2回， 休憩 5分， 折り紙20分

3.樹木の面積の算出法

幼児が描いた木を枠で囲みその囲んで出来

た図の縦の長さと横の長さを測り，縦X横で面

積を算出した.

結果と考察

身体活動に伴う樹木の大きさが，どのように変

化するのかを調べるため，樹木の面積を従属変

数，場所(屋外・室内)と時間(前・後)を要因

とする繰り返しのある 2要因の分散分析を行っ

た.その結果，時間の主効果のみ有意であった.

屋外(身体活動あり)でも屋内(身体活動なし)

で、も，preとpostで樹木の面積が増加し，身体活

動の効果は示唆されなかった.その理由として，

友達と共に活動することで幼児問での「楽し

しリ等のポジティブ感情があがったのではない

か?と思われる.より詳細に差を見るために，今

後は，統制群として非活動群が必要である. 

...- ー・ |土み|

前後

(F (1，69) =14.25， p<.05) 
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保育園の自由保育時における遊びの好みと社会性の関連について

0佐藤恭子(九州大学大学院)，橋本公雄(九州大学)，宮崎梓(九州大学大学院)
キーワード:幼児 自由保育遊び社会性

【目的】

近年，少子化や都市化の影響を受け，子ども

の遊びに関する「時間・空間・仲間Jの3つの

聞が減少している.それに伴い，子どもたちが

遊べない，遊びにくい社会になっているといわ

れている. (森ら， 2002) しかしながら，幼稚園

指導要領などの中では， r遊びを通しての総合的

な指導Jが重視する項目であり，保育園・幼稚

園の園生活は遊びがとても重要な役割を担って

いる.松浦 (1988)は，子どもの (4-6歳)運

動能力と社会性の関連を検証しており，運動能

力が高い子どもほど社会性も発達していること

が認められている.そこで，本研究では，先行

研究を参考に，日常的な保育場面において，運

動能力にかかわらず身体活動を含む遊びの好み

と社会性の関連について検証することを目的と

した.

【方法1
1.対象および調査期間

山口県の保育園に通う幼児77名(男児39名、

女児 38名)を調査対象とした。調査期間は平

成 17年 5月中旬である.

2. 調査内容

自由保育時における遊びの測定はスズケンの

ライフコーダ EXを使用し活動量を測定した.

自由保育の時間は朝，登園してから設定保育

が開始されるまでの約 1持間である.また，

幼児に聞き取り調査を行い，室内遊びと外遊

び，一人遊びと友達遊びのどちらが好きか，

および保育園で最も好きな遊びは何かを質問

し，回答してもらった.社会性については rTS

式幼児・児童性格診断検査Jの社会性 10項目

を保育者に回答してもらった.

【結果】

運動量を従属変数，社会性得点の合計を独立

変数として単回帰分析を行った。その結果、独

立変数の偏回帰係数は 0.23(t=2.06， pく. 05) 

で、あった. したがって，運動量に及ぼす社会性

得点の効果は有意である. しかしながら，その

予測力は弱し、結果となった.

また，社会性得点と外遊び，室内遊びと一人

遊びのどちらが好きかのー要因の分散分析を行

った.その結果，外遊び室内遊びに有意差が見

られた. F(1，75)=10.757， Pく.002
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図l 社会性得点と活動量の関係

幼児の自由保育時に遊びにおいて，活動量と

社会性には弱いながらも影響がみられ，松浦

( 1988) の先行研究を示唆している. しかしな

がらその説明力が弱いのは，保育者や友達同士

の関わり，園の環境など他の様々な理由が考え

られる.今後は具体的な遊びの分類と社会性と

の関連等を検討していくことを課題としたい.
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小学校環境の認知を測定する尺度作成の試み
一信頼性・妥当性の検討一

0藤原大樹(九州大学大学院)，橋本公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:尺度作成小学校環境の認知身体活動

目的

これまでの身体活動の決定因研究では、身体

活動に影響を与える要因として、心理的要因、

社会的要因、物理的環境要因となどとの関係が

明らかにされた。この中で、身体活動と心理的

要因、社会的要因との関係についてのプロセス

研究はなされているが、物理的環境要因との関

係に関する研究は少ない。その理由として、環

境の定義が難しいことがあげられる。本研究で

は、環境の認知と行動の観点から、物理的環境

と身体活動の関係を調査するために、小学校環

境と休み時間の身体活動の関係に焦点を絞り、

小学生の学校環境の認知に関する尺度作成を行

うことを目的とした。

方法

1. 対象及び調査期間

平成 18年 7月中旬に、熊本県の 3つの小学校

の小学生 290名に調査票を配布・回収し、資料

の完全な 271名(男 137名、女 134名)を分析

の対象とした。

2.調査内容

質問紙によって、身体活動に影響を与えると

考えられる小学校環境の認知について調査した。

質問項目は、運動場、遊び道具、遊具、補助施

設(トイレ、水のみ場など)など 24項目により

構成された。

結果と考察

身体活動に影響を与える小学校環境の認知の

因子構造を明らかにするために、 24の質問項目

に対して、因子分析(主因子解・プロマックス

回転)を行い、 4因子を抽出した。

第 1因子は、遊具・遊び道具の締麗さなどに

関する 5項目により構成されているため、「施

設・設備の整備因子Jと名づけた。第2因子は、

遊び道具・遊具の数、遊び道具の状態などの 5

項目から構成されているため、「施設・設備の利

便性因子」と名づけた。第3因子は、整理整頓

に関わる 1項目からなるため「遊び道具の整理

因子j と名づけた。第4因子は、教室から遊び

場所までの移動と遊び場所からトイレまでの移

動という 2項目から構成されているため、「施設

へのアクセス因子」と名づけた。この 4因子 13

項目によって、小学校環境の認知尺度 rSchool

Environment for Physical Activity Scale (SEPAS)J 

を作成した。

次に、これらの因子の内的整合性を明らかに

するために、 1項目からなる「遊び道具の整理

因子Jを除く、 3つの因子の α係数を算出した。

α係数はそれぞれ、 .705(施設・設備の整備因

子)、 .678(施設・設備の利便性因子)、 .516(施設

へのアクセス因子)であった。

これらの因子は、施設・設備が締麗に整えら

れているか、施設・設備が十分にそろっており

使い勝手が良いか、施設への移動が簡便か、用

具が整理整頓されているかに関わる内容であり、

子どもたちにとって体を使って遊びやすい環境

がどのようなものかということと関連している

ことが伺える。今後、これらの因子が行動とど

のように関係しているか分析する必要がある。

本研究で作成された SEPASは、因子を構成す

る項目数が不揃いで、「施設・設備の利便性」と

「施設へのアクセスJの内的整合性がやや低い。

よって、尺度項目の再検討をする必要があり、

今後の課題として残された。
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高齢者の認知機能における運動の効果

ーストループ課題を用いて一

0堀田 亮(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学)

キーワード:認知機能選択的注意力加齢運動ストループ課題

目的

近年，急激な高齢化に伴い、要介護認定者数が増

え，身体的な側面だけでなく、認知的な側面の衰え

に対するケアの必要性が指摘されるようになってき

ている.そして、その認、知の衰えを予防するために，

運動が効果的であるということが言われている.

そこで本研究では、まず若者と高齢者を対象とし、

認知機能の一側面である注意、その中でも選択的注

意力に着目し、その力が加齢に伴い衰えるかどうか

について比較検討する.続いて、運動の効果を調べる

ために、 3ヶ月の運動教室に参加した同一の高齢者

を対象に認知機能(選択的注意力)の変化を測定し、

検討する.

方法

1. 対象者

対象者は、 21歳から 30歳までの若者 13名と 62

歳から 74歳までの高齢者 10名であった.

2. 調査項目

調査は、選択的注意力の測定が可能な新ストルー

プ検査II (箱田・渡辺著， 2003)を用いて行った.

この検査は、次の4つの課題条件から成る.

全住1:黒インクで書かれた左にある文字が意味す

る色を右側の5種の色パッチの中から選び，印をつ

ける.

金色1:インクの色と文字の組み合わせが不適切な

色文字の文字が意味する色を右側の色パッチの中か

ら選ぴ，印をつける.

金生1:色パッチの表す色名語に印をつける.

金生丘:インクの色と文字の組み合わせが不適切な

色文字のインクの表す色名語に印をつける.

3. 分析方法

若者と高齢者の認知機能の違いを比較検討するた

めに、年齢ωx条件(4)の2要因分散分析を行った.

同様に、高齢者の運動教室前後の認知機能を比較検

討するために、時期ωx条件(4)の2要因分散分析を

行った.

結果と考察

分析の結果、年齢と条件の交互作用に有意傾向が

見られたσσ，63)=2.斜0，p=.0726). また、年齢の主

効果におし、て有意差が見られたσ(1，21同 3.830，

pく.05). このことから、いずれの条件においても若

者のほうが高齢者より認知機能が優れていることが

明らかになった.

さらに、高齢者の運動教室前後の認知機能を比較

した結果、時期と条件の交互作用に有意傾向が見ら

れた(F(9，81)=1.839，p=.0736).また、時期の主効果に

おいて有意差が見られた(F(3，27)=29. 802， p<.05).結

果を図に示す.これらのことから、いずれの条件に

おいても、運動教室後のほうが認知機能は改善され

ていることが明らかになった.

本研究の結果、高齢者は若者に比べ選択的注意力

が低下していることが示された. しかし、その一方

で，定期的な運動が認知機能を有意に改善させた.

これは、加齢lこ{料、認知機能の低下は起こるが、運

動によりその衰えを補完することができる可能性を

示唆していると考えられる.

今後は，対象者を現在増え続けている要介護認定

者にまで広げ、運動の認知機能に対する効果につい

て引き続き検討をしていく.また，なぜ認知機能が

改善するのかという、そのプロセスについて、脳科

学なども含め幅広い視点から考えていきたい.
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図.運動教室前後の高齢者の認知機能の変化
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総合型地域スポーツクラブ推進体制における課題
ークラブ育成アドバイザーの視点からー

0慶田花英太(琉球大学大学院)、真栄城勉(琉球大学)

島袋桂(琉球大学大学院)、高良義樹(琉球大学大学院)

Keyword:総合型地域スポーツクラブ推進体制、クラプ育成アドバイザー

1 .目的

現在、総合型地域スポーツクラブ(以後「総合

型クラブJ)は全国で創設及び創設準備中を合わせ

ると 2，155クラブにも及び、各都道府県における

推進体制も整備されつつある。しかし、沖縄県に

おける総合型クラブの育成状況は遅れており、総

合型クラブの推進体制を整備することが課題であ

る。そこで本研究では、クラブ育成アドバイザー

へのインタビュー調査と資料の分析を行い、これ

までの現状や課題を整理することを目的とした。

II.方法

1.総合型クラブの推進体制・育成状況の把握

2.資料によるクラブ育成アドバイザーの活動状

況の把握

3. H.16・17年度の沖縄県クラブ育成アドバイザ

一経験者2名へのインタビュー調査

ill.結果及び考察

1.総合型クラブの推進体制・育成状況の把握

沖縄県におけるスポーツ振興計画は H.15年に

策定されたが、広域スポーツセンターは設置され

ていない。クラブ育成アドバイザーは H.16・17
年度共に 1名の非常勤が配置され、総合型クラブ

の普及・啓発活動を担っている。

総合型クラブの育成状況は、 H.16年度が6クラ

ブ、 H.17年度が 8クラブ、 H.18年度が 17クラブ

である。現在は 13市町村で育成されている。

2. 資料によるクラブ育成アドバイザーの活動状

況の把握

総合型クラブの啓発研修会は、 H.16年度が 1回
の実施で、あったが、 H.17年度は 11回実施されて

いる。また、市町村への普及・啓発のための訪問

は、 H.16年度が4市町村であり、 H.17年度は離島

11町村を除く市町村を訪問している。つまり、

H.16年度に比べて H.17年度における普及・啓発

活動がより実施されたと言える。

3. H.16・17年度の沖縄県クラブ育成アドバイザ

一経験者2名へのインタビュー調査

(1) H.16年度クラブ育成アドバイザー (T・M氏)

.市町村担当者の理解不足が 1番の課題である。

.総合型クラブ設立に向けた普及・啓発活動が不

足していた。

・普及・啓発活動では人的ネットワークが重要で

ある。

・県行政担当者との協力関係が徐々に構築されて

きた。

(2) H.17年度クラブ育成アドバイザー (T・N氏)

.総合型クラブを推進する組織・団体による共通

認識が不足していた。

・市町村訪問によって、市町村担当者の『生の声』

を聞くことができた。

-広域スポーツセンターが設置されていないこと

が悩みである。

・総合型クラブの理念を実現するためには、他部

局との連携が必要である。

N.まとめ

これらの結果から、以下のような現状と課題が

示された。

(1)総合型クラブを推進する機関や団体による共

通認識が不足しているため、県教委や県体協、

クラブ育成アドバイザ一等が連携して推進で

きる体制を整備する。

(2)離島地域への普及・啓発活動等が十分でないた

め、指導・助言や普及・啓発の問題を解決する。

(3)総合型クラブの意義を理解させ、地域の実情に

即したクラブ創設のアドバイスを行う。

(4)これまでは、市町村行政の担当者への普及・啓

発活動だけであった。総合型クラブの理念を実

現するために、他部局・機関と連携した普及・

啓発活動を行う。

今後は、組織的な推進体制を整備し、より幅広

い推進活動を行っていくことが重要である。
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地域スポーツ振興に寄与する民間企業の

マネジメントに関する一考察

~ LIGA CORDICAの事例より~

O 島袋桂(琉球大学大学院)、真栄城勉(琉球大学)、

慶田花英太(琉球大学大学院)、高良義樹(琉球大学大学院)

キーワード:マネジメント リーグ運営 メキシコ

目的

現在、総合型地域スポーツクラブなどの立ち上

げに伴い、スポーツマネジメントの重要性が増し

てきている。しかし、わが国では学校体育や企業

スポーツ中心に発達してきた歴史的背景がある

ため、独自のスポーツマネジメントが欠如してき

ており、国内外の事例を用いた研究が必要だと言

える。そこで本研究では、メキシコのグアダラハ

ラにあるサッカーリーグ運営会社の中で、最も多

くのチームが登録している LIGACORDICA (以下

CORDICA) のマネジメントに注目し、その成功

要因を分析することにより、スポーツマネジメン

ト分野の発展に寄与する資料を得ることを目的

とする。

方法

1.資料分析

CORDICAの HPおよび、 CORDICA内に保存

されている資料からマネジメントに関する分析

を行ったo

2.インタピ、ュー調査

CORDICAの社長および社員に対してインタビ

ューを行った。

3.研究の視点

組織

1 ) コンセプト

2) 運営方式

3) 事業

結果と考察

CORDICAは 1995年 9月に JoseRodriguesを中

心としたグループにより設立されたグアダラハ

ラ市を拠点とするサッカーリーグ運営会社であ

る。設立当時は、登録チームが 80チームであっ

たが、 2005年度のチーム登録数は 569となってお

り、ハリスコ州で最も多くのチームを抱えるサッ

カーリーグ運営会社である。 CORDICAのリーグ

には全部で 17の性別や年代に応じたカテゴリー

がある。さらに各カテゴリーにはプレーのレベル

に応じたグループが準備され、全部で 68のリー

グ戦を管理している。

CORDICAのコンセプトの要は、スポーツを通

しての人格形成を目的としているところにある。

また、登録チーム数を増やすことよりも、どれだ

け整理されたリーグ運営ができるかに重点を置

いている。

収支は、各チームからの登録費、スポンサーか

らの資金の提供などが収入源となっており、主な

支出は審判員への報酬などの人件費の他に、各種

事業にかかる費用などがあげられる。現在 3つの

企業からスポンサーシップを受けているが、

CORDICAのコンセプトにそぐわない企業からの

支援は受けていない。

CORDICAの基本業務は「リーグ戦の管理」、「審

判の派遣J、「情報サービス」の 3つである。リー

グを編成し、試合日程の調整などのために各チー

ムの代表者を集めた会議を持ったり、登録してい

る審判員に試合を割り当てて派遣すること、そし

て勝ち点などの試合の結果に関する情報を各チ

ームに配布したり HP上にて公開することなどが

基本的な業務となっている。

CORDICAでは選手の能力を向上させるために

セレクションチームを編成し、国内外の大会に参

加している。また選手だけでなく、コーチや審判

員の資質向上を目的とした講習会なども企画し

ている o これらの事業は人材の養成とともに

CORDICAのコンセプトを浸透させることも目的

としている。

以上の結果から、 CORDICAの成功要因として、

「整理されたリーグの運営J、「選手の健全育成の

重視」、 fコーチや審判員の養成Jの3つが考えら

れる。
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プロスポーツクラブのチーム・ロイヤノレティに影響を及ぼす要因

-FC琉球の試合観戦者を対象としてー

O 高良義樹(琉球大学大学院) 真栄城勉(琉球大学)

島袋桂(琉球大学大学院) 慶田花英太(琉球大学大学院)

Keyword: チーム・ロイヤルティ 観戦者 FC研球

1 .研究目的

本研究では， FC琉球の試合観戦者を対象に，試

合観戦における観戦者の特性を把握すると同時に，

FC琉球に対する観戦者のチーム・ロイヤルティに

影響を及ぼす要因を明らかにすることを目的とす

る.

11.研究方法

1. 調査対象

2005年8月7日(日) fFC琉球対サン宮崎J，9 

月25日(日) fFC弱球対ニューウェープ北九州J

の試合観戦者とした.有効回答数は 298，有効回

答率は88.舗であった.

2.調査方法

質問項目は， r個人的属性Jr観戦行動Jrサッカ

ー経験Jfチーム・ロイヤルティJfFC琉球の活動

に対する評価及び態度Jf陀琉球に対するイメー

ジ」の計33項目， 12変数とした.

3.分析方法

1) 試合観戦における観戦者の特性を把握するた

めに単純集計を行った.

2) チーム・ロイヤルティを得点別に「高群Jf中

群Jf低群Jfノン群」の4つに分類し，個人的

属性そ観戦行動といった諸変数とのクロス集計

を行った.

3)相関分析及びチーム・ロイヤルティを従属変数

とする重回帰分析を用いて分析・考察した.

m.結果及び考察

1.観戦者の特性

試合前にサッカースクールを行っていたことも

あり，家族での観戦キ規年代の観戦者が多かった

が，大学生・高校生の観戦者は少なかった.観戦

者の約 8割が無料チケットで観戦していた 応

援する選手がいる観戦者は約6割であった.観戦

者の約7割がサッカー未経験者であった.

2. 諸変数におけるチーム・ロイヤルティ得点群

別の特性

チーム・ロイヤルティを得点群別に分類した(表

1).チーム・ロイヤルティと諸変数とのクロス集計

の結果， f観戦回数 (Pく0.001)J f応援する選手の

有無 (pく0.001)J fFC琉球の活動に対する評価及

び態度 (P(O.001) J fFC琉球に対するイメージ

(P(O. 001) Jの4変数に有意差が認められたチ

ーム・ロイヤルティが高い観戦者の特性として，観

戦回数が多い，応援する選手がいる， FC研球の活

動に対して高評価及び好態度である， FC琉球に対

して良いイメージをもっていることが明らかにな

った.

3.諸変数がチーム・ロイヤルティに及ぼす影響力

の検討

チーム・ロイヤルティと諸変数との相関分析の

結果 fFC琉球の活動に対する評価及び態度

(P<0.001)J 0.697， rFC琉球に対するイメージ

(PくO.001 ) J O. 690 ， f応援する選手の有無

(P(O. 01) J 0.503， f観戦回数 (Pく0.01)j 0.455 

の 4変数に有意な強い正の相関が認められた相

関が認められた4変数において，チーム・ロイヤル

ティと相互に影響していることが明らかになった.

次に，チーム・ロイヤルティを従属変数とする重回

帰分析の結果，チーム・ロイヤルティに影響を及ぼ

す要因として fFC琉球の活動に対する評価及び態

度 (P(0.001)j0.331， fFC琉球に対するイメージ

(pく0.001)j 0.309， f観戦回数 (P(O.01) j O. 131， 

f応援する選手の有無 (pくO.05) j O. 126 (R:3 

=0.581)の4変数であった.したがって，チーム・

ロイヤルティにはJ rFC琉球の活動に対する評価

及び態度Jf陀琉球に対するイメージjr観験回数J

「応援する選手の有無Jの4要因が重要である.

褒1.チーム・ロイヤルティ

得点群別

N%  

高得点群 138 46.3 
中 得 点 群 125 41.9 
低得点群 26 8.7 

Jムc笠一一一・__!!_____~.:9__
合計 298 100.0 
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保育現場における動きによる表現の現状と課題

一平成 10年度制査との比較ー

O 青木理子 (尚綱大学)、青山佳子(青111スポーツクラ フ)、;11上勝子(熊本学園大学)、

黒岩英子(西南女学院大ザ短期大学部)、小松忠理子(鹿児島女千短期大学)、

重松三平11子、下室主綾了(長崎女子短期大学)

í~ TJ -ti- 1UJきによる表現経験年数

[研究問的]

保有者は「表現j をどのよ うに考え:k践してい

るのか。また、保育の'IJで rUVJきによる表現」が

取り入れられているのか。平成 10年度の調査と比

絞して、現状と今後の l課題をlljJらかにする。

[研究刀法]

調命対象は福岡熊本大分自附 J{rI9(~Jゐ

佐賀 長l附の 7県にある幼fit目立 .'Í~:': ï'-t所の f~~ fi1'í

であり、 2006年 2-3)cJに質問J1¥I1;による調査を

行い 563~れ の*1 効回答:をねた。 iliïlnl の IUl.1Íl~ では 、

鹿児品を|除く 6県 4721，の回答であった。

Ii7i呆と身祭]

!日常の衣lJ!.l;f，!fVJについて

平成 10年 IS年とbI f立がT遊び、2(ji:7J、歌や

i山に合わせた締 りであった。 lì~回 5 f立であったわ

らべ歌 ・伝水遊びが 3f)[となり 、白111な表現、校

倣i!tびがいずれも減少している。

Eヨ
"‘ 

o 20 40 60 80 IOC 

図1日ごろよ〈行われている唖現活動(Hl0.18)上位5位

リリjきによる表現をmUJJするときに困ったことJ

として、前!日lの訓査では「保有者自身の経験不足j

が50%を担えていたが、今|百lは経験年数がiてくな

るわチどむの生活経験不足Jを挙げるものが増

加している。このことは前住lの調査で指摘された

「子どもを取り巻 く ~H克の;11;;化J がよ り illi んでい

ることがJft君主できる。

2学生II.'tI¥の浮世f経験について

li立は下i!tび (83，1%) となったが、rili囚 l

位であったかIf乍グンスが 78，4%から 76，6%とな

り2f立であった。 3f立はともに歌や1111に合わせた

削りであり、 '16，3%から 61，6%とW:川lした。

[まとめ]

表現活動の内科としては、 l前日今回とも手遊び、

::fkやIjJJに今わ Uーた踊りが多く、今回は幼児l当身の

イメ-/で動く円 IJlな表現は少なくなり、 わらべ

::fk ' (of; i!tびが川j川した。 ;':'1'.11寺代の似Jきによる

j" J')~の経験も、 Jそ現活動の 1)、l 作と[f，J十五な傾向であ

った。

似jきによる表現の+fij[!lでは、保育者e ド!身が経験

を.j'J'1むとともに、子どもの生前経験を13!かにする

ι、安fJ:を感じている。

学生時代の'干習経験が保育現場に反映されてい

ることから 、 ~t l ，Ji:校においては創造仙 ・ 止かな感

'~' I を育てる白 111 な表現を取り Lげ 、 が実したti'í将

をすることが課題である=
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表現活動を引き出す手だて

O高原和子(福岡女学院大学)，小川鮎子(佐賀女子短期大学)， 

下釜綾子(長崎女子短期大学)，瀧信子(第一保育短期大学)， 

宮嶋郁恵(福岡女子短期大学)，矢野咲子(第一保育短期大学非常勤)

保育者，幼児，保育現場，表現活動，身体表現，手だて

【目的】

本研究は保育現場において保育者が，子どもの

豊かな表現活動Jを展開するために日頃どのような

手だてを心がけているのか明らかにすることを目

的とし調査研究を行った。

【方法】

九州島内 7県(福岡，熊本，大分，宮崎，鹿児

島，佐賀，長崎)にある幼稚園・保育所の保育者

を対象として，2側年2-3月に質問紙法によるア

ンケート調査を実施し， 436名分の有効回答を得

た。「表現活動展開のための日頃の手だてJ(自由

記主)の中から「具体的な働きかけJ(①雰囲気作

り②イメージ作り③観察・見守り④共感・承認、・

意欲⑤子どもの主体的な活弱。子ども同士の関わ

り⑦言葉かけ③動きの提示)の8項目について分

析した。

【結果・考察】

表現活動展開の手だてとしての具体的な働きか

けでは「①雰囲気作り J(19.邸)， r④共感・法認・

意欲J(15.邸)， r②イメージ作り J(14.似)が上

位を占めていた。指導要領等にも『幼児らしい様々

な表現を楽しむ』と示されていることから，保育

者はその楽しむための雰囲気作りを基本として捉

え，工夫していることが考えられた

保育者の経験年数 (1-5年， 6-10年， 11年以

上)別では，経験年数 1-5年および U年以上の

保育では， r①雰倒気作り jを一番多く行っており

(それぞれ 19.抗 20.侃)，経験年数6-10年の保

育者では「⑦言葉かけJの手だ、てが最も高かった

(21.部)。また，経験年数が浅いほど「④共感・

承認、・意欲j と「⑤子どもの主体的な活動Jを多

く取り上げていた。く図2>

担当年齢 (0・1歳児， 2・3歳児， 3・4歳児)月IJ

では， 0・1歳児担当は「①雰囲気作り jが最も多

く (20.4覧)，次に「③動きの提示J(14.説)であ

り， 2・3歳児担当では， r①雰囲気作りJ(23.脱，)，

「④共感・承認・意欲J(17.3覧)の/!I員であったo4 • 

5歳児では「④共感・欣認・意欲Jが最も多く(18.邸)， 

I①雰囲気作り J(17.説)， r②イメージ作り j

(17.3弘)と続き，ほとんどの項目において他年齢

児に比べ出現率が高かったo く図3> このこと

から対象年齢が上がるほど様々な対応を工夫して

いることが考えられた。

【まとめ】

今回の調査結果から，保育者が日頃どのような

手だてを行っているか明らかになったc 今後，よ

り具体的な手だての内容を探り，表現活動の引き

出し方を追求していきたい。

く図 1> 表現活動を展開するための保育者の手だて

1∞a子どもの経験 ，環境情説
501 -' ._  

% OL工ヨ一一亡~・Lma-r -ーーー一一 具嗣悦渇き示1.... 1 

201二三品 ④ ..."，. 

151・2A品⑤⑦ a

1~ I・E益・・⑥・-5t・・・・圃・・・・・4益田・・・
% く図2> 経験年翻リ保育者の具体的な働きかけ25 _ 

E 日程騨融1-5年ロ経騨轍6-10年.錨鱗敬11相批20 ..~. w-，-_  

15 

10 

5 

O 
①②③④⑤⑥⑦ ⑧  

%く図3> 担当年鰯リ保育者の具体的な働きかけ

ロト1蹴ロト3脱.付制25 

20 

15 

10 

5 
O 

① ②  

lJ 
③ ④ ⑤ ⑥ 
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オ}ストラリアクイーンズランド州の私立学校における

体育教育プログラム
ーモートンベイスクールを通して一

0田中 沙織 (小城市立三里小学校) 福本敏雄 (佐賀大学)

keyword オーストラリア、体育教育、モ一トンベイスクール

1、教育の背景 とっても学問的に信用され、大学入学のための評

オーストラリアにおける現代の学校教育の内容

は、主にアメリカから伝達されたものであり、ま

たその学校のシステムはほかの国々よりもイギリ

スの学校システムの影響を受けているようである。

履修課程の一教科としての体育はイギリスの系統

を帯びている。

オーストラリアの教育システムは 3つの段階

(国家、州、地方)を持っていることから多少複

雑化している。国は大学の教育を監督し、州 (6

つの州と 2つのテリトリーがある)はその他の学

校や専門学校の教育全体を監督している。また地

方では明確な教育的な責務は制定されていない。

教育のための資金として、国と州の税金から配当

されており複雑である。

オーストラリアでは、 31%の児童生徒が私立学

校に属し、高額でエスカレート形式によるエリー

トコースや、エリートでもないが高額ではなく、

宗教教育(キリスト教)に基づいた私立学校があ

る。また、私立学校は公立の学校とは別枠で政府

からの相当な助成金があり、公立の学校システム

から独立した存在としていまだに重んじられてい

る。

例えば、あるエリート私立学校ではスポーツに

おいてもすばらしい施設を完備し、団結心を思い

起こさせるようなスクールパスを所有している。

また地域に対して“成果"をアピールして学校の

特性や学校スポーツの普及促進に常に重きをおき、

多大な資金を投入している。だが一方では、体育

授業の教育プログラムに大きな影響を及ぼしてい

る。特に高校体育において、事前の指導計画と実

際の授業において内容や方法が時として全く異な

る場合がある。

高校体育は州によって異なるが、どのケースを

価の一部として扱われている。

2、モ一トンベイスクールの体育教育プログラム

モ一トンベイスクールでは、体育、保健の授業

共に、年間カリキュラムが週単位で構成されてい

る。実技において、二年間 (Year11、Year12)は

生徒が選択できる授業は無く、学校が定めた 4種

目のみに集中し、技術だけではなくその種目の理

論や抱えている問題点などを総合的に学んでいく o

評価の点でも日本とは違いが見られる。保健の授

業はもちろんのこと、体育の授業であっても実技

の評価に加え、レポートによる評価が実施され、

知識や考え方が重視されている。そのレポートに

も細かい評価基準や模範解答が設けられている。

以下に 11年生時の体育の授業の計画例を示す。

バレーポール (8週間)

-運動神経の学習

-エネルギーシステム

-スポーツにおける性差の問題

エアロピクス (8週間)

-フィードパックのメカニズム

-エネルギーシステムとトレーニング

-身体活動における身体の社会的な解釈

アスレチック (8週間)

-精神統ーと目標設定

-主なトレーニングと計画の立て方

-金銭、メディアと身体活動

ゴルフ (8週間)

-フィードパックのメカニズム

-トレーニング、練習とパフォーマンス

-金銭、メディアと身体活動

表 1、モートンベイスクール 11年生時における体育学習過程



52 

トリノオリンピックにおける男子種目の体格及び年齢について

O 洲 雅明(大分県立芸術文化短期大学)

トリノオリンピッ夕、男子、体格、年齢、成績

【目的】

80カ国・地域が参加した第 20回冬季トリノ五

輪では、男子 15種目 47競技が行われ、日本男子

はメダル数0、入賞数 10という成績で、あった。各

国の男子メダ、ル獲得数は、アメリカとオーストリ

アの 17を筆頭に上位5カ国で全メダル数の半数

以上を占めた。本研究では、各種目における体格

や年齢などの特徴を明らかにするとともに、メダ

ルだけにとどまらず、 8位以内の入賞者数からみ

た各国の得意種目をすることを明らかにすること

を目的とした白

{方法】

トリノ五輪公式ウェッブサイトに公開された

男子選手 1629名の身長、体重、生年月日のプロ

フィールデータと各競技・種目の成績データをパ

ソコンに取り込み、統計処理を行ったD 成績デー

タから、各競技の 1位を 8点、 2位を 7点・.. 

8位を 1点で集計した。 1競技の中で、 1国 2人

以上のポイント獲得者がいる場合は、その合計を

その国の入賞ポイントとした。

【結果と考察1
1 .種目別の体格及ひe年齢について

が得意種目であった。入賞ポイントの高い国にお

いては、全ての種目でポイントを獲得していない

ものの、幅広い種目で獲得しているのが特徴であ

る。 オランダのスピードスケート、 韓国のショートトラックスケート

など、限定種目に高い入賞者ポイントを獲得した

国もみられた。

3.種目別の強豪固と日本の比較

年齢においては、種目によって違いはあるもの

の一概に日本の高年化・若年化はみられなかった。

体格においては、ほとんどの種目において劣って

いると言える。今後は、年齢や体格が種目特性に

より、競技成績やパフォーマンスにどのように関

わってくるかを検討する必要がある。

表 1 種目別の平均年齢、身長、体重、 BMI
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表 1に示すように、全選手の平均年齢は 26.7 表 2 各国の種目別入賞ポイント

歳、平均身長は 180.3cm、平均体重は 80.3kgで

あった。種目別に見ると、年齢の最高はカーリンク守

34.5歳、 最低はショートトラックスケート 23.2歳、 身長の最

高はボプスレー184.2cm、最低はアトスタイlレスキー175.1cm、

体重の最高は;J¥"7"スレー 95.5kg、最低はγTン7
0

61.9kgであった。体格や年齢は、種目の特性によ

り異なり、種目聞で大きな違いがみられた。

2.国別の得意種目について

表 2に示すように、入賞ポイントの高い国の

中で、 アメリカは71レヘ。ンスキー、 7~ーがイ1レスキー、スノーボー

ド、スピードスケート、ショートトラックスケート、 7ィfアスケートが得意
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種目なのに対し、 ドイツはクロスカントトスキー、 JJげVック 参考資料 http://www.torino2006.org/ 

複合、 ハeイアスロン、 リューシ守ユ、ポ7守スレーなど異なる種目
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大学女子ハンドボール選手の形態及び運動機能の特徴

0池田 まり子 (九州大学大学院)
大学女子ハンドボール選手、形態、運動機能

【目的】

大学トップレベルにある女子ノ、ンドボール

選手の形態及び運動機能を測定し、大学トッ

プレベルの女子バレーボール選手と大学女子

バスケットボール選手との比較により、形態

及び運動機能の特徴を明らかにすることを目

的とした。

【方法】

1 .対象者

.F大学女子ハンドボール選手 7名

(全日本学生 3位、西日本学生 2位、九州

学生優勝、 U-23日本代表手 3名を含む)

.F大学女子バレーボール選手 8名

(西日本学生優勝、全日本学生 8位)

.F大学女子バスケットボール選手 7名

(九州学生 3位、西日本学生 8位、全日本

学生出場)

2. 測定項目

《形態》身長・体重・周囲径(胸囲、上腕

園、前腕囲、智囲、大腿園、下腿囲)・皮

下脂肪厚(上腕背部、肩甲骨下部)・体脂

肪率・除脂肪体重

《運動機能》シャトルラン・垂直跳び・立

幅跳び・ハンドボール投げ・反復横跳び・

握力・背筋力・長座体前屈

腕背部皮脂厚と体脂肪比率はバレーボール選

手より有意に下回った。除脂肪体重は有意性

がみられなかったが、ハンドボール選手がバ

レーボール選手とバスケットボール選手を上

回った。これらの結果はハンドボール選手の

上腕がバレーボール選手やバスケットボール

選手と比較して、太く筋肉質で、また全身の

脂肪が少ないことを示した。

運動機能面では、ハンドボール投げ、反復

横跳び、及び、背筋力でハンドボール選手が

バレーボール選手とバスケットボール選手を

有意に上回り、瞬発力、投能力、敏捷性、お

よび筋力がバレーボール選手やバスケットボ

ール選手より高いことが示された。

以上の形態項目と運動機能項目がバレーボ

ール選手とバスケットボール選手を上回った

要因として、ハンドボール競技では比較的重

いボールを片手で全力投球するための全身パ

ワー、攻防で激しく身体接触しながら相手の

動きを阻止したり振り切ったりする際の上体

及び足腰の強い筋力、並びにテンポの速い攻

防に対応する敏捷性と高いレベルの全身持久

性能力を要求されることが大きく関係してい

ると恩われる。

日本代表選手(森田ら， 1997)との比較で

は、身長と周囲径は、ほとんど差異はみられ

ず、大学選手が除脂肪体重は僅かに下回った。

【結果と考察】 体重、皮脂厚、および体脂肪率で大学選手が

形態面では代表的測度である身長、体重、 大きく下回った。運動機能面では、背筋力で

胸囲に種目聞に有意性はみられず、上腕四 日本代表選手を大きく上回ったが、シャトル

上腕背部皮脂厚、体脂肪率に種目聞に有意差 ラン、垂直跳び、及び、握力で大きく下回つ

が認められ、ハンドボール選手の上腕囲がパ た。

スケットボール選手より有意に上回った。上
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大学運動選手を対象とした減量に伴う体組成の変化

一食事指導期と自己管理期の比較一

0中里由紀(九州大学人間環境学府) 斉藤篤司(九州大学健康科学センター)

今村裕行・山下あす香(中村学園大学) 宮原恵子(別府大学)

キーワード:減量食事指導期 自己管理期体重体組成

目的

運動選手にとって減量は、競櫛E力の低下をもたら

さないことが前提である。そのため自己流ではなく、

十分に栄養指導がなされた減量食と身体細戎分析が重

要となる。そこで本研究は、減量に伴う食事指導期間

と自己管理期間において、僻目成と食事内容がどのよ

うに変化しているかについて検討を行う。

方法

1.対象およひ澗査時期

対象は大学空手道部員 9名(男子4名 19.3:t1.0歳、

女子5名 18.8:t0.4歳)。調査期間は6ヶ月間とした。

前半の3ヶ月間は各自の目標体重に到達することを目

的とする食事指導期間、後半の3ヶ月間は減量した体

重を維持する自己管理期間とした。対象は各期間後に

行われる試合に向け、減量を行った。

2.調査項目

減量前、 3ヶ月目および6ヶ月目に調査・測定を実

施した。

1)食事調査:食物摂取頻度調査法(FFQg)を用い、

摂取エネルギーおよび栄養素を算出した。この食事調

査の結果より、日本人の食事摂取基準をもとに食事プ

ログラムを作成した。

2)身体計測:身長、体重、体脂肪率(%Fat)、最大

酸素摂取量(VU2m似)を測定し九 %Fatはガスの圧力

変化から体容積を算出する空気置換法(BODPOD)を

使用した。算出された%Fatから求めた体脂肪量と体重

の差を除脂肪量(LBM)とした。 VU2maxは自転車エノレ

ゴメーターを郎、て、 3邸皆の漸増負荷による間接法

により推定し丸

結果と考察

減量前を 100%とした減量期間中の身榊E成の変化

の害恰を図 lは示したものである。体重は食事指導期

に減少し、その後の自己管理期に来樹守するとしづ傾向

がみられた。しかし、目標体重を 100%としたときの

実体重は、減量前 108%、3ヵ月目 106%、6ヵ月目 105%

とすべて目標値を上回っていた。LBMは指導期に大き

な変化はなかったが、その後やや低下傾向が認められ

た。 %Fatは指導期に減少し、自己管理期に指導前値に

戻るとしづ傾向が認められた(p=.077)。また体重当り

の VU2m似の変化は小さく、食事指導期には、 LBM、

VU2maxを維持しながら糊旨肪量のみ減少した。この

結果、体力・筋力の低下を抑えつつ減量が出来たと考

えられる。

しかしエネルギー及びタンパク質を除く他の栄養

素摂取量においては、指導期に減少し自己管理期に指

導前値に戻るとしづ傾向が認められた。タンパク質は

指導期に低下し、自己管理期も低下したままで、あった。

その結果、体重は維持したにも関わらず、 LBMの減少

と%Fatの増加傾向が認められたものと考えられる。

まとめ

自己管理主体の減量指導においては、選手自身の意

欲や知識、行動が体重減少の鍵を握っている。そのた

め減量の意義を自覚させ、知識を自身の行動に結び付

けさせる指導が必要であることが認められた。

(%) 

102 

川、 A、、 ・・・・・・八
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図 1 身倣臓の変化の寄恰



幼児の形態・身体組成と運動能力

0平良愉 (久留米大学大学院9

満園 良一(久留米大学健康・スポーツ科学センター)

乙木幸道(日本体育大学研究員)

幼児、形態、身体組成、運動能力

【目的】

これまで子どもの運動不足や体力の低下につい

て多くの報告がある。また、小児期の肥満児出現

の害恰が年々増加傾向にあることも報告されてい

る。これは、幼児の発育・発達を考えたときに

幼児体育に関わるすべての研究者・指導者におい

て早急に対処すべき問題のひとつと考えられる。

そこで、今回は、 3歳から 6歳までの幼児におけ

る形態・身体組成と運動能力について調査を行い、

これらの関係について明らかにすることを目的と

した。本研究により得られた結果は、今後の指導

のための基礎データとしたい。

【方法】

1、場所

福岡市内にある K幼稚園、 Y保育園。

2、期間

2005年6月 13日---7月 15日

3、対象者

上記、 K幼稚園、 Y保育園に在国する 3歳から

6歳の幼児約 120名。

4、測定項目

・形態

身長、体重、周径四8ヶ所(胸囲、腰囲、腹囲、

轡園、上腕園、前腕圏、大腿園、下腿囲)皮下脂

肪厚 14ヶ所(頬骨下縁、舌骨部、胸部、側胸部、

腰部、腹部、上腕背側部、肩甲骨下部、背中上部、

背中下部、膝蓋部、前大腿部、後大腿部、下腿部)

・身体組成

インピーダンス法

・運動能力テスト

25m走、立ちI倒防、ソフトボール投げ、

両足連続跳て継し、体支持醍欄

形態と身体組成の測定は、室温25度 Cに設定

した室内にてパンツのみを着用させ実施し、身長

は O.lcm単位、体重は O.lkg単位、周径聞は

O.lmm単位、皮下脂肪厚はHarpendenキャリノ号

ーを用い 0.5mm単位で測定した。それぞれの測

定は、熟練した同一検者が実施した。

運動能力テストの測定方法は、東京教育大学の

方法に準じて実施した。

【結果】

形態の身長と体重については、 3歳前半、 3歳

後半、 4歳前半・・・という具合に満年齢から半

年区切りで整理した結果、2∞0年の全国平均の値

に近似していた。

身体組成は、インピーダ‘ンスによって得た値か

らGoranの式を用いて除脂肪量を推定した。その

結果、除脂肪量では6歳前半の男児をのぞき、す

べての年齢区分において男児が女児を上回り、逆

に脂肪量では、 3歳前半と 5歳前半をのぞき女児

が男児を上回る結果となった。

運動能力については、2002年の全国平均とほぼ

近い値を示した。しかし、体支持時間は、 2002

年の値に比べかなり低い{直であった。これは、今

回の調査で、約25%の子どもが 10秒以内しか体

支持を持続できなかったことに拠ると考えられる。

形態・身体組成と運動能力では、いくつかの項

目で相関関係がみられた。

【結論】

身長、体重と運動能力の関係、では、男児、女児

ともに身体の大きいものほど高い運動能力を示す

としづ傾向がみられた。さらに身体組成と運動能

力の関係では、男児、女児ともに除脂肪量との相

闘が認められ、脂肪量との相関は無いことから、

幼児においても成人と同様に、体重に占める除脂

肪量が運動能力に反映されると考えられる。

したがって、運動能力の向上を図るとしづ観点

からみると、幼児のうちから適度な運動を行うこ

とにより除脂肪量を培うことが必要であると考え

る。
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高齢者の50%V02max強度の運動超長期間継続者に見られる

rDPBP強度に相当する低い心拍数Jについて
~運動導出性適応機構からの一考察~

O 栗山緑(福岡大学大学院)、田中英幸、山木知洋、三好伸幸、松原健史(健康科学研究所)、

松下直樹(ファイザー〉、樋口慶亮、森村和治、荒木晋之(福岡大学大学院スポーツ科学運動生理〉、

鍵村昌範 (Swissotel南海)、小野敏郎(神戸ポートピアホテル)、出口悦大(ブリヂストンスポーツコア)、

田中守、清永明、田中宏暁、進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

KEY WORDS: DPBP， 50%V02max，高齢者

【目的】物質文明の進歩とうらはらに、退化してい

るような現代人の人体は、「運動欠乏病Jが招く弊害

が社会の大気な問題となっているのは、動物として

の人間の『構造Jと「機能J(運動導出性適応機構)

の理解不足からきている。この研究は、人体に必要

不可欠な運動強度の運動を長期間継続してきた高齢

者の運動導出性適応機構を DPBP(二重積屈曲点)の観

点から考察するのを目的とした。

【方法]50%V02皿ax強度(ニコニコペース)の運動を

推奨する民間スポーツクラブの高齢者の会員(男性

24名、 69:t2. 6歳、女性 12名、 68.8:t2. 9歳)を対象

に、自転車エルゴメーターによる有酸素性作業能力

(ランプ式運動負荷試験による DPBP、最大下多段階

漸増運動負荷試験による推定V02max)、皮脂厚による

身体組成、アンケート用紙による運動継続期間や病

歴調査等を行った。

{結果】ニコニコペース運動を長期間継続している

男性(継続年数 14土11年、週当たりの運動時間 211
土173分/週)の、単位体重当たりの最大酸素摂取量

(V02max/wt : 37. 6:t 7. 2 ml/kg/min)は、非運動習

慣群 (24.2土10.6 ml/kg/min)に比べて有意に高か

ったが、 DPBPに相当する単位体重当たり運動強度

(DPBP/wt : W/wt)に有意差は認められなかった(運

動継続群 0.991::0.26 watts/旬、非運動習慣群 0.88
:t O. 14wa t t s/kg)。女性(継続年数 171::3年、適当た

りの運動時間 279土223分/週)では、 V02max/wt(運

動継続群 33.7:t5. 1 ml/kg/min、非運動習慣群 22.3
1:: 7. 1 ml/kg/min)、DPBP/wt(運動継続群1.13 :t0. 23 
watts/旬、運動習慣群O.81:1: O. 23 wa tt s/kg)ともに、
有意差が認められた。また、 DPBPに相当する心拍数

(DPBP-HR)は、男女とも非運動習慣群とほぼ同じで

あった(男性;運動継続群 103:t8.2拍/分、非運動

習慣群 103:t8.3拍/分、女性;運動継続群 1091::14.1
拍/分、非運動習慣群 109:t13.9拍/分)。

【考察】推定V02田axに用いる r70%V02max相当の HRJ
は年齢平均値を用いているので、超長期間運動継続

高齢者の、真の 70%V02max相当限は年齢平均よりも

低い値であるはずなので、多段階運動負荷試験中の

70%V02max相当の眼は本人には75%V02maxくらいの

強い stressになり、このような別02max相当限と仕

事率 (W/wtをVO/wtに換算して)から推定される

V02maxは高すぎる値になる。また、本研究の対象者

には、 V02maxを測定する際には、安全確保のために、

最大漸鳩運動負荷試験によるV02maxの「直接法j は

施行せず、最大下漸増運動負荷試験における仕事率

と心拍数から推定する「間接法jを用いているため、

この研究結果を説明するために有効で正確なV02max
が求められていない。一方、若年層から高齢者、低

体力者にも安全に測定可能な有酸素性作業能力の指

標である DPBPはそのような誤差は少ない。女性に関

して、トレーニング期間と DPBP-HRとに負の相関関

係がみられたのでDPBP-HRを training期間(月数)

から、推定する式を試みた。 rV02max/wt対実測DPBP
相当 HRJと「実測DPBP相当限対実測 DPBP相当単位

体重当り仕事率 W/wtJの運動継続群と非運動習慣群

の差分が、超長期間の trainingが、運動群の骨格筋

毛細血管の密度増によってもたらされた WMIT(作業

筋虚血閥値)増分であり、それによる踏力に相当す

る%WMIT値 (WMITを指標とした相対的筋力)の低下

の結果をしめしている。

この運動導出性適応機構面からの推論から、運動

継続群と非運動習慣群との差分が骨格筋毛細血管に

認められるであろう、高齢者の training可能性分=

training可能性、教育可能性、可塑性であるといえ
る。
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自転車ベダリング時の 50%最大酸素摂取量における

相対的作業筋虚血関値と分時換気量対酸素消費量比との関係

0井上博隆・松原建史・田村修・音成道彦(鮒健康科学研究所)、大瀬雄也(長崎県立諌早

養護学校)、樋口慶亮・平野雅巳(福岡大学大学院運動生理)、庄野菜穂子(ライフスタイ

ル医科学研究所)、田中守、清永明、田中宏暁、進藤宗洋(福岡大学)

キーワード:作業筋虚血闇値(WMIT) 酸素摂取率

目的

『健康づくりのための運動所要量J(厚労省 1989

年)では50覧VU2m似強度の運動が推奨され、多く

の運動施設から、その成果が報告されている。福岡

大学運動生理学研究室では、作業筋束の発揮筋力(筋

肉圧上昇)に伴う筋線絢司辺毛細血管圧迫による虚

血状態が始まる筋力を作業筋虚血閥値 (Working

Muscul訂 IschemicThreshold : WMIT)と定義し、

非侵襲的測定法を開発し、作業定量法としての意義

を研究してきた。平野らは内呼吸系機構の効率「動

静脈酸素較差対分時，じ粕出量比Jと自転車ペダル踏

み力をWMITで相対的に表現した『相対的作業筋力

(覧MTMIT)Jとの聞に有意な相関関係を認めた。

そこで本研究では、50略VU2maxに相当する酸素摂

取量について、外呼吸系機構の効率「酸素消費量対

分時肺換気量比(以下、酸素摂取率)Jと r%WMITJ

の関係、について調べることを目的とした。

方法

被検者は健常成人男性15名である。身体的特性と

して、身長、体重、体脂肪率、最大酸素摂取量(以下、

VU2max)、LT、WMITの測定後に80・1∞・ 120%LT
での4分間固定運動負荷試験を施行した。

用いた最大多段階式漸増運動負荷試験では、自転

車エルゴメーター(ロード社駒にて、初期負荷 10W
で4分間のウォーミングアップ後、毎分 15Wずつ漸

増させていき疲労困餓に至らしめた。この時のペダ

ル回転スピードは5伽pm'こ規定して行った。VU2max
はダグラスパック法により測定した。

主働筋束・大膨ト側広筋のWMIT同定は、リカン

ベント式ストレングスエルゴメーター(三菱電機エ

ンジニアリング社製)を用いて、右脚で膝角度を 90

度に規定した静的脚伸展運動を 1回30秒間、休息時

間を5分開設けた間欠式漸増運動負荷試験を施行し

た。発揮筋力は、初期負荷20NからWMITの出現が

確認されるまで 10Nずつ漸増させた。運動中の血流

量は、 NIRS(オムロン社製)のプローブを大腿外側

広筋部に装着し測定した。運動時下Hb濃度の経時

的変化量(以下、企下Hb)と発揮筋力との関係から

WMITを同定した。 WMITの同定法を以下に示す。

発揮筋力と運動時A下Hbの関係において、発揮筋力

の増加とともに、徐々に筋への血液流入が抑制され

るため、これに伴いA下Hbも減少し、ある発揮筋力

以上になると最低値を示した上で、このA下Hbが一

定状態になる屈曲点をWMITと判断する。各個人の

WMITの決定は熟練者の目視によって決定したo

結果と考察

酸素摂取率と阿阿rとの聞に有意な正相関関係

(n=15，r=0.606，pく0.05)を認められた。この結果を、

松原らの「有酸素性トレーニングにおいては、約

30%WMIT以上でE型骨格筋線維周辺の毛細血管

数増殖が期待できるj、進藤らの重い荷重負荷では軽

い荷重負荷よりも同一酸素摂取量で高いIi:;伯数を認

めている知見を合わせて考察すると以下のようであ

る。 50略VU2maxに相当する酸素摂取量は「重い覧W

MITの荷重を負荷した際には、肺胞部位の『肺換気

量対濯流量比』における分時肺換気量を抑えて心拍

数増により分時，乙、拍出量を高め作業筋束部位の I型

に加えてE型筋線維へも環流し、酸素摂取率を高め

るJ、「軽い免WMITの荷重を負荷した際には、肺換

気量を増加しIi:;、拍数を抑えて分時心拍出量を抑え I

型筋線維へのみ環流し動静脚嫁較差を大きくし、

酸素摂取率を低く抑えるj運動導出性急性適応羽織

によって充足されることが示唆された。
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陸上競技大会におけるトレーナー(救護)ステーションの活動報告

ースポーツ傷害の発生頻度と傷害の種類一

0梅原里美(久留米大学健康・スポーツ科学センター研究員)

菅原洋輔(久留米大学健康・スポーツ科学センター)

満園 良一(久留米大学健康・スポーツ科学センター)

村上秀孝(久留米大学医学部整形外科)

陸上競技、傷害

【背景】

陸上競技は、走・跳・投の基本的動作を含む、

様々な種目から構成されており、発生する傷害も

異なるものと考える。大腿部の肉離れ、足関節の

傷害、腰痛症が多く、打撲や膝の捻挫は少ないと

いう特長を持つ。

【目的】

トレーナー・ステーションのあり方や設置の改

善策を模索するため、高校生および大学生の陸上

競技大会における、スポーツ傷害の発生状況を把

握し、発生要因を含めた背景について検討するo

【方法】

対象:トレーナー・ステーションは、 2003年

---2005年までの、延べ11回の陸上競技会にて設

置した。

トレーナー・ステーションは、日本陸上競技

連盟の 3ーステーション制に準じたシステムに拠

った。

【結果】

① 2004年度における大学生の春と秋の大会の

比較では、スポーツ傷害の発生数は、秋よりも春

の大会で多い。春の大会は、九州学生陸上競技大

学対抗選手権大会で学校対抗と、日本インカレへ

の出場資格(優勝者)獲得に特徴がある。秋の大

会は九州学生陸上競技選手権大会で九州地区にお

ける個人の大会でしかない。また、競技種目別で

は、短距離の発生件数が多く、傷害部位別では、

下肢の発生件数が多い。

②2003年---2005年度における大学生の大会の比

較では①の結果と同じく、種目として短距離、部

位として下肢に発生件数がそれぞれ多い。

③2004・2005年度の高校生の大会における傷害

部位別の比較では、全国高校総合体育大会、九州

高校新人大会を目標とした、それぞれの大会で、

発生件数が多い。大学生の大会同様に、下肢のス

ポーツ傷害が顕著である。

③ 2∞4・2∞5年度の高校生の大会における競技

種目別の比較では、③の結果と同じく全国高校総

合体育大会、九州高校新人大会を目標としたもの

で、発生件数が多い。短距離についで、跳醸の発

生件数が多い。

【考察】

・ 全国大会を目標にしたものでは、高い意欲を

反映しているせいか、無理をしてでも試合に出場

している可能性がある。

短距離は、競技人口が多く、また競技に重複

して出場していることが多い。

傷害発生件数は、 1大会平均高校生 52.3人に

対し大学生24.8人である。しかし、大学生では重

症度が高いと考えられる(全体からみる重症度、

高校生:22%、大学生:42%)。

高校生では指導的関わり・内容が多く、ケア

の重要性を知ってもらう必要がある。

今回のトレーナー・ステーションでのスポー

ツ傷害の発生件数を先行研究と比較すると、大腿

部の肉離れは多かったが、痛みの多くは、特定を

しかねるものであった。足関節の傷害は高い頻度

を示した。打撲・捻挫は、少なかった。

本研究の主な結果より、年代の違いや各大会の

規模・位置づけにより処置の様相が異なることか

ら、それぞれの年齢・大会に応じたステーション

のありかたを検討する必要がある。そのためにも、

記録について工夫しながら更なるデータの蓄積が

必要である。
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視覚障害者(全盲)における水泳教室のストレス軽減効果について

O 中山正教(佐賀大学大学院) 木村靖夫(佐賀大学) 栗原淳(佐賀大学)

キーワード* 視覚障害者障害者スポーツ ストレス

はじめに

今日障害者スポーツは、リハビリテーションの一

手段として取り組まれ、現在で、は競技スポーツとし

ての色彩を強め発展してきでいる。この点は障害者

スポーツの歴史的あ霊からも指摘することができる。

内田ら{2003年)は、「身体障害者にとってのスポー

ツ参加は身附句側面ばかりではなく、心理的、社会

的{則面へも大きな役割lを果たし、降告:そのもので・は

なく残存機能の能力に気づ、かせる手助けとなる」と

述べている。しかし、先行研究においては、身体的

側面にばかり焦点が当てられてきており、障害者ス

ポーツにおいて、心理面での検言材2不十分であるの

が現A犬である。 Henschen{1992年)は、「今日、身体

障害者のスポーツ発展に伴い、これまで軽視されて

きた心理.的側面への言儲哉が高まってきた」と述べて

いるが、その後、|涼害者のメンタルヘルスやストレ

スを扱った有効な研究成果は報告されていなし、。

そこで本研究では、特に視覚障，害者のスポーツと

心郡句側面、特にストレスに着目し、運動・スポー

ツがストレス軽減に及ぼす効果について検討を試み

た。今回は、数多くある障害者スポーツ種目の中か

ら水泳を取り上げた。

方法

1 .対象者

2005年 4月より九州各県で行われている視覚障

害者対象の水泳教室参加者で、運動・スポーツを定

期的に行ったことのない先天性に障害を持った男

性 34名(39.7::t4.2i却を対象とした。練習は、 1教

室あたり、 5名以内とし、指導には、障害者スポー

ツ指導員の資格を有する指導歴3年以上の指導者-が

行ったo

2.測定方法

亙虚去

精神健康度尺度表(中川ら)を用い、アンケートに

よる聞き取り調査を行った。

調査日程

2005年4月---2006年 3月までを教室期間とし、

アンケート調査は開始前、 6ヵ月後、終了後の 3回

行ったo

結果及び考察

ストレス度の分析については、精神健劇支尺度の

30項目を得点化し、比較を行った。練習の出席率

は 1年間の平均で約 98.5%であり、全練習会とも

95%以上の出席・率で・あった。水泳実施前と水泳実施

後の比較では、水泳実施fIIjの平均が3.2:t0.5ポイン

ト、水泳実施後の平均が 2.3:t0.4ポイントで

有意な差が認められた(やp<吋0.01υ)口また、練習開始6

ヶ月後と 1年後を比較しでも同級に、 1年後 0.9:t

0.4ポイントとなり、有意な差が認められた (p

く0.01)。

練習期間経過とストレスの変容(pく0.01)

3.~ ~~一一一常 一一

2.5 
2 

1.5 

0.5 
0 

実施前 6ヵ月後 1年後

以上より、視党|障樟害者にとつての水泳実施がスト

レス軽j品減h成支σの)-一一占つの方法で

泳は、視覚障告:者にとっても身体的負担が少なく、

取り組みゃすい運動と言える。ストレスを般本から

無くす方法とは言えないが、初期のストレスへの対

処方法として、有効な孫目であることが示唆されたc
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小学校体育授業における走り幅跳び動作

0八嶋文雄(北九州工業高等専門学校) 井上伸一(佐賀大学)

小学校体育授業走り幅跳び画像解析

【目的】
本研究では、小学校の体育授業中における走り幅

跳びの運動技術に焦点をあて、バイオメカニクス的

手法のひとつである画像解析を用いて定量的に解析

を試みる。なかでも、特に跳躍距離に影響を及ぼし

ている局面の様相について実態を把握し、今後の体

育学習における技術指導に関する基礎的な資料を得

ることを目的とした。

【方法】
小学校6年生の陸上競技の授業のなかで取り扱わ

れた走り幅跳びを教材として、男子15名、女子18名

の児童を対象として行われた。実験は2台のデジタ

ルビデオカメラを助走路から20m垂直方向に離れた

場所に固定し、 1台は踏み切り準備局面を、もう 1

台は踏切局面から着地局面までを毎秒60フィールド

露出時間1/1000秒で撮影した。動作の画像解析につ

いては、得られたビデオ画像をビデオプレーヤーか

らパソコンに取り込み、 1コマ毎に20個の分析点を

デジタイズし、動作解析ソフトFrame-DIAS?version 
3 (DKH社)を使って行った。データの処理につ

いては、エクセルの計算プログラムに従い、それぞ

れの変数聞における相関係数(ピアソンの積率相関)

を算出して相関関係を明らかにした。なお、統計的

有意水準を 5%以上とした。

【結果および考察】
走幅跳記録は、男女共通して踏み切り準備局面に

おける 2歩前から踏み切りまでの重心の水平移動速

度と著明な正の相関関係を示していることから疾走

速度が影響を及ぼしていることがわかる。

そして、踏切が近くなるに従い徐々にスピードが低

下しているが、その変化が小さいことから考えると

意図的な踏切準備動作に伴う速度減少ではないと考

えられる。また、女子のストライドは 1歩前で 1足

長程度伸びているが、男子では少しずつ伸びている。

表 1.準備局面における重心移動の変化
2歩前

男子 III抱 1IllS! 被抱

'1..' 

そして、踏切接地については、男女ともに足を重心

の近くまで引き戻す動作ができず、身体の前方に接

地しているためブレーキになっていると考えられる。

踏切局面における様相を見てみると、男女ともに上

体角度の平均値が負の値を示していることから体幹

は前傾を保っていることがわかる。また、接地時の

振上脚大腿角度は、前方へ遊脚を引き出すタイミン

グと考えられるため、角度が大きい男子では遅れて

いることを示し、角度が小さい女子では素早く運ん

でいることがわかる。そして、跳躍角度は男女とも

に離地時脚角度と有意な負の関係に、離地時踏切脚

膝角度と有意な正の関係にあることから、膝をしっ

かり伸ばして地面を押し、そして前へ跳ぴ出すほど

跳躍角度は小さくなることを示しており、共に角度

が大きい男子の方がより前方方向に勢いよく跳ぴ出

す跳躍をしていると考えられる。また、一般的には

補足的要因と考えられている着地角度が、記録との

聞に著明な負の相関関係にあることは、記録が低く

なるほど着地角度が大きくなることを示しており、

重心が高く立位に近い着地動作になっていることが

考えられる。
附記:本研究の実験に際して、佐賀大学附属小学校の緒永
成樹先生の多大なご協力を賜りましたことを記して感謝の
意を表します。また、本研究は平成18年度科学研究費補助
金(若手研究 (B)課題番号18700501) の支給を受けて
行われた研究の一部である。

表2.分析項目の平均と標準偏差

心両個

I!J前

隠也

踏み切り

4.859士O.33ICr喝.而，-，
4.2“土0.31(ro，阻・3

11.184士2.89
129.4主6.92

鎗地 i画面定道度 隠抱{筒切初通度}

ストライ r(al 1.188土0.18 1.218主0.18
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競泳におけるグラブ・トラック・腕後ろ振り上げ型

スタートの相違点に関する研究

徳永高司(九州大学大学院)

キーワード:2次元動作解析腕後ろ振り上げ型スタート グラブスタート トラックスタート

目的

現在の競泳におけるスタートは、背泳ぎを除いた

種目の個人レースでは、グラブスタートとトラック

スタートの2つが主流となっている。また、これら

2つのスタートそれそれのスタンスで、スタート台

をつかんだ姿勢から飛び出す際に腕を後ろに振り上

げ、そこから前方の入水面に移動させる「腕の動作J

に特徴があるスタートを用いている選手がいる。

本研究では、「腕の動作Jに特徴があるスタートを

『腕後ろ振り上げ型スタート』と称して注目した。

そして、グラブ・トラック・腕後ろ振り上げ型グラ

ブスタンス・腕後ろ振り上げ型トラックスタンス、

以上4つのスタート動作の実態を把握するとともに、

スタート技術における相違点について比較検討する

ことを目的とした。

方法

1.被験者

九州内の大学におけるバタフライ選手6名、個人

メドレー選手2名、計8名の男子を用いた。被験者

の8名は、九州大会決勝進出~全国大会出場の競技

レベルであった。(年齢 21::!::1.2歳、身長 172.4::!::

4.3cm、体重63.4::!::4.3kg、競技歴 13.3土2.3年)

2.実験および分析方法

スタート動作の客観的資料を得るために、水面上

と水面下のそれぞれにデジタルビデオカメラを 1台、

計2台を用いてプール側方より毎秒 60コマで撮影

を行った。スタート合図~頭頂がプール 5m地点に

到達するまでの空中/水中における一連動作映像を、

2次元動作解析プログラム(アプライドオーフィス

社鉛を用いて、身体測定点20ポイントから二次元

座標 (X，y)をデジタイズし、身体重心をはじめ

とする各指標を算出した。そして、関節角度変化、

身体重，乙、位置変化、身体重心速度変化、水中深度変

化の観点で分析を行った。

結果と考察

1.関節角度変化について

足離れ~指先が水面に着水するまでの空中動作に

おいて、腕後ろ振り上げ型スタートに「バイク姿勢J

と呼ばれる特徴的な姿勢が見られた。

滞空時間、飛び出し角、入水角の値から、腕後ろ

振り上げ型スタートは「飛び出し角が大きく、高く

飛ぶために滞空時聞が長くなるが、入水角が大きい

ため、入水時の抵抗が小さいJと云われる、バイク

スタートの典型的な特性を備えていると推察される。

2.身体重心位置変化について

スタート合図~指先が水面に着水するまでの身体

重心移動の軌跡を、各スタートの身体重，乙位置変化

データを平均して図 1にグラフ化した。スタート台

端壁と水面の交差する地点を座標原点とし、水面か

らのスタート台の高さは約0.6mであった。(グラフ

中の・A・く〉は、各スタートの平均離足時を表す。)

腕後ろ振り上げ型スタートにおいては、飛び出す

際の重心高の上昇が特徴的であった。これは、スタ

ート台をつかんだ腕を後ろに振り上げることで、腕

によって発揮される力が前上方により大きく反作用

し、飛び出す際の伸膝・伸腰動作が促進され、上体

の起き上がりに影響が及んでいるものと考えられる。

1.6 

1.4 

E 1.2 
机

匝
Q 0.8 
心 | ーーーグープスタート
会 0.6~ 
回 | ーーートラックスタート

長 0.4i 腕後強り上げ(グラブ}

0.2 i ーー・腕後ろ掻り上げ(トラック}。
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図1各スタートの平均身体重心位置変化
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脳梗塞超高齢患者予後における運動導出性適応機構の可塑性について

~発症後 5年間の乳酸関値強度運動プログラムの影響と加齢現象を解析する~

0吉岡 寛(福岡大学大学院)、山口健一・原信也(福岡リハビリテーション病院)、

柳川真美・田村修・井上博隆・吉田規和・演 康之・松原建史(鮒健康科学研究所)、

神宮純江(福岡市健康づくり財団)、田中 守・田中宏暁・清永 明・進藤宗洋(福岡

大学)

超高齢者、脳梗塞、 LT、骨塩量、自立支援、運動導出性適応機構可塑性

(緒言及び目的)脳梗塞等で片麻療になった

高齢者の多くは乳酸閥値 (LT)が歩行等の

日常身体移動活動の酸素需要量より低く、

かつ骨格筋や肝臓の貯蔵糖質量も少ないた

めに、補助付の身体移動であっても、その

エネルギー基質として蛋白質に依存し、体

力低下の原因になる可能性や、血液凝固系

が活性化し血栓形成の危険がある。以上の

仮説に基づいてわれわれは 89歳 7ヶ月で

発症した脳梗塞による左上下般麻療超低体

力高齢者用の運動プログラムの安全性や効

果について、 2002年日本体力医学会、 2003

年日本体育学会に報告した。本報告は、定

量的運動介入 5年後までの生理学的病理学

的測定結果を解析し、運動だけが導出でき

る適応機構(運動導出性適応機構)の面と、

加齢の面から考察する。(方法)ストレングス

エルゴメーター(三菱電機エンジニアリン

グ)による漸増運動負荷試験で LTを同定

した。 トレーニングはLT強度で 1回 10---

30分、週 3---5回実施した。骨塩量は福岡

市健康づくりセンターにてDEXA法で測定

した。 備果.)2001年9月受動的運動開始。

約 1ヶ月後に能動的漸増運動負荷試験が可

能になった。この時のLT強度は 10watts

(1.7mets)、3ヶ月後に 18watts(2mets)、

2002 年 5 月(14 ヶ月後)に

25watts(2.3mets)、 2004年 3 月には

28watts(2.4mets)へ 280%の改善、自立歩

行時(分速 45m)の血中乳酸濃度がLT時

より低かった。頭部を除く体重当り骨塩量

は14ヶ月後に 25.93glkg(発症前 3年の

平均値は 29.32glkg)から 2003年 11月に

は 27.96glkgまで回復した。それがトレー

ニング開始24ヶ月後の 2004年 3月に転倒

し、病床安静生活の影響で、それぞれ

15watts、25.1glkgまで低下したが、介入

再開で2006年3月には 19watts、26.02glkg

まで回復している。脚部の平均筋量は発症

前の 3年間平均値で6684gであったものが、

発症後 9ヵ月の 2001年 12月には 5627g 

に減少したが、 2006年 3月には 6501gに

回復した。 ABI(フクダ電子社製)は 2003

年 12月に右 0.77、左 0.88で閉塞又は狭窄

域であったが、 2006年 8月には右 0.97、左

1.02の正常範囲内にまで改善した。(考察)

要介護状態になった超高齢者は活動量の低

下から筋量と骨塩量を減少することが報告

されている。本研究でも同様の結果が確認

された。 90歳以後でも本研究で用いた運動

プロトコルは、 LTの向上、骨塩量の増加、

ABI値(血管の柔軟性)の改善を示したこ

とから、健常者と同様に廃用症候群に陥っ

た超高齢者においても、運動導出性慢性適

応機構には可塑性があり LT強度の運動の

継続による自立支援の可能性が示唆された。



3.助成研究フリートーク

(研究助成金制度採択研究)
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農山村生活者の生活構造と

総合型地域スポーツクラブのあり方に関する研究
0後藤貴瓶熊本大学)，中川保敬(熊本大学)

農山村生活者生活構造総合型地域スポーツクラプ

1.目的

農山村生活者のスポーツ活動の場としての総合

型地域スポーツクラブのあり方について検討する

ことを目的とした.そのために，住民の生活構造

と運動・スポーツ実践の関係性を地域間格差とい

う視点から分析を行うこととした.

2. 調査の方法

アンケート調査を用いた.熊本県小国町の市街

地である宮原地区(N=128)と山間部である黒淵・

西里地区(N=126)対象とした.対象者の属性は，

宮原が男性 41.4%，女性 58.6%，黒測・西里が男

性 57.9%，女性 42.1%となった.年齢では，宮原

が30歳代以下28.9%，40歳代25.8%，50歳代21.9%，

60歳代以上23.4%，黒梯j・西里が30歳代以下32.5%，

40歳代27.0%，50歳代23.0%，60歳代以上 17.5%

となった.学歴は宮原が高卒43.7%，大卒43.7%，

黒測・西里が高卒53.2%，大卒23.8%であった.

3. 結果及び考察

生活構造について黒淵・西里のほうが比較的自

由な時間が少なく下層・土着の傾向を示し，家族

構成では多世代率が高かった.しかし，現代社会

の一般的傾向である「同調・私化j は岡地区にお

いて共通して浸透していることが伺えた.運動・

スポーツ実践については，実施頻度では両地区間

に大きな差はないが，宮原では高実施者(週 3回以

上実舶が多い.行い方としては，宮原は健康志向

が強く比較的個人や少人数で実践する傾向にあり，

黒淵・西里では地域社会や集団で実践する傾向が

確認された.

現代社会の生活構造と運動・スポーツ実践の関

係性がどのように地域社会に浸透しているかとい

うことについて検討した結果，以下のことが明ら

かになった.全体としては，文化体系への接触パ

ターンにおける私化・向調などの傾向が確実に浸

透し運動・スポーツ実践の行い方に影響を与えて

いるといえる. しかし，その表れ方は農山村とい

われる小国町の中でも市街地と山間部では異なっ

ており，特に山間部では地域社会との関係、性の中

で運動・スポーツを実践する傾向が示唆された.

それは山間部における下層・土着性および多世代

家族といった家族構成のあり方が影響していると

考えられる.しかしながら，今後ますます私化・

向調といった現代社会の生活構造は浸透し運動・

スポーツ実践の行い方にも影響を及ぼすことが予

測される.その場合，高齢化，少子化といった深

刻な問題を直接抱える山間部では，逆に運動やス

ポーツの振興が地域社会(ここでは大字単位の集

落)の崩嬢を招く可能性がある.つまり，都市生活

者を基準とした画一的な運動・スポーツの振興は，

農山村の住民の生活を個人化の方向へ向かわせる

ことになり，ムラに引き継がれてきた地域内の関

係性を分断する可能性があるということである.

現在の農山村では，ムラ(大字単位)の生活がマチ

(市街地:行政)に依存する傾向は共通しており小

国町でも確認される.さらに交通網や情報の発達

は人々の生活を都市へと向かわせる. しかしムラ

には，いまだ地域社会を志向する構造が残されて

いることも事実である.総合型が個人と同時に地

域社会をその射程に入れるのであれば，農山村で

はこのムラを単位としたあり方を検討する必要が

あり，現在のようなマチを中心としたあるいは個

人を中心としたあり方からの脱却が必要であろう.

また，人々の生活が，子どもの有無を含めた家族

のあり方に影響を受けていることはいうまでもな

い.そしてマチとムラの違いの一つに家族構成の

違いが挙げられ，ムラでは家族が社会に対する中

間集団的な働きを維持していると考えられる.し

・たがってムラを単位として総合型を検討する場合

にはこの家族のあり方も十分視野に入れなければ

ならない課題であろう.
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非監視下のウォーキング継続化のための介入プログラムの開発

0村上雅彦(九州大学大学院人間環境学府)

Keywords :媒介変数，セルフエフィカシー， トランスセオレテイカルモデル，社会的認知理論

【目的】

本研究では 1)ウォーキング継続化のための

介入プログラムの効果を検討し， 2)介入が継続

化に影響するメカニズムを明らかにすること

を目的とする.

【方法】

1)対象者

非監視下のウォーキング教室参加者のうち，

ペースラインで定期的なウォーキング習慣の

ない 39名(女性 30名，男性 9名)である.

2)介入

対象者を無作為に実験群と統制群に分け，実

験群に対してトランスセオレテイカルモデ

ル(Prochaska& DiClemente， 1983)と社会

的認知理論(Bandura，1986)に基づく行動変

容技法の解説とワークシートで構成される情

報を週 1回，計 16回郵送によって与えた.

3)調査

調査は，デモグラフック(性別，年齢など)， 

行動変容ステージ(Okaet a1.， 2000)，およびセル

フエフィカシー(岡， 2003)をペースラインと 4

カ月後の 2回測定した.

【結果】

1)定期的ウォーキング継続化における介入効果

4カ月後の行動変容ステージにおいて実行，

維持ステージに属する者を定期的なウォーキ

ング継続者とした.ウォーキングの継続化にお

ける介入効果を検証するために， 2 (実験条件)

X2 (継続，非継続)のクロス集計表を作成し，

比率の検定を行った.その結果，実験群の継続

率(61.9%)は統制群(38.1%)よりも高く (χ2=4.54，

df=l， Pく.05)，介入の効果が確認された.

2)介入が継続化に影響するメカニズム

本研究では，以下の基準(Barron& Kenny， 

1986)に沿ってセルフエフィカシーの媒介変数

としての機能を検証した.

率経1:介入が媒介変数に影響しているか?

2 (実験条件) X2 (時間)ANOVAを行った

ところ，交互作用がみられ (F(I，37)=5.07，p<.05)， 

統制群の得点が減少しているのに対し，実験群

はペースラインの得点を維持していた.

基準2:媒介変数が従属変数に影響するか?

基準 2を検証するために，セルフエフィカシ

ーの残差変化量を独立変数，定期的なウォーキ

ングの継続を従属変数とするロジスティック

回帰分析を行った.その結果，セルフエフィカ

シーが有意に継続化を予測していた(オッズ比

(OR)=5.78， 95%信頼区間(CI)=1.68・19.94).

基準 3:媒介変数を統計的に統制したとき，独

立変数の従属変数への影響力が減少するか?

基準 3の検証は，ウォーキングの継続を従属

変数とする階層的ロジスティック回帰分析を

用いて行い，ステップ 1で実験条件を投入し，

ステップ2でセルフエフィカシーの残差変化量

を投入した.その結果，有意な介入の効果

(OR=4.23， 95%CI=I.09 -16.40)は，セルフエフイ

カシーの残差変化量を統制すると減少し有意

でなくなった(OR=2.35，95%CI =.48・11.40).

これらの結果から 全ての基準が満たされ，

本介入がセルフエフィカシ?に影響し，継続化

が促進されたことが確かめられた.

【考察】

本研究では，非監視下のウォーキング継続化

における介入プログラムの効果とそのメカニ

ズムを調べた.その結果，ウォーキング継続化

における介入の効果が確認され，これは介入が

セルフエフィカシーに影響することによるも

のであることが明らかになった.このような通

信を用いた介入は身体活動に対して中程度の

効果があり (Macuset a1.， 1998)，セルフエフィカ

シーが媒介変数であることが示されており

(Miller et a1.， 2002; Pinto et a1.， 2001)，本研究も

同様の結果であった.しかし，これらの介入研

究では短期的な効果しか確認されていないた

め(Macuset a1.， 1998)，今後，長期的な効果につ

いても検討する必要がある.



4.スチューデントセッション
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研究における視覚刺激・映像の活用と課題

司 A 
:z:;:' 永尾雄一(九州大学大学院)

シンポジスト 森村和浩(福岡大学大学院) 秋永美恵子(佐賀大学大学院)

キーワード:視覚刺激，映像，行動観察，健康づくり，光るゼッケン

{企画要旨】 他の人から見て説得力に欠ける点も見られる.しかし，

近年の科学技術の進歩に比例して，各研究分野にお 今回映像を用いたことで，映像そのものもまた一つの

いて映像等の視覚技術を活用した研究が多く報告され データとなるのではないだろうか.その点で，映像を

るようになってきてしも.心理学領域におし、ては，イ 郎、ることは大変有効な授業利回の一つになると思ゐ

メージやモデリング等に用いられ，最近では動機づけ れるが，様々な問題点も示された.授業分析において

事断専を目的とした映像の研究も行われている.このよ 映像がより効率的に用いられるためには，どのように

うに，視覚車11激・映像の活用は広がりを見せつつあり， 改善していけばよし、かを考えてし、かなければならない.

技術の発達によって用いることの簡便さも憎してきで

いる.このような背景において，今後は様々な研究分

野において視覚技術を用いた研究がなされていくこと

が予想される.そこで本セッションではスポーツ生

理学及ひ瀬科教育学のシンポジストから視覚車IJ激・映

像を活用した研究活動の情報提供を行い，その課題や

問題点，また現場への有効なフィードパック法等を議

論し，研究領域の垣根を越えた活発な意見交換を通し

て新新な知見を得ることを目的とする.

映像を用いた生徒の行副親祭

秋永美恵子(佐賀大学大判却

現在，学校教育現場では子どもによる運動実施の二

極化や体力低下への対応を始め，体育の存在根拠が関

われている.特に体育では，スポーツ振興基本計画に

基づいて，国民としてたくましく生きるための健康や

体力が望まれている.それを背景に 2005年8月に行

われた教育研究全国集会では健やかな体を育む教

育の在り方に関する専門部会審議筋品の概要Jより体

育の目的の具体的内容の検討なされ，今まであまり重

視されてきていなかった「知識jも大事ではないのか

としづ指摘もされているのが現状である.そこで，知

識としてスポーツの歴史を取り入れた体育授業に注目

し，スポーツの歴史を交えた体育授業の展開が生徒の

学習意欲にどのような影響を与えるのか実践研究を行

った.授業矧面のーっとして r学習者の行郵親察J

を行い，ビデオを用いて授業を映像として記録した.

実際に映像から授業を評価する上で，様々なメリッ

ト・デメリットが浮上した.教育学では，本人のアン

ケートによる主観的なデータが中心となる.そのため，

視覚府搬を応用したスポーツ

森村手口浩(福岡大学大朝涜)

近年，日常生活における身体活動量の減少による体

力や身体機能が低下，それら生活習慣を起因とした心

臓血管系疾患など生活習働丙の寵患率も上昇し，医療

も高騰し続けている.このような状況を一掃するため

にも日常生活活動やスポーツ・レクリエーションにお

いて，健康づくりに有効な運動強度を確保・充足でき

るようにすることが重要であり，その為には，簡易に

運動強度のコントロールを可能にする機器を開発する

必要があると考えられる.我々はIL4自データを，光る

ゼ、ッケン及ひてディスプレイによって視覚情報化し健康

づくりに有効な運動強度をコントロールできるようす

る「光るゼ、ッケンJを開発した.被検者4名を対象と

した運動では運動強度を視覚情報化する光るゼッケン

を用いることで，目標IL伯数占有率は7.8:t7.7%から

46.0:t 18.7%となった.その他に，自他共に目的とす

る運動を実現しようと話し合ったり，調整したり創意

工夫するようになった.健康教室の中高齢者参力暗(10

名:57-78鵡によるパウンズバレーではゲーム中の目

標心粕数占有率は54.1:t28.6%であった.また，運動

中のIL4白数は目標IL'粕数に対して107:t7.1%を維持し

ていた.このように運動やスポーツ中のIL4自数を視覚

化することで，年齢層や体力に関係なく健康づくりに

有効な運動強度を確保できるようになり，本来の運動

効果を価値の基盤としながらも，多様な価値を付加可

能であると考えられた今後，運動強度を視覚化する

「光るゼ、ッケンJを用いることによる付力削面値につい

て却問的に明らかにしてし、く必要がある.
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九州体育・スポーツ学会事務局ニコース(寧戚 18年度第2号}

September 2006 九州体育・スポーツ学会

1 . 事務局の移転について

平成， 8年， 0月より事務局が移転になります。

事務局:九州体育・スポーツ学会事務局(平成18年10月1日より)

干860・8555 熊本市黒髪2-40-1

熊本大学教育学部保健体育科内事務局長則元志郎

電話 096・342・2795(研究室)

FAX 096・342-2795(研究室)

E-mailアドレス norimoto@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

連絡にはE-mai1またはFAXをご利用下さい。

郵便振替番号 01970-4-26460 加入者名: 九州体育・スポーツ学会

会費納入等の郵便振替票の番号は変更ありません。

(送金の際，郵便振替用紙に上記の番号を右詰でご記入下さい。)

n. 九州体育・スポーツ学会ホームページの開設について(お知らせ)

九州大学健康科学センターの山本教人先生のご尽力で， 4月 1日より本学会のホームページが立ち上がり

ました。以下のURLにて，ご覧下さい。今後，本学会に関する様々な情報を順次アップいたしますので，ご

活用下さい。なお，目下ホームページの開設やその更新は，試行的な運用の範囲です。

九州体育・スポーツ学会公式ホームページURL:

http://www.noriyam.atnifty.coml--home/Q-taispo/index.html 

m. 会員のe-maiIアドレス(携帯アドレスを除く)情報登録のお願い

事務局iこe-mailアドレスをご登録いただいている会員の皆様には，速やかにニュース原稿をお届けしてい

ます。このことは，事務局による試験的な実施です。事務局に登録された会員宛e-mailアドレスは，BCC(Blind 

Carbon Copy)で配信しております。現在約会員数520名に対し，事務局にe-mailアドレスをご登録いただい

ているのは，約220名の会員です。今後登録会員数を大幅に増加させたいと考えています。なお，今後紙媒

体での郵送による事務局ニュースの配布を取り止め， e-mail によるニュースのお知らせとホームページ上で

のニュース記事の閲覧へと順次切り替えてまいります。会員の皆様は， e-mailアドレスを事務局にお知らせ

下さい。

e-mailアドレスの事務局への登録，郵便物送付先等の会員情報の変更は，巻末の会員情報調査票をコピーされ

て事務局までファックスにて送信下さい。その際，ファックス番号をお間違えにならないようにご注意下さい。
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IV. 平成 18年度会費納入のお願い(郵便振替で会費納入されている方)

平成 18年度九州体育・スポーツ学会年会費 5，000円を下記の郵便振替口座へ振り込み願います。今回，

会費納入のお願いをしている会員は、通常，郵便振替にて納入されている方です。同封の郵便振替払込取扱

票をお使いになると，払込手数料がいりません。((社)日本体育学会の九州支部に所属され，支部会費を本部

会費と同時にご指定の銀行口座から引き落とし手続きをされている会員を除きます。)なお、行き違いの際は、

ご容赦下さい。

郵便振替口座 01970-4-26460 左記の口座記号・口座番号を右詰でご記入下さい。)

加入者名: 九州体育・スポーツ学会

但し，次の会員は，会費納入の手続きは必要ありません。

(1)名誉会員の方

(2) 日本本体育学会会員で、既に会費納入のため銀行口座からの自動引き落としの手続きをされている方。

(3)大学院の学生で、すでに 2年分の会費を納入した方。学生会員は，入会時に年度会費 5，000円を納

入していただいています。これは，学生会員の年度会費2年分です。学生会員は、 2年間を原則として

います。従って、 2年を過ぎると学生会員の資格を失いますので、博士課程に進学された学生会員は、

一般会員(年会費 5，000円)となります。

尚、ご不明な点は、九州体育・スポーツ学会事務局へファックスでお知らせ下さい。

VJI. 昨年，学生会員として入会され，今年度で学生会員の資格2年目の方へのご連絡

昨年，学生会員として入会され，今年度で学生会員 2年目の方は， 1 8年度会費納入の必要がありません

(初年度に 2年分納入されています。) 0 (社)日本体育学会から銀行・郵便局口座引き落としにて会費を

納入されている方は超過納入されることになりますので超過分を返金しています。その場合，事務局ま

で，ご氏名・所属(所属大学院)をファックスでお知らせ下さい。納入状況を当方で調べまして，返金手続

きを行います。

干860・8555 熊本市黒髪 2-40ー 1

熊本大学教育学部保健体育科内 事務局長則元志郎

電話 096・342・2795(研究室)

FAX 096・342・2795(研究室)

E-mailアドレス norimoto@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

連絡にはE・mailまたはFAXをご利用下さい。

郵便振替番号 01970-4-26460 加入者名: 九州体育・スポーツ学会
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会員情報調査票

九州体育・スポーツ学会事務局 ファックスFAX 096・342・2795

ファックス番号をお間違えにならないように送信して下さい。

九州体育・スポーツ学会会員情報調査票(。は事務局に必ず必要な情報です。)

所属機関所在地.自宅住所のどちらかの情報を事務局からの郵便物送付のタックシールに使用します。特に.会員

からのご指定のない場合は.所属機関に送付します。これまでの送付先に変更のない場合は.これまでご指定の郵便

物送付先に機関誌『九州体育・スポーツ学研究』等を送付します。電話番号(携帯電話を含む).ファックス番号.

自宅電話番号.自宅ファックス番号は事務局からの問い合わせのみに使用します。 E-mailアドレスは，事務局から

の問い合わせと事務局ニュース等のお知らせに使用します。事務局ニュース等の配信停止は.その旨，事務局まで

E-mailで返信下さい。

氏名.所属機関.郵便物送付先とE-mailアドレス(携帯メールは不可)は会員情報として会員の皆様から事務局

に提供していただくものとします。 E-mailアドレスを事務局へ登録されていない会員は.必ずお知らせ下さい。

@ふりがな

。氏名( 。 所 属 (

。所属機関所在地か自宅住所のいずれかは郵便物送付先として，事務局には必ず必要です。

所属機関所在地(干 ) 

電話番号 ( 

ファックス番号 ( 

自宅住所 (干

自宅電話番号

自宅ファックス番号(。E-mailアドレス ( 

、I
，、，
J

、E
J

九 州 体 育・スポーツ学会分科会(第 1"""第 5)所属状況
会員氏名 所属(

九州体育・スポーツ学会の分科会について，現在所属している分科会，あるいは所属希望の分

科会の番号(第 1-第5)にO印を付けて下さい。複数の分科会への所属も可能です。

第 1 原理.歴史，人類学)

第3 生理，バイオメカニクス)

第 5 保健，発育発達，測定評価)

第2 管理，心理，社会)

第4 方法，教科教育)

干860・8555 熊本市黒髪 2-40-1
熊本大学教育学部保健体育科内九州体育・スポーツ学会事務局長則元志郎 FAX 096・342・2795
E-mailアドレス norimoto@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

連絡にはE-mailまたはFAXをご利用下さい。



編集後記

今回の機関誌は，平成18年 9月2日， 3日に佐賀大学本庄キャンパスで開催された九州体育・スポーツ学会第

55回大会の発表抄録集が内容になっています。今年度の大会は参加者総数226名を数えました。会員数から判断

いたしますと，約半数の会員の皆様に参加していただいたことになります。大会委員長の日高敬児先生はじめ会

場となった佐賀大学の先生方，並びに佐賀県内の会員の先生方のご尽力の賜物です。第55回大会を成功裡に終了

することができました。厚く御礼申し上げます。

さて，今回の学会大会から，大会号では演者の先生方より 585字以内の発表要旨を事前に提出していただき予

稿集を印刷しています。発表抄録については，学会大会当日にA4版 1枚の発表抄録を受付でフロッピーと共に

提出していただきました。発表者のうち，多くの方が発表抄録を提出されております。内容は一般研究発表(口

頭発表)，一般研究発表(ポスター発表)，助成研究フリートーク(研究助成金制度採択研究)，スチューデント

セッションの順で掲載いたしました。それらを『九州体育・スポーツ学研究jの一部の内容として掲載していく

ことになりました。ただし，今回は原著論文等は，審査中であり，抄録集のみの内容となっています。原著論文

等が掲載された機関誌としては近刊の21巻2号をご覧下さい。

(文責:平成16・17年度庶務担当理事榊原浩晃)

平成18年 9月25日印刷

平成18年9月30日 発 行

発 行 者 進 藤 宗洋

発行所九州体育・スポーツ学会

|非売品|

所在地 干811-4192福岡県宗像市赤間文教町1-1
福岡教育大学保健体育講座内

九州体育・スポーツ学会事務局

事務局代表者の氏名 照屋博行(事務局長)

Fax 0940-35-1709 (保健体育講座共通)

郵便振替番号 01970-4-26460 
名称 九州体育・スポーツ学会

印刷所城島印刷株式会社

干810-0012福岡市中央区白金2-9-6
電話 092-531-7102
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